
本
日
記
は
、
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
特
別
資
料
室
の
所
蔵
に
か
か
る
史
料
で
あ

る
。
同
資
料
室
の
目
録
カ
ー
ド
で
は
「
琉
球
勅
使
御
迎
大
夫
日
記
真
栄
里
親
方
」

と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
請
求
番
号
は
、
「
リ

5
/
5
5
6
7
/
1
.
2
」

で
あ
る
。
二
冊
か
ら
な
る
和
装
本
で
、
丁
数
は
第
一
冊
目
が
一
―
五
丁
、
第
二
冊
目

が
七
八
丁
で
あ
る
。
法
量
は
縦
ニ
ニ

・
ニ
Cm
x

横
一
八

・
八
Cm
で
、
峡
に
収
め
ら
れ
、

表
に
「
昭
和
一
三
年
／
六
月
十
一
日
／
購
求
」
と
い
う
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
峡
の

題
箋
に
は
、
「
琉
球
／
勅
使
御
迎
大
夫
日
記
真
栄
里
親
方
」
と
あ
る
が
、
琉
球
と
真

栄
里
親
方
の
部
分
は
後
筆
で
あ
り
、
峡
の
作
成
時
点
で
は
単
に
「
勅
使
御
迎
大
夫
日

記
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
一

九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
に
購
入
し
た
の
か
は
、
現
在
の
職
員
も
不
明
と
の
こ
と
で

あ
る
。と
こ
ろ
で
、
本
日
記
は
原
本
で
は
な
く
写
本
で
あ
る
が
、
虫
喰
い
部
分
は
少
な
く
、

さ
ら
に
文
書
の
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

本
日
記
の
記
載
年
は
、
同
治
四
年
(
-
八
六
五
）
二
月
一
三
日
か
ら
翌
五
年
（
一

八
六
六
）
六
月
二
三
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
日
記
の
記
主

・
真
栄
里
親
雲
上
（
後
に
親
方
）
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ

て
み
た
い
。
真
栄
里
の
出
自
は
久
米
系
士
族
で
、
唐
名
は
鄭
乗
衡
で
あ
る
。
「
鄭
姓
家

日
記
の
書
誌
と
記
主

豊
見
山

和

行

勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
日
記
に
つ
い
て

譜
支
流
」
（
『那
覇
市
史
資
料
篇
第
1
巻
6

家
譜
資
料
二
』
）
に
よ
れ
ば
、
真
栄

里
は
、
嘉
慶
一
九
年
(
-
八
一
四
）
正
月
九
日
に
鄭
良
弼
と
毛
氏
真
鶴
の
間
に
次
男

と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
長
男
（
鄭
乗
鉤
）
が
、
一
八
歳
で
死
亡
し
た
た
め
道
光
一

六
年
（
一
八
三
六
）
に
、
鄭
姓
十
世
の
嫡
子
と
な
っ
て
い
る
。

真
栄
里
の
略
歴
を
見
る
と
、
道
光
一
七
年
（
三
七
）
に
冊
封
使
（
正
使
林
鴻
年
、

副
使
高
人
鑑
）
の
来
琉
に
際
し
、
国
王
の
「
御
宮
仕
兼
書
簡
所
」
役
を
勤
め
て
い
る
。

そ
の
翌
一
八
年
に
は
、
勤
学
（
留
学
生
）
と
し
て
中
国
へ
渡
り
二
年
後
の
道
光
二
〇

年
（
一
八
四

0
)
五
月
に
帰
国
し
て
い
る
。
道
光
二
四
年
（
一
八
四
四
）
六
月
か
ら

同
二
七
年
（
四
七
）
五
月
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
ら
へ
の
対

応
の
た
め
の
「
重
通
事
」
に
、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
三
月
か
ら
同
年
―
一
月
ま

で
は
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
ヘ
の
対
応
の
た
め
の
通
事
に
任
命
さ
れ

て
い
る
。
真
栄
里
は
北
京
官
話
に
通
暁
し
て
い
た
よ
う
で
、
咸
豊
三
年
（
五
三
）
か

ら
同
八
年
（
五
八
）
に
か
け
て
薩
摩
人
園
田
仁
右
衛
門
と
大
窪
八
太
郎
の
官
話
師
と

な
り
、
さ
ら
に
同
年
か
ら
翌
年
ま
で
は
、
官
話
習
得
の
た
め
に
来
琉
し
た
岩
下
新
之

丞
に
対
し
て
も
同
様
に
官
話
師
を
勤
め
て
い
る
。

同
治
二
年
(
-
八
六
三
）
五
月
に
は
、
漂
着
中
国
人
（
山
東
登
州
府
黄
県
の
杜
栢

茂
ら
）
を
送
還
す
る
た
め
大
通
事
と
し
て
福
州
へ
赴
い
て
い
る
。
航
海
の
途
上
で
海

賊
に
襲
わ
れ
貨
物
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
が
、
よ
う
や
く
同
年

十
月
に
福
州
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
翌
年
（
六
四
）
六
月
に
無
事
帰
国
し
て

い
る
。そ
し
て
、
同
治
四
年
（
六
五
）
二
月
に
勅
使
（
冊
封
使
）
の
迎
接
役
と
し
て
正
議

大
夫
（
接
封
大
夫
）
に
任
命
さ
れ
、
三
度
目
の
唐
旅
（
中
国
行
き
）
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
際
の
経
緯
を
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
が
、
本
日
記
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
日
記
が
写
本
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
「
尚
家
文
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書
」
中
に
も
同
日
記
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
尚
家
文
書
目
録
」

に
よ
れ
ば
、

道
光
十
七
年
・
同
治
五
年

四

三

三

勅

使

御

迎

大

夫

日

記

接

封

大

夫

真

栄

里

親

方

三

冊

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告
書
』

一
九
七
六
年
、
四
―
―
―
頁
）
。
尚
家
文
書
は
、
現
在
未
公
開
の
た
め
同
家
所
蔵
の
も
の
と

突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
と
尚

家
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
興
味

深
い
点
は
、
「
尚
家
文
書
目
録
」
で
は
、
同
治
五
年
の
真
栄
里
親
方
（
鄭
乗
衡
）
の
日

記
だ
け
で
な
く
、
同
人
の
父
親
で
あ
る
鄭
良
弼
の
「
勅
使
御
迎
日
記
」
（
道
光
一
七
年
）

の
存
在
も
窺
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
勅
使
の
迎
接
役
に
任
命

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
「
勅
使
御
迎
日
記
」
を
残
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
日
記
」
は
鄭
良
弼
の
そ
れ
と
本

日
記
の
鄭
乗
衡
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
人
と
も
真
栄
里
親
方
で
あ
り

紛
ら
わ
し
く
な
る
た
め
、
正
確
に
は
「
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
（
鄭
良
弼
）
日

記
」
（
道
光
一
七
年
）
と
「
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
（
鄭
乗
衡
）
日
記
」
（
同
治

四

・
五
年
）
と
し
て
区
別
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
鄭
良

弼
の
日
記
は
未
公
開
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
便
宜
的
に
本
稿
の
日
記
で
あ
る
鄭
乗
衡
の
そ
れ
を
「
勅
使

御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
日
記
」
と
し
て
お
き
た
い
。

日
記
の
内
容

本
日
記
は
、
琉
球
国
の
最
後
の
国
王
と
な
っ
た
尚
泰
を
冊
封
す
る
た
め
の
使
節
を

迎
接
し
た
際
の
真
栄
里
親
雲
上
の
日
記
で
あ
る
。
本
日
記
の
「
勅
使
御
迎
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
、
冊
封
使
が
勅
使
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
尚
泰
を
冊
封
し
た
時
の
正
使
は
趙
新
、
副
使
は
子
光
甲
で
あ
る。

さ
て
、
本
日
記
の
記
述
は
出
発
前
の
準
備
過
程
と
福
州
で
の
交
渉
過
程
に
大
別
さ

れ
る
。
特
に
、
前
者
が
全
体
の
五
割
強
を
占
め
て
お
り
、
勅
使
迎
接
の
際
の
周
到
な

準
備
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
日
記
の
日
次
を
追
っ
て
簡
単
に
内
容
を

紹
介
し
た
い
。

同
治
四
年
（
一
八
六
五
）
二
月
一
三
日
に
、
勅
使
御
迎
大
夫
に
任
命
さ
れ
る
こ
と

か
ら
本
日
記
は
開
始
さ
れ
て
い
る
。
役
務
拝
命
の
記
事
か
ら
書
き
出
す
の
は
、
他
の

公
日
記
（
「
御
物
城
高
里
親
雲
上
日
記
」
「
頭
役
被
仰
付
候
以
来
之
日
記
」

な
ど
）
で

も
同
様
で
あ
る
。

国
王
・
王
妃
・
聞
得
大
君
へ
役
務
拝
命
を
謝
す
る
拝
謁
儀
礼
で
あ

る
「
御
拝
」
も
他
の
日
記
と
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
（
二
月
一
五
日
条
）
。

船
頭
の
人
選
が
行
わ
れ
（
三
月
二
日
条
）
、
路
銀
と
し
て
銭
九

0
0
0貫
文
（
銀
子

に
換
算
す
る
と
一
貫
二
百
目
）
、
渡
唐
賦
飯
米
と
し
て
粟
―
二
石
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
足
で
あ
っ
た
と
見
え
、
給
地
蔵
か
ら
銭
八

0
0
0
貫
文
(
I
I

銀
子
二
貫
目
）
を
無
利
子
で
借
用
し
て

い
る
（
三
月
四
日
条
）
。
そ
の
他、

干
イ
カ
や

筵
な
ど
の
物
品
を
通
常
の
進
貢
大
夫
並
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
（
四
月

条
）
。
五
月
に
は
、
渡
唐
人
数
の
「
旅
御
拝
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
六
月
二
六
日
条
で
あ
る
。
同
日
、
真
栄
里
親
雲
上
が
首
里
城

に
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
二
七
通
（
別
紙
含
む
）
に
も
及
ぶ
書
付
け
を
手
交
さ
れ
、
福

州
で
の
交
渉
に
臨
む
際
の
詳
細
な
指
示
が
評
定
所
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
指
示
は
、

冨
川
親
雲
上

・
古
堅
親
雲
上
・
安
室
親
雲
上
・
勝
連
親
雲
上
・
濱
比
嘉
親
方
五
人
の

連
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
職
名
は
「
評
価
方
日
記
」
（
台
湾
大
学
図
書
館

蔵
）
同
治
四
年
丑
閏
五
月
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
冠
船
御
用
意
方
主
取
と

い
う
も
の

で
あ
る
。
冠
船
御
用
意
方
は
単
に
冠
船
方
と
も
称
さ
れ
、
冊
封
時
に
評
定
所
の
中
に
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臨
時
に
設
置
さ
れ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
冠
船
方
は
評
価
貿
易
を
専
掌
す
る
評
価

方
を
も
管
轄
し
、
冊
封
時
に
お
け
る
中
心
的
な
機
関
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
拙
稿

「
冠
船
貿
易
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
準
備
態
勢
を
中
心
に
ー
」
『
第
三
届
中
琉
歴
史
関

係
國
際
學
術
會
議
論
文
集
』
一
九
九
一
年
、
参
照
）
。
さ
て
、
そ
の
指
示
の
内
容
を
次

に
概
観
し
て
み
よ
う
。

第
一
文
書
は
、
勅
使
の
乗
船
す
る
冊
封
船
（
封
舟
、
冠
船
と
も
い
う
）
が
大
型
船

に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
、
琉
球
の
渡
唐
船
（
進
貢
船
）
程
度
の
船
を
選
定

す
る
よ
う
に
中
国
側
へ
働
き
か
け
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
那
覇
港
が
浅
く
な
っ

て
い
る
た
め
大
型
船
の
出
入
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
大
型
船
で
の
来
琉
は
大
量
の
評
価
貿
易
品
を
積
載
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

そ
れ
を
避
け
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
。

第
二
文
書
は
、
布
政
司
か
ら
支
給
さ
れ
る
前
行
牌
を
早
め
に
入
手
し
、
帰
国
す
る

よ
う
に
、
と
の
指
示
で
あ
る
。

第
三
文
書
は
、
渡
唐
の
面
々
は
、
中
国
人
か
ら
借
銀
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

来
年
の
中
国
か
ら
の
帰
航
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
、
と
あ
る
。

第
四
文
書
は
、
渡
唐
の
面
々
が
中
国
で
手
広
く
交
易
を
行
っ
て
は
来
年
渡
琉
す
る

中
国
人
ら
の
持
ち
込
む
評
価
物
（
交
易
品
）
が
大
量
に
な
る
の
で
、
可
能
な
限
り
個

人
貿
易
品
は
削
減
す
る
よ
う
に
、
と
の
指
示
で
あ
る
。

第
五
文
書
は
、
冊
封
船
が
渡
琉
す
る
日
程
を
来
年
の
「
芭
種
」
後
す
ぐ
に
渡
海
し
、

同
年
の
九
月
に
は
帰
国
で
き
る
よ
う
に
手
配
す
る
こ
と
、
遅
れ
る
と
そ
れ
だ
け
琉
球

滞
在
が
長
引
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
文
書
は
、
帰
航
時
に
お
け
る
諸
島
で
の
合
図
の
照
ら
し
火
、
久
米
島
で
の
毎

夜
の
締
火
を
了
解
し
て
お
く
こ
と
、
さ
ら
に
、
帰
航
時
、
各
島
へ
停
泊
す
る
際
は
食

料
な
ど
を
勅
使
へ
進
呈
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
。

第
七
文
書
は
、
冠
船
が
那
覇
で
は
な
く
奄
美
地
域
（
道
之
島
）
へ
着
岸
し
た
場
合

の
指
示
で
あ
る
。
か
つ
て
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
）
に
奄
美
大
島
へ
着
岸
し
た
例
を

引
き
、
そ
の
前
例
に
従
い
つ
つ
も
唐
人
（
中
国
側
）
に
琉
球
と
薩
摩
と
の
関
係
が
露

見
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
与
え
て
い
る
。

第
八
文
書
も
同
様
に
奄
美
へ
着
岸
し
た
場
合
、
即
座
に
船
を
那
覇
へ
回
す
よ
う
に
、

と
の
指
示
で
あ
る
。

第
九
文
書
は
、
前
文
書
同
様
奄
美
地
域
へ
の
停
泊
の
際
の
対
処
策
で
あ
り
、
第
十

文
書
は
、
第
九
文
書
の
別
紙
で
あ
る
。
勅
使
や
守
備
・千
総
役
へ
差
し
上
げ
る
食
料
・

酒
な
ど
の
規
定
で
あ
る
。

第
十
一
文
書
は
、
問
江
上
流
に
位
置
す
る
水
口
で
勅
使
を
出
迎
え
る
こ
と
。
そ
の

際
、
冠
船
の
船
主
ら
が
貿
易
品
（
評
価
物
）
を
大
屋
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
勅
使

の
機
嫌
を
見
計
ら
っ
て
要
請
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
辰
冠
船
（
一
八
〇
八
年
）
時
の
冊

封
使
録
で
あ
る
「
続
琉
球
国
志
略
」
中
の
「
志
餘
之
篇
」
に
、
乗
員
の
減
少
、
交
易

品
も
千
百
石
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
書
物
を
持
参
し
て
、
勅
使
と
対
顔
の
折
り
機
嫌
を
見
計
ら
っ
て
呈
示
す
る
こ
と
。

中
国
で
の
具
体
的
交
渉
方
法
の
指
示
で
あ
る
。

第
十
二
文
書
は
、
福
州
に
お
い
て
勅
使
が
進
物
を
不
要
と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

受
納
の
際
に
は
乾
隆
ニ
―
年
（
一
七
五
六
）
の
通
り
に
準
備
す
る
こ
と
。
第
十
三
文

書
は
、
前
文
書
の
別
紙
、
す
な
わ
ち
進
物
の
具
体
的
物
品
・
数
量
な
ど
を
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

第
十
四
文
書
は
、
冠
船
渡
来
の
折
り
、
先
皇
帝

・
先
皇
后
の
月
忌
み
に
当
た
っ
た

場
合
、
天
使
館
で
の
路
次
楽
演
奏
を
中
止
す
べ
き
ど
う
か
を
福
州
で
調
査
す
る
こ
と

の
指
示
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
儀
注
」
の
文
字
が
前
代
の
咸
豊
皇
帝
の
名
と
同
音
の
た

め
、
そ
の
使
用
の
可
否
を
も
調
査
す
る
こ
と
、
な
ど
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
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第
十
五
文
書
は
、
冠
船
の
那
覇
入
港
時
に
お
け
る
儀
注
（
儀
礼
）
に
関
し
て
、
勅

使
か
ら
福
州
で
儀
注
書
を
受
け
取
り
、
先
例
と
引
き
当
て
て
異
な
る
部
分
は
習
い
受

け
る
よ
う
に
、
と
の
指
示
で
あ
る
。

第
十
六
文
書
は
、
第
一
に
、
冠
船
渡
来
時
の
中
国
人
乗
船
員
と
評
価
物
の
減
少
の

要
請
を
福
州
総
督
・
撫
院
へ
行
う
こ
と
。
第
二
に
、
琉
球
滞
在
時
に
冊
封
使
一
行
へ

支
給
す
る
食
料
の
全
稟
給

・
半
稟
給

・
ロ
月
糧
の
区
別
に
つ
い
て
勅
使
へ
申
請
す
る

こ
と
。
第
三
に
、
節
（
儀
礼
用
の
道
具
）
以
外
に
勅
使
が
持
ち
込
む
道
具
が
あ
れ
ば

そ
れ
へ
の
対
応
も
行
う
こ
と
。
第
四
に
、
勅
使
や
遊
撃
の
乗
船
で
故
意
に
古
船
を
雇

い
入
れ
て
琉
球
で
修
補
す
る
の
は
不
都
合
な
の
で
、
な
る
べ
く
新
造
船
で
渡
航
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

第
十
七
文
書
は
、
第
一
に
、
冊
封
使
一
行
が
総
勢
四
百
人
を
超
え
な
い
よ
う
に
働

き
か
け
る
こ
と
。
第
二
に
、
正
規
の
使
者
以
外
に
、
測
量
官
や
副
将
・

参
将

・
弾
圧

官
な
ど
の
高
官
が
伴
と
し
て
来
琉
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
連
絡
す
る
こ
と
。
第
三

に
、
評
価
物
は
部
銀
を
込
め
て
四
百
貫
を
超
え
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
。
第

四
に
、
評
価
物
で
も
高
額
品
・
無
益
品
の
買
い
取
り
は
困
難
な
の
で
、
別
冊
に
区
分

し
て
あ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
（
第
十
八
文
書
）
。
第
五
に
、
冊
封
使
の
出
身
地
・

姓
名
・
官
位
な
ど
は
薩
摩
藩
へ
報
告
す
る
の
で
、
早
め
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

第
十
八
文
書
は
、
前
文
書
第
四
条
で
簡
単
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
身
で
あ

る
。
琉
球
へ
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
品
（
阿
膠

•
砂仁
な
ど
十
三
品
）
、
琉
球
の
当
用
品

に
付
き
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
品
（
石
黄

・
乳
香

・
肉
豆
荒
な
ど
二
十
九
品
）
、
な
る
べ

＜
搬
入
し
て
ほ
し
く
な
い
品
（
大
黄
・
甘
草
・
土
袂
苓
な
ど
八
品
）
、
高
価
品
に
付
き

搬
入
を
拒
否
す
る
品
（
取
珊

・
銀
株

・
紅
花
な
ど
二
十
九
品
）
、
無
用
品
に
付
き
一
切

の
搬
入
を
拒
否
す
る
品
（
斌
瑠
器
具
玩
物

・
沈
香
玩
物
・
犀
角
器
皿
玩
物

・
金
木
石

磁
奇
巧
人
物
玩
物
各
等
器
）
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
分
け
に
よ
っ
て
、
評
価
物
の
搬
入

を
琉
球
側
に
有
利
に
導
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
。

第
十
九
文
書
は
、
冊
封
使
一
行
の
中
に
琉
球
側
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
協
力
し
え
る

よ
う
な
唐
人
を
加
え
る
こ
と
の
指
示
で
あ
る
。

第
二
十
文
書
は
、
渡
唐
の
面
々
が
中
国
で
借
銀
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
借
銀
し
て
い
る
も
の
は
今
回
の
渡
唐
で
返
済
し
、
借
用
状
を
取
り
返
す
こ
と
、

の
指
示
で
あ
る
。

第
ニ
―
文
書
は
、
第
一
に
、
冠
船
貿
易
時
に
唐
人
（
中
国
人
）
が
琉
球
か
ら
搬
入

す
る
海
鼠
（
ナ
マ
コ
）

・飽
の
件
に
つ
い
て
は
、
接
待
用
の
み
し
か
な
い
こ
と
を
伝
え
、

海
鼠

・
飽
を
あ
て
に
し
て
評
価
物
を
大
量
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ

と
。
第
二
に
、
評
価
貿
易
用
の
昆
布
と
蕃
銭
（
洋
銀
）
と
の
比
価
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
昆
布
の
地
代
（
元
値
）
が
高
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
唐
人
ら
へ
前
も
っ
て
知

ら
せ
て
お
く
こ
と
。
第
三
に
、
琉
球
に
お
い
て
唐
品
が
高
価
で
あ
る
こ
と
は
中
国
で

は
一
切
話
題
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
第
四
に
、
今
回
渡
唐
す
る
人
員
の
中
に
は

唐
人
の
名
義
で
自
己
の
商
品
を
評
価
物
の
中
に
紛
れ
込
ま
せ
た
り
、
あ
る
い
は
帰
航

す
る
接
貢
船
の
船
間
（
積
載
ス
ペ
ー
ス
）
の
権
利
を
唐
人
へ
売
却
し
た
り
、
あ
る
い

は
唐
人
へ
銀
子
や
商
品
を
渡
し
琉
球
の
地
で
返
済
の
企
て
を
図
る
も
の
が
存
在
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
が
監
督

す
る
こ
と
、
な
ど
の
指
示
で
あ
る
。

第
二
二
文
書
は
、
評
価
物
減
少
の
要
請
で
あ
る
が
、
去
年
の
秋
に
中
国
商
人
か
ら

評
価
物
減
少
の
「
拠
書
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
商
人
の
慣
行
と
し

て
信
用
し
が
た
い
た
め
、
今
年
も
評
価
中
取
役
人
の
玉
那
覇

・
当
間
を
渡
唐
さ
せ
、

さ
ら
に
委
細
を
別
紙
（
第
二
三
文
書
）
で
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
三
文

書
と
は
、
実
際
に
唐
人
と
交
渉
す
る
際
の
想
定
問
答
を
「
唐
人
四
應
答
之
心
得
」
と

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
評
価
物
を
大
量
に
持
ち
込
む
と
琉
球
側
で
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は
全
部
を
買
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
持
ち
帰
る
結
果
と
な
る
こ
と
。
第
二
に
、

前
代
の
冊
封
か
ら
は
間
隔
が
あ
い
て
お
り
、
余
裕
が
あ
る
は
ず
な
の
に
前
条
の
よ
う

な
回
答
で
は
納
得
で
き
な
い
と
問
い
詰
め
て
き
た
場
合
、
琉
球
に
は
近
年
異
国
船
が

頻
繁
に
来
航
し
た
り
異
国
人
が
逗
留
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
災
害
が
打
ち
続
き
国
中

が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
答
え
と
し
て
い
る
。
第
三
に
、
そ
の
よ
う
な
困
窮
状
況
に

お
い
て
冊
封
使
の
迎
接
は
か
え
っ
て
琉
球
の
負
担
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

へ
は
、
冊
封
の
儀
式
は
こ
の
上
も
無
い
「
大
典
」
で
あ
り
、
冊
封
使
の
渡
来
に
よ
る

王
爵
の
授
与
は
皇
帝
の
徳
化
を
蒙
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
い
て
は
琉
球
の
国
運
も
良
い

方
向
へ
向
か
い
豊
饒
の
世
と
な
る
、
と
い
う
答
え
を
準
備
し
て
い
る
。

第
二
四
文
書
は
、
阿
口
通
事
の
謝
衛

・
凋
爺
、
同
筆
者
の
王
乗
謙
ら
の
三
人
は
評

価
一
件
や
そ
の
他
、
琉
球
側
の
役
に
立
つ
の
で
冊
封
使
一
行
に
加
え
て
琉
球
へ
渡
海

さ
せ
る
よ
う
に
、
と
の
指
示
で
あ
る
。
（
＊
河
口
通
事
と
も
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
す

べ
て
阿
口
通
事
に
統
一
し
た
。
）

第
二
五
文
書
は
、
冊
封
使
の
滞
在
中
、
傾
城
（
遊
女
）
と
の
問
題
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
勅
使
へ
対
し
て
、
別
紙
（
第
二
六
文
書
）
の
趣
旨
を
伝
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
六
文
書
の
内
容
は
次
の
通
り
。
異
国
人
に
対
し
琉
球
に
は

傾
城
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
冊
封
使
の
滞
在
中
、

唐
人
に
傾
城
を
「
附
合
」
せ
て
は
異
国
人
へ
も
知
ら
れ
て
し
ま
い
問
題
と
な
る
。
現

在
、
傾
城
た
ち
は
近
年
逗
留
す
る
よ
う
に
な
っ
た
異
国
人
を
恐
れ
て
方
々
へ
逃
げ
去
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
飢
饉
が
打
ち
続
き
傾
城
と
「
附
合
」
う
者
は
い
な
い
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
た
め
傾
城
は
当
分
居
合
わ
せ
な
い
こ
と
を
渡
唐
の
面
々
も

中
国
で
吹
聴
す
る
よ
う
に
し
、
間
違
っ
て
も
「
実
形
」
に
傾
城
が
存
在
す
る
こ
と
を

話
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
傾
城
一
件
は
、
唐
人
へ
周
知
さ
せ
な
く
て
は
「
御

難
題
」
と
な
る
の
で
、
渡
唐
の
五
主

・
船
方

・
従
の
者
ま
で
徹
底
す
る
よ
う
に
、
と

の
指
示
で
あ
る
。

第
二
七
文
書
は
、
冊
封
の
正
式
な
「
勅
答
」
の
件
に
つ
い
て
、
琉
球
へ
早
々
と
連

絡
す
る
よ
う
に
、
と
の
指
園
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
接
封
大
夫
（
御
迎
大
夫
）
に
任
命
さ
れ
た

真
栄
里
親
雲
上
は
、
冊
封
使
を
琉
球
に
無
事
に
迎
え
る
た
め
だ
け
の
使
者
の
役
目
よ

り
も
、
む
し
ろ
琉
球
側
の
利
害
に
深
く
係
わ
る
よ
う
な
重
要
か
つ
実
質
的
な
交
渉
を

担
う
使
者
と
し
て
の
役
目
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
任
務
を
帯
び
て
真
栄
里
ら
は
八
月
二
八
日
に
乗
船
式
を
行

い
、
十
月
六
日
、
接
貢
船
に
乗
り
付
け
、
翌
七
日
に
石
火
矢
（
大
砲
）
を
三
発
放
っ

て
那
覇
港
を
後
に
し
た
。
同
八
日
に
は
久
米
島
を
通
船
す
る
が
、
風
並
が
戌
亥
の
間

（
北
西
）
に
変
わ
っ
た
た
め
、
座
喜
味
島
の
阿
嘉
泊
に
引
き
返
し
て
い
る
。
風
待
ち

の
後
、
同
十
日
出
帆
し
、
同
十
七
日
に
は
中
国
の
錠
海
へ
到
着
し
て
い
る
。
翌
日
に

閤
江
を
遡
っ
て
恰
山
院
へ
着
き
、
同
二
十
日
に
は
福
州
の
林
浦
へ
到
着
し
て
い
る
。

翌
ニ
―
日
に
下
船
し
て
琉
球
館
（
館
屋
）
で
旅
装
を
解
い
た
。
同
二
六
日
に
は
、
阿

口
通
事
か
ら
明
日
、
船
荷
改
め
が
あ
る
旨
の
連
絡
を
う
け
、
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い

る
。
同
二
八
日
に
は
、
阿
口
通
事
二
人

・
同
筆
者
二
人
・
長
班
一
人
を
招
い
て
杏
文

二
通
を
点
検
さ
せ
、
布
政
司
へ
差
し
出
す
杏
文
は
阿
口
通
事
か
ら
提
出
さ
せ
て
い
る
。

十
一
月
八
日
に
は
、
福
州
の
総
督
衛
門

・

撫
院
術
問
•

海
防
街
門
な
ど
十
五
ヶ
所
の

官
街
へ
挨
拶
に
赴
い
て
い
る
。
典
味
深
い
の
は
、
真
栄
里
は
輌
に
乗
っ
て
行
列
を
組

ん
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
通
常
の
進
貢
使
節
の
場
合
も
同
様
に
行
列
を
組
ん

で
の
官
衛
詣
で
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
十
月
二
七
日
条
）
。

さ
て
、
福
州
で
の
真
栄
里
が
直
面
し
た
問
題
は
次
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、

冊
封
使
が
乗
船
す
る
冠
船
の
選
定
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
福
州
で
の
冊
封
使
迎
接

の
際
の
要
請
の
一
件
で
あ
る
。
第
三
は
、
冊
封
使
が
福
州
総
督
の
所
持
す
る
火
輪
船
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で
琉
球
へ
渡
航
す
る
と
言
い
出
し
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

第
一
の
冠
船
の
選
定
問
題
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
該
期
に
は
商

船
を
雇
上
げ
て
冠
船
に
充
て
て
い
た
た
め
、
大
型
船
を
避
け
積
載
す
る
評
価
貿
易
品

の
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
真
栄
里
ら
の
主
要
任
務
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
る
。
そ
の
交
渉
過
程
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、
十
二
月
七
日
に
、
冠

船
の
選
定
時
に
は
真
栄
里
ら
も
検
分
に
加
わ
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
と
申
請
し
て
い

る
。
真
栄
里
ら
は
す
で
に
手
ご
ろ
な
船
の
選
定
を
済
ま
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
翌
同
治
五
年
一
月
一
六
日
に
、
冠
船
に
つ
い
て
は
海
防
官
が
調
査
の
上
、
決

定
す
る
と
の
情
報
を
得
て
、
驚
い
た
真
栄
里
ら
は
、
急
き
ょ
彼
ら
が
希
望
す
る
福
宝

玉
船
・
金
振
茂
船
の
検
分
を
要
請
し
た
。
同
月
二
八
日
に
、
海
防
官
か
ら
呼
び
出
さ

れ
て
参
上
し
た
と
こ
ろ
、
琉
球
側
の
希
望
す
る
二
艘
は
除
外
さ
れ
、
新
撼
豊
船
・
邸

大
順
船
な
ど
の
六
艘
が
候
補
に
の
ぽ
っ
て
い
た
。
邸
大
順
船
に
つ
い
て
琉
球
側
の
意

見
を
求
め
ら
れ
た
め
、
調
査
済
み
の
こ
と
は
伏
せ
て
、
邸
大
順
は
不
達
者
で
あ
り
、

（作
）

か
つ
同
船
は
「
古
佐
事
」
11
建
造
が
古
す
ぎ
て
冊
封
使
へ
乗
船
を
願
う
の
は
困
難
で
あ

る
と
回
答
し
た
。
そ
の
結
果
、
琉
球
側
が
希
望
す
る
前
述
の
二
艘
の
検
分
要
請
も
採

り
上
げ
ら
れ
た
。
翌
二
九
日
に
、
海
防
官
が
候
補
に
挙
げ
た
六
艘
を
真
栄
里
ら
も
検

分
し
船
底
ま
で
「
す
い
ミ
」
（
覗
き
見
）
を
行
い
、
新
徳
盛
船
の
み
が
新
造
船
で
あ
る

が
鋸
が
半
分
し
か
な
い
こ
と
、
他
の
五
艘
は
古
作
事
で
あ
る
こ
と
を
海
防
官
へ
参
上

し
て
返
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
月
一
日
に
、
真
栄
里
ら
は
船
着
き
場
へ
出
向
き
海

防
官
ら
と
船
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
真
栄
里
ら
は
海
防
官
候
補
の
船
へ

は
色
々
と
難
点
を
挙
げ
つ
ら
い
、
琉
球
側
の
推
す
金
振
茂
船
を
検
分
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

海
防
官
も
納
得
の
色
を
示
し
て
い
る
。
結
局
、
他
の
一
艘
も
琉
球
側
の
推
す
福
宝
玉

船
に
決
定
さ
れ
た
（
三
月
四
日
条
）
。
以
上
が
冠
船
選
定
の
経
緯
で
あ
る
。

第
二
の
福
州
に
お
い
て
冊
封
使
迎
接
時
の
要
請
一

件
は
、
以
下
の
よ
う
な
次
第
で

あ
る
。
三
月
二
七
日
に
伴
送
官
や
巡
捕
官
・
布
政
司
掌
案
ら
と
と
も
に
、
真
栄
里
ら

は
四
艘
で
洪
山
橋
を
出
発
し
、
水
口
に
到
着
し
て
同
地
の
公
館
で
冊
封
使
の
到
着
を

待
ち
、
四
月
六
日
に
到
着
し
た
冊
封
使
に
最
初
の
御
機
嫌
伺
い
を
行
い
、
福
州
城
の

公
館
で
再
度
の
拝
謁
を
要
望
し
て
琉
球
館
へ
戻
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
評
価
物
と
乗

組
人
員
の
減
少
、
琉
球
に
お
い
て
借
銀
返
済
方
の
禁
止
を
要
請
す
る
た
め
の
伏
線
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
二
八
日
に
福
州
城
の
公
館
で
拝
謁
を
願
っ
た
が
拒
否
さ
れ
て

し
ま
い
、
五
月
三
日
に
も
再
度
拝
謁
の
要
求
を
行
っ
た
が
逢
う
こ
と
が
で
き
ず
、
取

り
あ
え
ず
要
望
書
の
み
を
提
出
し
て
い
る
。
遊
撃
・
都
司
・
弾
圧
官
ら
と
は
拝
謁
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
右
の
要
請
と
傾
城
一
件
を
取
り
添
え
て
要
望
し
て
い
る
。

結
局
、
真
栄
里
は
冊
封
使
へ
直
接
対
面
し
て
主
要
な
案
件
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

第
三

の
、
真
栄
里
ら
が
選
定
し
た
冠
船
で
は
な
く
火
輪
船
で
琉
球
へ
渡
航
す
る
と

言
い
出
し
て
き
た
問
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
五
月
一
四
日
、
冠
船
の
頭

号
船
が
出
船
の
際
、
浅
瀬
へ
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
冊
封
使
は
福
州
総

督
の
所
持
す
る
火
輪
船
で
渡
海
し
た
い
が
、
琉
球
側
は
了
解
す
る
か
ど
う
か
を
真
栄

里
ら
に
通
達
し
て
き
た
。
驚
愕
し
た
真
栄
里
は
、
先
例
通
り
唐
船
で
の
渡
海
を
返
答

し
、
海
防
官
へ
も
同
様
に
回
答
し
、
そ
の
取
り
な
し
方
を
依
頼
し
て
い
た
（
五
月
一

七
日
条
）
。
翌

一
八
日
に
、
冊
封
使
か
ら
呼
び
つ
け
ら
れ
た
真
栄
里
は
、
棲
々
火
輪
船

で
の
渡
海
が
琉
球
の
不
都
合
と
な
る
こ
と
を
述
べ
、
中
止
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
「
欽

差
（
冊
封
使
）
の
命
は
皇
帝
同
前
」
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
火
輪
船
の
件
を
拒
否
す
る

よ
う
な
ら
ば
琉
球
へ
の
渡
海
は
で
き
な
い
と
憫
喝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
途
方
に
暮
れ

た
真
栄
里
は
、
海
防
官
へ
善
後
策
を
伺
う
た
め
王
乗
謙
を
遣
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
返
答
が
あ

っ
た
。
ひ
と
ま
ず
冊
封
使
の
言
う
通
り
稟
を
提
出
し
て
お
け
ば
、
あ

と
は
福
州
の
官
人
衆
で
邸
大
順
船
へ
繰
り
替
え
る
よ
う
に
取
り
計
ら
う
と
の
回
答
で
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あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
火
輪
船
で
の
琉
球
渡
海
の
件
は
、
福
州
の
官
人
ら
の
取
り
計

ら
い
で
邸
大
順
船
に
決
定
さ
れ
て
い
る
（
五
月
二
三
日
条
）
。
な
ぜ
、
冊
封
使
の
要
求

を
福
州
官
人
ら
が
却
下
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
六
月
五
日
に
林
浦
を
出
航
し
、

一
路
琉
球
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
航
海
の
途
中
、
久
米
島
兼
城
泊
近

辺
で
若
干
の
ト
ラ
プ
ル
が
あ
っ
た
が
、
六
月
ニ
―
日
に
無
事
那
覇
港
へ
到
着
し
て
い

る
。
真
栄
里
の
役
務
拝
命
か
ら
帰
任
ま
で
の
大
ま
か
な
経
緯
は
、
以
上
の
通
り
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
他
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
中
国
で
の
和
文
文
書
の
使
用
の

問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
薩
藩
支
配
下
の
琉
球
は
日
本
と
の
関
係
を
押
し
隠
し

て
い
た
た
め
、
中
国
へ
漂
着
し
た
場
合
、
日
本
年
号
や
薩
摩
人
名
の
記
入
さ
れ
た
和

文
文
書
は
焼
却
す
る
か
海
中
に
投
じ
る
な
ど
の
処
理
を
行
う
よ
う
に
、
と
の
一
七
二

一
年
の
法
令
が
存
在
す
る
（
「
船
改
之
覚
」

『那
覇
市
史
資
料
篇
第
1
巻
2
j、
二
八
四

頁）。こ
の
こ
と
か
ら
漠
然
と
中
国
内
で
は
琉
球
側
は
和
文
文
書
を
使
用
し
て
い
な
い
も

の
と
筆
者
は
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
日
記
の
同
治
四
年
十
月
ニ
―
日
条
や
同

二
七
日
条
、
十
一
月
三
日
条
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
琉
球
人
間
の
通
達

・
命

令
文
書
は
琉
球
国
内
で
使
用
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
和
文
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
へ
提
出
す
る
文
書
は
漢
文
で
あ
る
が
、
琉
球
館
内

で
の
使
用
文
書
は
和
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
真
栄
里
が
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
日
記
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

琉
球
に
帰
国
し
て
か
ら
中
国
で
の
経
緯
を
回
想
し
て
日
記
を
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、

中
国
の
地
で
日
記
を
ほ
ぽ
リ
ア
ル

・
タ
イ
ム
で
記
録
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
漢
文
で
日
記
を
作
成
し
、
帰
国
後
和
文
の
本
日
記
に

作
成
し
直
し
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
く
、
さ
ら
に
前
述
の

＊
 

＊
 

和
文
文
書
に
よ
る
通
達
文
な
ど
の
存
在
を
説
明
し
え
な
く
な
る
。

以
上
が
、
本
日
記
の
大
ま
か
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
日
記
は
冊
封
使
を

迎
接
す
る
際
の
一
件
に
つ
い
て
、
役
務
拝
命
か
ら
帰
任
ま
で
の
経
緯
を
詳
細
に
記
録

す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
同
様
の
日
記
に
道
光
三
十
年
(
-
八
五

0
)
の

「
田
里
筑
登
之
親
雲
上
渡
唐
準
備
日
記
」
（
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
、
渡
名
喜
明
「
資

料
紹
介

・
田
里
筑
登
之
親
雲
上
渡
唐
準
備
日
記
」

『〈
沖
縄
県
教
育
委
員
会
文
化
課
〉

紀
要
』
第
一

・
ニ
号
、
一
九
八
四

・
五
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
里
日
記

は
専
ら
渡
唐
前
の
準
備
過
程
の
み
の
記
録
で
あ
り
、
途
中
の
航
海

・
中
国
で
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
本
日
記
は
現

在
の
と
こ
ろ
中
国
へ
の
渡
航
か
ら
帰
任
ま
で
の
全
過
程
を
記
録
し
た
唯
一
の
日
記
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
本
日
記
は
前
述
し
た
よ
う
に
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
が
極

め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
了
解
し
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紹
介
し
え

な
か
っ
た
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

末
筆
な
が
ら
本
日
記
の
閲
覧
と
翻
刻
に
つ
い
て
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
早
稲
田
大

学
附
属
固
書
館
に
感
謝
の
念
を
表
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
煩
瑣
な
校
正
等
に
ご
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
本
誌
編
集
担
当
の
漢
那
敬
子
氏
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

翻
刻
文
に
つ
い
て
は
編
集
の
都
合
上
、
以
下
の
処
理
を
施
し
た
。

H

句
点
、
並
列
点
を
付
し
た
。
口
変
体
仮
名
の
一
部
（
ね

・
え
、
え

・
は、

る

・

て
、
5

•

よ
り
、
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
曰
朱
の
部
分
は
「
」

で
括
り
、
抹
消
部
分
は
傍
点
を
文
字
の
左
に
付
し
た
。

参
考
史
料
と
し
て
真
栄
里
の
家
譜
の
部
分
を
前
掲

『那
覇
市
史
』
か
ら
転
載
し
た
。

た
だ
し
、
原
文
と
照
合
し
若
干
の
誤
植
を
訂
正
し
た
。
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【
史
料
紹
介
】

勅
使
御
迎
大
夫
日
記

（
第
一
冊
、
表
紙
）

真
栄
里
親
方

勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
日
記

城
、
西
之
御
殿
参
上
、
御
鎖
之
側
御
取
次
を
以
御
請
申
上
、

野
嵩
按
司
加
那
志
様
¢
美
拝
申
上
、
退
城
、
直

上
様 御
取
次

一
今
日
、
勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
候
事
、

二
月
十
五
日

一
今
日
、
旅
役
被
仰
付
候
美
拝
為
可
申
上
五
ツ
時
分
登

聞
得
大
君
御
殿
参
上
、
大
親
御
取
次
美
拝
申
上
、
夫
5
摂
政
・
三
司
官
衆
・
御
鎖
之

側

・
日
帳
主
取
迄
御
禰
罷
通
候
事
、

二
月
廿
＿
日

一
今
日
五
ツ
時
分
、
登

城
、
御
書
院
当
・
御
近
習

左
候
も
那
覇
．
こ
罷
帰
、
里
主
・
問
役
案
内

二
る
御
在
番
所
御
役
；
衆
御
届
、
御
見

舞
申
上
候
事
、

一
久
米
村
役
者
中
ハ
中
山
御
門
涯
迄
騎
馬

・
加
籠
、
私
ぇ
守
禰
御
門
涯
迄
騎
馬

・
加

籠

二
も
候
、
尤
那
覇
ね
罷
下
候
靭
も
里
主
所
前
迄
騎
馬
・
加
籠
二
る
候
、

一
勅
使
御
迎
船
頭
、
人
柄
吟
味
を
以
申
出
候
様
、
勝
連
親
雲
上

・
濱
比
嘉
親
方
15
役

者
中
ね
被
仰
付
候
、
御
船
手
奉
行
ね
ぇ
御
評
定
所
6
被
仰
聞
候
段
、
承
候
事
、

三
月
二
日

一
今
日
、
勅
使
御
乗
船
御
船
頭
御
相
談

二
付
、
四
ツ
時
分
御
船
手
ね
相
揃
、
左
之
通

同
治
四
年
乙
丑
二
月
十
三
日
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給
地
方

給
地
御
蔵

二
月

鄭
氏

真
栄
里
親
雲
上
乗
衡

右
ぇ

以
上
、

一
今
日 三

月
二
日

三
月
二
日

三
月
四
日
勅
使
様
御
乗
船
;
頭
‘
久
高
嶋
西
銘
筑
登
之
親
雲
上
ね
被
仰
付
候
事
、

本
文
井
御
賦
飯
米
・
拝
借
銀
諮
取
候
靭
、
祝
銭
と
／
銭
六
拾
貫
文
御
給
地
御
蔵
加
勢
中

n
先
例
通
相
進
候
也
、

請
取

銭
九
千
貫
文

銀
子
二
／
壱
貫
弐
百
目

勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
雲
上
渡
唐
御
賦
と
／
槌
二
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

儀
者
相
済
不
申
候
付
名
代

伊
差
川
筑
登
之

同
治
四
年
乙
丑
三
月

二
月

真
栄
里
親
雲
上

右
ぇ
勅
使
御
迎
大
夫
二
る
当
秋
渡
唐
付
、
拝
借
5
／
槌
二
受
取
申
候
、
返
上
方
之

儀
ハ
帰
帆
次
年
5
御
法
様
之
通
堅
固
二
上
納
可
仕
候
、
為
後
證
如
斯
候
御
座
候
、

以
上
、

右

西
村伊
差
川
筑
登
之
親
雲
上

覚 附
、
首
里
役
者
中
ハ
吟
味
分
二
る
差
出
候
也

お
か
す
差
出
候
事

高
奉
行

御

印

口

上

覚

本
文
給
地
二
る
相
済
候
事
、

銭

八

千

貫

文

銀

子

二

／

弐

貫

目

勅
使
様
御
乗
船
；
頭
人
柄
吟
味
を
以
可
申
上
旨
被
仰
渡
、
吟
味
仕
候
慮
、
両

人
事
旅
数
段
；
相
募
、
船
功
人
品
帝
宜
者
共
5
見
及
申
候
間
、
両
人
之
内
6
御
乗

船
；
頭
被
仰
付
可
然
5
奉
存
、
此
段
申
上
候
、
以
上
、
御
迎
大
夫

真
栄
里
親
雲
上

久
米
村役
者
中
連
名

右
通
、
私
二
狡
相
合
人
柄
吟
味
之
上
申
上
候
間
、
両
人
之
内
15
被
仰
付
度
奉
存
候
、

證
文

本
文
給
地
方
懸
印
い
た
し
候
事
、

銭

八

千

貫

文

銀

子

二

／

弐

貫

目

右
ぇ
乍
恐
申
上
候
、
私
事

勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
難
有
当
秋
渡
唐
仕
筈
候
慮
、
仕
廻
料
差
迫
居
候
間
、
何
卒

本
行
之
員
数
無
利
二
／
拝
借
被
成
下
、
返
上
方
之
儀
え
御
法
様
之
通
被
仰
付
被
下

度
奉
願
候
、
此
旨
宜
様
御
取
成
奉
頼
候
、
以
上
、

給
地
御
蔵

久
高
嶋
下
小
之

西
銘
筑
登
之
親
雲
上

二
月

儀
者
相
済
不
申
候
付
名
代

伊
差
川
筑
登
之

以
上
、

右
ぇ
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
雲
上
渡
唐
御
賦
飯
米
と
／
槌
二
如
斯
御
座
候
、

粟
拾
弐
石
ぇ

請
取
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覚
右
、
当
秋
渡
唐
二
付
、
儀
者
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

御
迎
大
夫

真
栄
里
親
雲
上

二
月

覚 二
月

本
文
御
評
定
所
唐
船
方
．
こ
差
出
、
御
印
紙
相
済
候
ハ
、
御
評
定
所

5
直
大
宿
ね

「
御
問
合
」
被
致
候
也
、

御

印

覚

印

乍
恐
申
上
候
、
私
事
今
般

具
之
儀
、
先
例
之
通
大
宿
ね
調
方
被
仰
付
被
下
度
奉
願
候
、
此
旨
宜
様
御
取
成
奉

頼
候
、
以
上
、

問
役

高
良
筑
登
之

東
村
嫡
子
当
分
勤
問
役

高
良
筑
登
之

真
栄
里
親
雲
上

勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
難
有
当
秋
渡
唐
仕
事
御
座
候
、
然
ぇ
於
唐
、
輻
井
行
列
道

二
月

乍
恐
申
上
候、

勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
、
難
有
奉
存
候
、

然
ぇ
私
井
儀
者
、
今
般
旅
役
御
規
式
之
儀
、
接
貢
役
者
同
様
被
仰
付
被
下
度
奉
願

候
、
此
旨
宜
様
御
取
成
奉
頼
候
、
以
上、

本
文
御
評
定
所
唐
船
方
口
差
出
候
事
、

御

印

口

上

覚

真
栄
里
親
雲
上

十
二
月

以
上
、

同 御
評
定
所
筆
者

平
敷
里
之
子
親
雲
上

右
、
当
秋
渡
唐
、
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
雲
上
儀
者
二
る
列
渡
申
度
由
、
申
出

（
術
字
）

候
間
、
其
通
被
仰
付
被
仰
付
被
下
度
、
奉
存
候
事
、

三
月
十
日

真
栄
平
筑
登
之
親
雲
上

一
り
う
き
う
詰
さ
ん
物
方
懸
御
さ
い
き
う
掛
井
同
懸
見
ふ
ん
役
之
儀
、
御
吟
味
之
訳

有
之
、
当
分
之
詰
限
二
る
不
及
交
代
様
、
左
候
も
さ
ん
物
方
諸
取
扱
向
之
儀
ハ
、

（

在

番

）

定
式
さ
い
は
ん
奉
行
井
定
式
見
ふ
ん
役
‘
¢
兼
務
被
仰
付
候
付
も
え
、
軽
者
共
萬
一

孜
心
得
違
抜
物
取
企
候
ぁ
ぇ
別
め
不
可
然
事
候
条
、
定
式
詰
見
ふ
ん
役
．
n
分
ヶ
め

取
締
可
致
候
、
尤
り
う
き
う
さ
ん
物
方
御
手
本
品
抜
物
ぇ
勿
論
、
唐
物
品
等
買
取

方
等
不
致
様
、
り
う
き
う
井
り
う
き
う
下
り
船
：
乗
船
之
面
;
¢
厳
敷
可
申
渡
候
、

此
以
後
致
抜
物
等
候
も
も
可
及
迷
惑
候
、

右
之
通
被
仰
付
候
条
、
り
う
き
う
方
も
抜
物
無
之
様
分
ヶ
も
取
締
可
有
之
候
、
此
旨

摂
政
・三
司
官

ね
申
越
候
様
さ
い
は
ん
親
方
井
り
う
き
う
館
き
A

役
ね
可
申
渡
候
、

右
之
通
、
御
勝
手
方
掛
御
側
御
用
人
い
ち
A

さ
う
之
丞
と
の
御
取
次
被
仰
渡
候
段
、

此
節
り
う
き
う
館
5
申
来
候
、
然
え
抜
物
御
取
締
二
付
め
ぇ
先
年
段
；
被
仰
渡
置

趣
も
有
之
、
柳
緩
之
儀
ハ
無
之
筈
候
得
共
、
萬
一
心
「
得
」
違
抜
物
取
企
候
儀
共

有
之
候
も
え
、
其
身
迷
惑
「
ハ
」
勿
論
、
御
難
題
二
も
可
相
及
候
条
、
兼
;
被
仰

渡
置
候
通
、
猶
以
堅
相
守
、
柳
心
得
違
無
之
様
、

五
主
・
船
方
・
従
之
者
共
厳
重

可
被
申
渡
候
、
自
然
不
守
之
者
於
有
之
ハ
当
人
ぇ
勿
論
、
各
二
も
屹
5
可
及
御
沙
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一
ふ
つ
め
ち
醤
物
壱
斗
三
升

一
し
ゅ
＜
醤
物
壱
斗
三
升

一
干
た
＜
拾
斤

一
干
い
か
拾
斤

御
迎
大
夫

二
月

二
月

汰
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、桑
江
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
当
秋
接
貢
船
之
儀
、
勅
使
御
迎
大
夫
井
御
船
頭
・
佐
事
・
水
主
等
乗
付
被
差
渡
、

冠
船
一
同
帰
帆
仕
事
二
る
、
夏
至
前
差
懸
候
得
ぇ
日
和
次
第
冠
船
御
出
帆
有
之
筈

候
慮
、
萬
一
諸
仕
廻
方
差
支
候
儀
共
有
之
候
る
も
夏
「
甚
」
不
都
合
可
相
成
候
、

右
二
付
る
ぇ
早
；
渡
唐
之
上
、
諸
事
年
内
中
致
手
組
、
来
年
三
月
中
二
ぇ
御
用
物

全
相
調
、
其
外
冠
船
二
相
懸
事
共
都
る
其
内
相
仕
廻
、
萬
反
無
支
何
れ
二
も
冠
船

一
同
不
致
帰
帆
候
る
不
叶
事

二
る
、
至
る
大
切
成
折
柄
候
間
仕
廻
方
差
急
、
兼
る

被
申
出
置
候
日
賦
通
諸
事
七
月
中
仕
廻
取
、
八
月
朔
日
5
先
順
風
次
第
無
滞
可
致

出
帆
旨
、
此
涯
分
ヶ
る
被
仰
渡
候
上
、
何
敗
5
申
出
帆
及
遅
滞
候
る
も
御
奉
公
人

之
本
意
取
失
候
儀
二
る
、
御
沙
汰
之
程
も
不
軽
筈
候
条
、
右
之
趣
具
二
得
其
意
、

船
頭
以
下
末
;
之
者
共
ね
も
厳
重
可
被
申
渡
候
、
此
旨
御
差
圏

二
も
候
、

以
上
、

一
永
良
部
鰍
五
斤

本
文
帳
当
座
二
る
相
済
、
取
納
座
冠
船
方
g

相
届
候
事
、

御

印

覚

印

輿
那
覇
「
原
」
里
之
子
親
雲
上

ヽ

小
波
津
親
方

崎
濱
親
雲
上

一
黄
磋
物
壱
升
七
合

一
割
ゐ
尺
迦
筵
拾
三
枚

右
ぇ
私
事
、
此
節

勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
、
当
秋
渡
唐
仕
事
御
座
候
、
然
ぇ
右
品
；
於
唐
官
府
遣
用

御
座
候
間
、
進
貢
大
夫
之
例
を
以
所
望
被
下
御
模
日
限
通
寄
申
様
、
被
仰
付
可
被

下
候
、
以
上
、

一
割
ゐ
弐
間
筵
五
枚

右
ぇ
私
事
、
此
節

勅
使
御
迎
大
夫
被
仰
付
、
当
秋
渡
唐
仕
事
御
座
候
、
然
ぇ
右
品
於
唐
官
府
遣
用
御

座
候
間
、
進
貢
大
夫
之
例
を
以
久
米
嶋
ね
御
誂
越
、
早
便
5

「
積
渡
寄
」
所
望
被

仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

割
ゐ
尺
迦
筵
五
枚

右
ぇ
私
事
、

勅
使
御
大
夫
真
栄
里
親
雲
上
儀
者
二
る
、
当
秋
渡
唐
仕
事
御
座
候
、
然
ぇ
右
品
於

唐
官
府
遣
用
御
座
候
間
、
進
貢
大
夫
儀
者
に
被
下
置
候
例
を
以
所
望
被
下
御
模
日

限
通
寄
申
様
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

覚 四
月

覚 四
月

一
同
表
筵
六
枚

真
栄
里
親
雲
上

真
栄
里
親
雲
上
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一
昨
日
、
申
口
座
御
位
頂
戴
仕
候
付
、
今
日
四
ツ
時
分
登

一
申
口
座
御
位
頂
戴
仕
候
付
、
今
日
従

同
廿
七
日

同
十
六
日

四
月

以
上

請
申
口
座

一
同
弐
間
筵
弐
枚

勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
「
里
」
親
雲
上
儀
者
二
る
、
当
秋
渡
唐
仕
事
御
座
候
、
右
品

；
於
唐
官
府
遣
用
御
座
候
間
、
進
貢
大
夫
儀
者
‘
¢
被
下
被
下
置
候
例
を
以
久
米
嶋

こ
御
誂
越
、
早
便
6
積
渡
寄
所
望
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

東
村高
良
筑
登
之

言
上
写

四
月

右
ぇ

一
割
ゐ
表
筵
弐
枚

覚 四
月

同

真
栄
里
親
雲
上

城
、
美
拝
申
上
候
事
、

輿
儀
筑
登
之
親
雲
上

御
書
院
当
御
物
奉
行

役
者
中
P

没
御
通
達
可
被
成
下
候
、

大

夫

オ

府

御
評
定
所
筆
者

屋
嘉
比
里
之
子
親
雲
上

下

庫

理

当

同

勢

頭

御

近

習

今
日
「
月
」
十
一
日
、
渡
唐
人
数
旅
御
拝
之
事
、

以
上

東
村高
良
筑
登
之

一
右
二
付
、
今
日
五
ツ
時
分
登

五
月
三
日

言
上
写

丑
五
月
三
日

右
通
、
言
上
相
済
候
間
、

此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、
御
評
定
所
箪
者

輿
那
覇
里
之
子
親
雲
上

丑
五
月
三
日

右
之
通
有
之
候
間
、
此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、

五
月
三
日

安
慶
名
親
雲
上

奥
間
里
之
子
親
雲
上

同
廿
八
日

儀
者高
良
筑
登
之

城
、
御
近
習
御
取
次
を
以
美
拝
申
上
候
事
、

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

上
様
御
近
習
御
使
を
以
、
御
祝
詞
被
成
下
候
事
、

平
敷
里
之
子
親
雲
上
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又
五
月

口
上
又
五
月
十
＿
日

御
迎
大
夫真
栄
里
親
雲
上

一
右
二
付
、
今
日
可
致
出
勤
之
処
、
不
快
二
付
左
之
通
書
付
を
以
御
暇
乞
申
上
候
事
、

私
事
、

不
快
二
付
今
日
之
御
規
式
難
勤
得
御
座
候
間
、
宜
様
御
暇
乞
被
仰
上
可
被

下
候
、
以
上
、

閏
五
月
六
日

同

屋
嘉
比
里
之
子
親
雲
上

六
月
廿
六
日

六
月
廿
四
日

大
宿
六
月
十
五
日

閏
五
月
六
日

丑
六
月
十
五
日

以
上

以
上
六
月
十
五
日

附
、
正
議
大
夫
井
申
口
座
御
位
御
美
拝
も
一
同
被
仰
付
置
候
、

言
上
写

今
月
十
一
日
、
唐
船
御
名
付
之
事
、

右
之
通
言
上
相
済
候
間
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、
御
評
定
所
筆
者

真
栄
平
里
之
子
親
雲
上

附
、
当
日
御
注
進
次
第
、

真
栄
里
親
雲
上

一
今
月
廿
四
日
、
当
秋
渡
唐
人
数
聞
得
大
君
御
殿
、
三
平
等
御
立
願
可
仕
事
、

右
之
通
言
上
相
済
候
間
、
致
御
通
達
候
、
以
上
、

御

評

定

所

筆

者

同

丑

六

月

十

五

日

鉢

嶺

筑

親

雲

上

輿

儀

筑

登

之

親

雲

上

右
之
通
相
済
候
間
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、

一
今
日
、
於

聞
得
大
君
御
殿
、
三
平
等
之
御
立
願
被
仰
付
候
事
、

野
嵩
按
司
加
那
志
様
ね
美
拝
申
上
候
事
、

又
五
月

聞
得
大
君
加
那
志
様

上
様

前
御
申
出
可
被
成
候
、
以
上
、

一
今
日
旅
御
拝
二
付
、
五
ツ
時
分
登

同
十
一
日

城
、
例
之
通
相
勤
、
左
候
る

同
廿
一
日

大
夫
像
者高
良
筑
登
之

御
忠
院
金
城
筑
登
之
親
雲
上

一
御
迎
大
夫
被
仰
付
候
二
付
、
御
願
出
次
第
当
御
使
を
以
御
餞
被
成
下
候
間
、

三
日
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月
日

一
今
日
、
勝
連
親
雲
上
15
御
用
有
之
、
罷
登
候
慮
、
左
之
御
書
付
被
相
渡
候
事
、

勅
使
御
乗
船
井
二
号
船
之
儀
、
商
船
ら
御
見
合
を
以
被
仰
付
由
候
慮
、
唐
商
船
之

儀
ハ
段
；
大
小
有
之
、
至
る
大
振
之
船
も
有
之
由
、
然
ぇ
那
覇
港
連
；
浅
相
成
、

大
船
出
入
差
支
折
角
浚
方
被
仰
付
事
候
得
共
、
今
以
大
振
之
船
ハ
乗
入
難
成
事
ニ

勅
使
御
乗
船
井
二
号
船
餘
り
大
振
之
船
ね
被
仰
付
儀
も
候
る
え
出
入
差
支
可
申
哉

5
、
至
極
御
念
遣
之
御
事
候
、
去
戌
年
冠
船
之
時
も
接
封
大
夫
ね
被
仰
越
候
付
、

船
方
共
召
列
福
州
港
居
合
之
山
東
行
商
船
致
見
分
候
慮
、
壱
艘
ぇ
五
拾
万
斤
位
積

入
候
程
之
大
船
罷
在
候
付
、
稟
取
仕
立
、
右
船
ぇ
差
除
、
餘
之
船
；
寄
書
取
添
、

海
防
官
ね
願
立
候
慮
、
欽
差
御
乗
船
禰
部
15
及
言
上
、
総
督
・
撫
院
¢
調
部
被
仰

付
、
御
決
定
候
得
え
、
大
夫
5
相
調
部
願
出
候
儀
例
違
之
由

二
る
被
差
帰
候
付
、

子
細
承
合
候
虞
、
右
大
船
船
主
方
15
海
防
官
ね
御
内
意
申
上
候
段
承
、
猶
以
稟
取

仕
立
、
琉
球
浚
「
港
」
之
儀
、
狭
浅
有
之
、
大
船
出
入
差
支
候
間
、
右
船
も
御
差

除
、
餘
之
商
船
5
御
見
合
被
仰
付
度
、
布
政
司
街
門
ね
願
立
候
付
、
兼
る
寄
書
之

船
に
為
被
仰
付
由
、
此
節
之
儀
も
右
之
心
得
を
以
、
両
艘
共
大
抵
琉
球
渡
唐
船
程

来
之
船
ね
御
賦
付
被
仰
付
候
様
、
御
内
意
可
被
相
働
候
、
尤
此
儀
御
取
受
之
程
も

難
計
候
間
、
随
分
御
落
着
有
之
、
少
も
不
差
障
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
ニ

め
候
、
以
上
、

もヽ
一
来
年
冠
船
之
節
、

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
戌
冠
船
之
時
、
布
政
司
5
前
行
牌
之
儀
、
先
達
る
持
渡
不
申
候
る
不
叶
事
候
慮
、

何
様
相
心
得
候
哉
之
旨
、
存
留
．
n
被
仰
渡
候
付
、
接
貢
船
よ
り
先
達
る
捧
渡
候
筋

呈
文
を
以
申
上
、
冠
船
5
先
致
帰
帆
、
諸
事
都
合
能
為
相
成
由
、
来
年
孜
右
例
通

可
被
仰
渡
も
難
計
事
二
る
、
仕
舞
方
折
角
差
急
早
目
致
渡
唐
、
御
買
物
も
三
月
中

致
調
達
、
前
行
牌
御
渡
次
第
早
;
帰
帆
不
致
候
る
ハ
至
る
御
不
都
合
相
成
事
候
条
、

右
之
趣
末
；
ね
も
具
二
申
聞
、
随
分
仕
舞
方
差
急
、
八
月
中
致
渡
唐
候
様
可
被
取

計
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

渡
唐
役
者
中

勝
連
親
雲
上

一
渡
唐
之
面
;
‘
商
人
共
6
諸
品
物
取
入
、
直
段
差
引
之
儀
ハ
致
川
下
算
用
相
究
、

代
銀
不
引
足
分
ぇ
直
二
借
状
相
渡
候
者
も
有
之
、
色
;
及
難
渋
候
由
、
就
る
ぇ
右

諸
首
尾
不
相
済
内
、
唐
船
致
帰
帆
候
得
ぇ
唐
人
共
及
迷
惑
候
故
、
街
門
ね
致
掛
号

回
文
相
渡
候
儀
、
態
5
延
引
さ
せ
帰
帆
之
支
二
も
可
成
立
哉
、
於
唐
致
借
銀
間
敷

段
ハ
別
紙
を
以
被
仰
渡
、
殊
二
来
年
ハ
取
分
ヶ
仕
廻
方
差
急
、
少
も
出
帆
之
支
不

相
成
様
精
；
可
相
働
旨
、
被
仰
渡
候
慮
、
右
之
仕
向

二
る
も
帰
帆
之
支
可
相
成
5
、

甚
及
御
念
遣
候
条
、
件
之
趣
具
二
得
其
意
、
交
易
等
之
諸
品
決
算
之
儀
、
乗
船
不

接
封
大
夫

月
日

接
封
大
夫

濱
比
嘉
親
方

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

古
堅
親
雲
上
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月
日

一
来
年
冠
船
御
渡
来
之
節
、
評
慣
物
大
分
不
持
渡
様
可
相
働
旨
、
去
秋
勢
頭

・
大
夫

四
被
仰
渡
、
猶
又
係
人
を
も
被
差
遣
、
商
人
共
兼
る
品
物
等
手
組
不
致
内
、
御
当

地
二
る
交
易
振
之
向
合
等
細
;
申
諭
、
評
償
物
相
細
品
物
等
も
其
見
合
を
以
持
渡
、

不
及
銀
高
様
可
取
計
旨
被
仰
渡
置
候
虞
、
渡
唐
之
面
；
仕
舞
立
廣
有
之
候
る
え
、

壱
艘
前
之
仕
廻
銀
高
及
大
分
、
兎
角
唐
人
共
二
も
其
心
当
を
以
交
易
品
多
可
持
渡
、

就
る
ハ
此
節
渡
唐
之
面
；
仕
廻
立
相
減
不
申
ハ
、
係
人
共
15
交
易
振
等
申
諭
候
趣

意
致
朝
甑
候
段
ぇ
勿
論
、
評
償
物
多
持
渡
候
も
え
御
用
意
銀
高
二
る
買
取
方
不
相

成
、
御
難
題
可
成
立
事
候
条
、
件
之
趣
末
;
之
者
迄
厚
汲
受
、
面
;
仕
廻
立
成
丈

相
減
、
尤
人
；
用
物
も
繰
合
品
ぇ
屹
5
可
相
断
候
、
此
旨
末
；
之
者
ね
も
堅
可
被

申
渡
旨
、
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

接
封
大
夫

丑
秋
走渡
唐
役
者
中

月
日

冨
川
親
雲
上

ニ
も
厳
重
可
被
申
渡
旨
、
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

古
堅
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

致
内
相
済
候
様
、
堅
可
被
申
渡
候
、
乍
此
上
及
遅
滞
川
下
二
る
算
用
芳
相
遂
候
由

相
聞
候
ハ
ヽ
、
其
身
ハ
不
及
申
、
至
各

二
も
屹
5
可
及
御
沙
汰
候
条
、
此
旨
末
;

古
堅
親
雲
上

安
室
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

一
接
貢
船
之
儀
、
前
；
冠
船
之
節
ハ

渡
唐
役
者
中

一
先
年
冠
船
之
節
、

勅
使
御
乗
船
六
月
十
日
唐
御
出
帆
、
久
米
嶋
御
潮
懸
二
る
七
月
八
日
御
当
地
御
着

船
、
諸
規
式
等
相
済
、
十
月
廿
六
日
御
乗
船
被
成
候
慮
、
順
風
無
之
及
御
滞
船
、

終
冬
深
相
成
越
年
為
被
成
事
候
、
来
年
ハ
四
月
末
比
芭
種
之
時
「
節
入
」
可
相
当
、

右
節
入
以
後
順
風
次
第
唐
御
出
帆
、
五
月
初
比
御
当
地
御
着
船
被
成
候
ハ
、
御
規

式
早
ク
相
済
、
九
月
5
先
順
風
次
第
御
帰
帆
被
成
、
時
分
柄
能
海
上
心
遣
も
有
之

間
敷
候
間
、
右
之
段

安
室
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

勅
使
¢
宜
被
申
上
、
唐
船
頭
井
末
;
之
唐
人
と
も
．
¢
も
西
銘
筑
登
之
親
雲
上
5
委

曲
申
含
、
兼
る
右
之
心
懸
を
以
仕
廻
方
差
急
せ
、
出
帆
之
支
不
相
成
様
可
被
申
渡

候
、
御
当
地
御
着
船
遅
成
候
得
も
お
の
つ
か
ら
諸
御
規
式
相
延
、
御
帰
帆
も
時
分

後
相
成
事
二
る
、
無
越
年
御
帰
朝
被
成
候
儀
え
専
御
当
地
御
早
着
相
懸
事
候
間
、

前
文
之
趣
を
以
不
差
障
様
宜
御
挨
拶
申
上
、
何
れ
早
；
御
渡
海
御
座
候
様
可
被
取

計
候
、

勅
使
御
乗
船
一
同
唐
出
帆
有
之
候
得
共
、
御
乗
船
5
先
達
る
致
帰
帆
候
得
ぇ
諸
事

之
御
手
当
宜
有
之
、
戌
冠
船
二
ぇ
兼
る
被
仰
渡
置
、
先
達
る
帰
着
萬
反
都
合
能
為

有
之
由
候
間
、
来
年
も
可
成
程
御
乗
船
5
致
早
着
候
様
可
被
取
計
候
、
右
二
付
る

ぇ
仕
廻
方
不
差
急
候
得
「
る
」
ぇ
出
帆
之
支
可
相
成
候
条
、
末
;
迄
仕
舞
方
差
急

接
封
大
夫

濱
比
嘉
親
方
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候
儀
、
各
申
談
取
計
候
様
被
仰
渡
置
候
間
、
應
時
宜
可
被
取
計
候

勅
使
御
乗
船
御
入
津
迄
、
毎
夜
締
火
為
焼
候
間
、
左
様
可
相
心
得
候

之
嶋
杯
．
こ
御
潮
懸
被
成
、
御
当
地
‘
四
之
風
順
有
少
、
長
ク
被
及
滞
船
儀
も
候
る
え

せ
、
聯
出
帆
不
差
支
様
取
計
可
被
致
候
、

一
唐
人
寝
具
之
儀
、
眠
床
外
ハ
自
分
持
渡
候
先
例
二
も
此
節
も
眠
床
迄
を
調
方
被
仰

付
置
候
虞
、
若
末
；
唐
人
共
寝
具
調
料
銀
御
当
地
二
る
被
下
候
筋
相
心
得
、
蚊
帳

其
外
之
品
；
不
持
渡
候
る
ハ
至
る
差
支
可
申
候
間
、
右
之
趣
兼
る
委
細
相
達
、
聯

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
勢
頭
・
大
夫
ね
も
申
談
、
宜
取
計
可
被
致
旨
、
御
差
圏
ニ

る
候
、
以
上
、

候
ノ‘

ヽ
ヽ

一
同
時
所
之
在
番
人
、

安
室
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

一
勅
使
御
乗
船
井
遊
撃
乗
船
、
諸
浦
・
諸
嶋
近
ク
御
通
船
、

一
久
米
両
間
切
ね
嶋
見
分
ヶ
之
為
、
芭
種
之
節
入
三
日
後
5

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

又
も
御
潮
掛
被
成
儀
も

て
ら
し
火
四
ツ
可
相
立
候
、
諸
浦
・
諸
嶋
在
番
人
ね
も
右
之
火
請
次、

一
勅
使
御
乗
船
井
遊
撃
乗
船
、
諸
浦
・
諸
嶋
御
潮
懸
之
節
、
下
程
・
野
菜
・
肴
差
上

勅
使
御
目
見
仕
可
然
哉
、
是
又
應
時
宜
取
計
、
在
番
人
P

も
可
申
渡
候
、

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、
此
旨
御
差
圏

二
る
候
、
以
上
、

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
康
煕
弐
卯
年
冠
船
御
渡
来
之
節
、
唐
御
出
帆
以
後
風
並
相
替
、
大
嶋
ね
御
着
岸
被

成
候
付
、
接
「
封
」
大
夫
5
彼
嶋
御
代
官
ね
申
出
、
米
・
ふ
た
・
庭
鳥
・
玉
子
・

薪
木
等
致
御
借
用
、
御
返
弁
ハ
御
当
地
5
御
く
に
元
ね
為
相
調
由
、
書
留
相
見
得

候
、
来
年
ハ
随
分
風
並
乗
筋
等
尽
吟
味
、
直
那
覇
川
御
着
船
有
之
候
様
可
相
働
旨
、

別
紙
を
以
被
仰
渡
候
付
め
、
右
様
之
儀
ハ
有
之
間
敷
候
得
共
、
萬
一
風
並
二
依
り

道
之
嶋
¢
御
潮
懸
、

下
程
差
上
候
品
之
外
御
入
用
品
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
代
官
ロ

申
出
、
申
請
を
以
御
用
相
達
、
諸
事
御
不
自
由
無
之
様
取
計
、
左
候
る
代
銀
ハ
御

当
地
15
直
二
御
く
に
元
に
相
納
候
筋
可
被
申
談
候
、
尤
代
銀
首
尾
方
一
件
、
た
う

（密）

人
¢
相
知
候
る
も
御
故
障
筋
可
致
出
来
候
間
、
随
分
隠
蜜
可
被
取
計
候
、
此
旨
御

差
岡

二
る
候
、
以
上
、

濱
比
嘉
親
方

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
来
年
冠
船
之
儀
、
時
節
能
御
渡
海
有
之
筈
二
ぇ
候
得
共
、
萬
一
洋
中
乗
筋
取
違
道

接
封
大
夫

安
室
親
雲
上

四
ツ
相
立
候
様
被
仰
渡
置
候
、

丑
秋
走

接

封

大

夫

渡

唐

役

者

中

月
日

心
得
違
無
之
様
可
被
取
計
候

冨
川
親
雲
上

月
日

接
封
大
夫

冨
川
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

安
室
親
雲
上

月
日

冨
川
親
雲
上
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覚 接
封
大
夫

月
日

一
来
年
冠
船
御
渡
海
之
靭
、
依
風
並
道
之
嶋
ね
御
潮
懸
被
成
儀
も
可
有
之
哉
、
於
其

儀
ハ
無
挨
拶
無
之
様
、
右
嶋
；
¢
被
仰
渡
置
度
旨
、
御
当
地
諸
嶋
御
潮
懸
之
節

勅
使
御
方
毎
日
御
入
用
野
菜

・
肴
之
外
、
為
下
程
差
上
候
品

・
員
数
書
取
添
、
御

く
に
元
ね
被
申
上
候
慮
、
弥
其
通
可
取
計
旨
、
嶋
；
ね
被
仰
渡
置
候
段
、

と
の
15
被
仰
渡
置
候
間
得
其
意
、
萬
一
道
之
嶋
ね
御
潮
懸
被
成
儀
も
候
ハ
ヽ
、
右

之
趣
を
以
所
役
;
衆
申
談
、
別
紙
之
品

・
員
数
差
上
、
其
外
萬
反
御
失
證
不
相
成

様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

一
ふ
た
壱
疋
完

接
封
大
夫

月
日

一
庭
鳥
五
ツ
完

濱
比
嘉
親
方

安

室

親

雲

上

勝

連

親

雲

上

冨
川
親
雲

上

古

堅

親

雲

上

濱
比
嘉
親
方

冨
川
親
雲
上

至
極
御
差
遣
「
支
」
相
成
事
候
条
、
御
乗
船
；
頭
井
遊
撃
乗
船
案
内
者
、
其
外
冠

船
15
罷
渡
候
船
功
之
唐
人
共
二
も
申
談
、
風
並
乗
筋
船
文
等
見
合
随
分
順
能
乗
届
、

直
二
那
覇
川
御
着
船
有
之
候
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上せ

つ
津

渡
海
之

一
来
年 月
日

候
る
不
叶
段
申
出
、
無
挨
拶
不
相
成
様
可
被
取
計
候
、

杯
5
所
役
;
申
候
ハ
ヽ
、
守
備
・
千
総
同
格
之
事
二
る
、
同
様
不
差
遣

一
生
魚
弐
拾
斤
完

一
屋
久
貝
拾
甲
完

一
焼
酎
五
済
ツ
、

右
、
両
勅
使
様
．
n

「
但
、
測
砒
官
御
渡
海
候
ハ
ヽ
、
品
員
数
同
断
」

一
庭
鳥
三
ツ
完

一
生
魚
五
斤
完

「
一
塩
魚
五
斤
ツ
、
」

一
焼
酎
三
済
ツ
ヽ

右
、
守
備
千
総
ね

一
冬
瓜
五
粒
完

但
、
遊
撃

・
都
司
・
巡
捕
官
渡
海
有
之
候
ハ
ヽ
、
品

・
員
数
同
断
、
尤
遊
撃

・

都
司

・
巡
捕
官
ね
之
下
程
品
ハ
、
御
く
に
元
6
之
仰
渡
二
相
見
得
不
申

勅
使
御
列
渡
之
人
数
減
少
井
評
慣
物
多
不
持
渡
、
品
物
等
も
高
直
又
ぇ
御
当
地
ニ

る
不
益
之
物
不
持
渡
様
可
被
相
働
5
之
趣
ハ
、
別
紙
を
以
被
仰
渡
置
通
二
め
、

お

の
つ
か
ら
其
心
得
被
致
筈
二
ぇ
候
得
共
、
冠
船
御
入
料
之
儀
、
今
以
大
分
之
御
不

足
差
見
得
候
付
る
え
、
此
涯
御
用
銀
取
細
候
働
無
之
候
る
不
叶
事
候
慮
、
萬
一
御

勅
使
其
取
受
無
之
、
評
憤
物
無
際
限
高
直
之
品
；
等
御
持
渡
有
之
候
る
え
、
当
時

但
、
不
有
合
候
ハ
、
玉
子
弐
拾
甲
完

但
、
不
有
合
候
ハ
、
玉
子
三
拾
甲
ツ
、
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月
日

冠
船
之
時
、

旨
御
差
圏

二
も
候
、
以
上
、

勅
使
御
治
定
次
第
二
も
可
相
懸
御
方
は
え

冨
川
親
雲
上

唐
物
御
取
締
穂
敷
被
仰
渡
、
脇
評
償
孜
不
相
成
時
節
至
る
御
難
渋
可
成
立
ハ
案
中

二
る
甚
御
心
配
之
御
事
候
、
然
ぇ
御
列
渡
之
人
数
、
評
償
品
員
数
減
少
等
之
儀
え

勅
使
福
州
御
下
向
之
靭
、
水
口
中
所
迄
御
迎
被
相
勤
先
格
之
由
候
得
え
、
彼
所
15

先
ね
差
越
候
る
も
何
そ
御
制
度
向
不
差
障
候
ハ
ヽ
、
可
成
程
遠
所
迄
差
越
、
於
御

一
宿
所
御
緩
；
奉
得
御
射
顔
、
随
分
御
機
嫌
見
計
、
封
王
使
御
招
請
之
儀
兼
る

15

用
意
之
上
奉
願
事
二
ぇ
候
得
共
、
近
年
琉
球
飢
饉
打
績
候
上
、
此
以
前
異
国
船
繁

；
来
着
、
異
人
等
逗
留
等
二
る
其
流
墜
及
大
分
、
芳
以
諸
民
一
統
及
困
窮
、
冠
船

用
意
銀
今
以
相
調
不
申
候
得
共
、
封
王
使
御
招
請
之
儀
、
無
此
上
御
国
典
二
る
御

手
当
向
二
拘
長
;
御
延
引
も
難
被
成
、
請
封
御
願
被
仰
上
事
候
慮
、
船
主
共
評
償

物
大
分
持
渡
候
も
え
、
御
手
当
向
礁
5
及
相
違
、
買
取
方
御
断
申
上
外
無
之
趣
共

細
；
御
内
意
申
上
込
、
何
れ
之
筋
御
取
受
能
詮
立
候
方
二
可
被
相
働
候
、
且
又
辰

勅
使
被
組
立
置
候
績
琉
球
国
志
略
之
内
志
餘
之
篇
二
僕
・
従
人
等
ぇ
多
列
渡

二
不

及
、
従
客
之
人
も
武
官
ぇ
相
減
、
筆
墨
二
長
た
る
者
よ
り
可
列
渡
、
且
船
主
共
交

易
品
高
も
壱
艘
向
二
千
百
石
「
不
」
可
過
、
且
御
帰
帆
不
差
急
候
る
ぇ
琉
球
国
之

費
不
少
次
第
等
委
曲
被
記
置
候
、
此
書
ぇ
備

皇
覧
被
置
、
既

二
置
目
二
相
成
居
候
賦
二
る
、
兼
る

勅
使
御
覧
も
為
被
成
筈
候
得
共
、
人
数
減
少
評
償
物
一
件
御
内
意
向
之
筋
二
可
相

成
候
間
、
右
書
持
渡
、
是
又
御
野
顔
之
折
御
機
嫌
見
計
、
備
御
覧
候
様
可
被
取
計

古
堅
親
雲
上

接
封
大
夫

月
日

両
勅
使
其
外
役
；
ね
御
迎
大
夫
5
為
御
進
物
品
物
差
上
、
依
時
ぇ
銀
子
差
上
置
候

勅
使
堂
官
相
伺
さ
せ
候
慮
、
御
進
物
差
上
候
る
も
御
取
納
無
御
座
候
間
、
取
止
候

勅
使
ご
差
上
不
申
候
付
る
ハ
官
人
方
ね
も
取
止
可
相
済
段
、
阿
口
通
事
5
承
、
彼

是
其
通
取
止
、
御
当
地
御
渡
来
之
上
、
自
分
調
を
以
為
差
上
由
、
書
留
相
見
得
候

得
共
、
於
唐
御
進
物
御
受
納
不
被
成
儀
え
、

濱
比
嘉
親
方

冨
川
親
雲
上

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

安
室
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

勅
使
思
召
次
第
之
事
二
る
、

此
節
御
無
沙
汰
ハ
相
成
間
敷
候
間
、
品
員
数
等
致
吟

味
、
勢
頭

・
大
夫
得
差
圏
、
阿
口
通
事
已
も
申
談
候
上
、
大
宿
役
者
ぉ
品
物

・
銀

子
相
請
取
可
被
差
上
候
、
康
煕
五
拾
八
亥
年
冠
船
之
節
差
上
置
候
員
数
ハ
、
別
る

分
過
相
見
「
得
」
候
間
、
乾
隆
弐
拾
壱
子
年
差
上
置
候
品
員
数
別
紙
之
通
見
合
を

以
可
被
差
上
候
、
都
合
「
司
」
れ
も
古
存
留
進
物
差
遣
置
候
間
、
是
又
右
同
断
可

被
取
計
旨
、
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

勝
連
親
雲
上

方
可
宜
段
有
之
、
尤
餘
之
官
人
衆
¢
之
御
進
物
ハ
何
様
可
有
之
哉
5
申
談
候
慮
、

例
も
有
之
、
「
戌
」
冠
船
之
節
ぇ
御
進
物
差
上
度
阿
口
通
事
申
談
、

一
前
;
冠
船
之
節
、

接
封
大
夫

濱
比
嘉
親
方
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右
、
接
封
大
夫
5

一
尺
幾
世
留
拾
八
対

一
百
田
紙
六
束

一
尺
幾
世
留
拾
弐
対

右
、
両
勅
使
様
総
官
四
人
ね
進
物

一
七
本
物
扇
子
弐
拾
四
本

一
百
田
紙
四
束

一
弐
本
入
桐
扇
子
箱
拾
弐
ツ

一
杉
原
紙
弐
百
四
拾
枚

右
、
両
勅
使
様
巡
捕
弐
人

・
書
弁
弐
人

・
門
使
弐
人
、
合
六
人
ね
進
物

冊
封
之
時
、
路
次
楽
ハ
御
先
例
通
被
仰
付
「
置
」
候
、
冠
船
御
入
津
之
時
、
路
次

乾
隆
皇
帝
様
国
喪
内
二
る
御
規
式
之
楽
え
被
召
留
、
御
入
津
之
当
日
、
又
ぇ
諭
祭

・

楽
奏
し
候
儀
、

天
朝
御
尊
恭
向
二
相
懸
、
格
別
成
御
事
候
得
え
御
入
津
之
当
日
御
月
忌
御
当
候
共
、

先
例
通
奏
楽
被
仰
付
可
宜
候
得
共
、
此
節
於
唐
習
受
さ
せ
候
上
、
何
分
被
仰
付
候

方
申
出
有
之
候
間
、
渡
唐
之
上
功
者
之
方
1
5
可
習
受
候
、

一
冠
船
之
時
、
儀
注
之
二
字
ぇ

一
唐
紙
八
拾
枚

道
光
皇
帝
様
御
忌
内
二
る
候
慮
、
路
次
楽
被
仰
付
、
且
申
冠
船
之
節
、

一
七
本
物
扇
子
拾
六
本

一
弐
本
入
桐
扇
子
箱
八
ツ

咸
豊
皇
帝
様
御
即
位
之
紅
詔
布
政
司
街
門
よ
り
捧
下
候
節
、

一
弐
升
入
屋
貫
弐
ツ

一
赤
嶋
「
芭
」
蕉
布
四
反

一
尺
幾
世
留
拾
対

右
、
遊
撃

・
都
司
御
両
人
ね
進
物

先
皇
后
様
御
月
忌
御
差
当
候
節
え
、
於
天
使
館
致
吹
鞍
候
儀
為
被
召
留
由
候
慮
、
冠

船
御
入
津
之
当
日
右
御
月
忌
御
当
候
ハ
ヽ
、
路
次
楽
奏
し
候
儀
何
様
有
之
可
然
哉
、

久
米
村
方
ね
吟
味
被
仰
付
候
慮
、

一
か
つ
う
節
弐
拾
ツ

一
三
沸
入
徳
利
弐
ツ

一
焼
酎
六
沸

先
皇
帝
様

一
七
本
物
扇
子
拾
六
本

右
、
両
勅
使
様
．
n
進
物

一
前
；
冠
船
之
節

一
醤
油
樽
弐
丁

一
杉
原
紙
百
六
拾
枚

月
日

一
五
本
物
金
扇
子
拾
六
本

一
三
沸
入
徳
利
壱
ツ

一
か
つ
う
節
四
拾
ツ

一
唐
紙
百
六
拾
枚

一
か
つ
う
節
拾
ツ

「
一
焼
酎
弐
拾
済
」

一
三
升
入
屋
貫
弐
ツ

一
右
入
杉
箱
弐
ツ

一
四
本
入
桐
扇
子
箱
四
ツ

一
錦
手
女
茶
わ
ん
弐
枚

一
四
本
入
桐
扇
子
箱
四
ツ

一
尺
幾
世
留
五
対

一
焼
酎
三
沸

右
、
古
存
留
5
都
司
．
¢
進
物

勅
使
御
滞
在
中

覚

「
一
拾
済
入
徳
利
弐
ツ
」

一
練
蕉
布
弐
反

一
七
本
物
扇
子
八
本

一
弐
本
入
桐
扇
子
箱
四
ツ

一
弐
升
入
屋
貫
壱
ツ
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接
封
大
夫

月
日

咸
豊
皇
帝
様
御
名
同
音
二
も
、
於
唐
ハ
證
節
之
二
字
二
改
方
被
仰
付
置
事
候
得
え
、

琉
球
之
儀
も
祠
節
二
相
直
可
宜
段
、
阿
口
通
事
足
謝
爺
申
越
有
之
候
間
、
弥
相
直

同
治
皇
帝
様
御
代
二
る
御
先
例
通
儀
注
相
直
候
る
も
可
相
済
哉
、
又
ぇ
当
分
通
祠
節

5
書
候
方
可
宜
哉
之
旨
、
久
米
村
方
ね
吟
味
被
仰
渡
候
処
、
最
早
先
御
代
相
成
候

付
る
え
御
先
例
通
儀
注
之
二
字
二
相
直
候
方
二
も
可
有
之
候
得
共
、
此
節
於
唐
習

受
被
仰
付
候
上
、
何
分
被
仰
付
可
宜
段
申
出
有
之
候
間
、
渡
唐
之
上
右
謝
爺
其
外

功
者
之
方
5
可
習
受
候
、

一
天
使
飯
「
館
」
御
棲
眠
床
懸
香
之
儀
、
前
；
冠
船
之
節
え
御
筋
無
之
、
戌
冠
船
之

節
接
封
大
夫
在
唐
之
勧
、
阿
口
通
事
15
懸
香
御
筋
無
之
候
る
ぇ
相
応
不
致
段
申
出
、

右
大
夫
自
分
買
入
を
以
持
渡
御
用
相
弁
由
候
得
え
、
前
；
冠
船
之
節
；
「
ハ
」
懸

香
御
筋
無
之
候
付
る
ハ
、
右
例
通
二
る
も
可
相
済
哉
、
又
ぇ
戌
年
之
通
致
御
筋
候

儀
可
宜
哉
、
彼
是
於
唐
阿
口
通
事
其
外
功
者
之
方
よ
り
習
受
、
弥
戌
年
之
例
通
懸

右
之
通
習
受
、
便
宜
次
第
被
申
越
候
、
此
段
可
申
渡
旨
御
差
圏

二
る
候
、
以
上
、

一
冠
船
御
入
津
儀
注
之
儀
、

勝
連
親
雲
上

勅
使
5
請
下
候
先
例
候
間
、
福
州
御
下
着
被
成
候
ハ
ヽ
、
早
速
申
上
請
下
、
便
宜

次
第
早
；
可
差
越
候
、
右
二
付
先
例
儀
注
写
壱
さ
つ
為
見
合
考
方
6
可
相
渡
候
間
、

先
例
相
替
不
審
之
所
有
之
候
ハ
、
是
又
習
受
、
柳
間
違
之
儀
共
無
之
様
可
被
取
計

濱
比
嘉
親
方

香
致
御
防
可
宜
筋
二
候
ハ
ヽ
、
大
宿
役
者
ね
買
渡
方
可
被
申
付
候
、

候
様
被
仰
付
度
、
先
達
る
考
方
申
出
、
其
通
被
仰
付
置
候
慮
、
当
時

候
、
此
旨
御
差
圏
二
も
候
、
以
上
、

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
冠
船
御
渡
来
之
節
被
召
列
候
人
数
相
減
シ
、
評
償
物
も
多
不
持
渡
様
可
被
相
働
5

之
趣
ハ
、
別
段
被
仰
渡
置
通
二
候
、
然
え
辰
冠
船
之
時
、
正
使
御
親
父
相
便
右

一

件
御
内
意
申
上
、
布
政
司
井
海
防
官
¢
ぇ
呈
を
以
願
為
申
上
事
候
得
共
、
其
時
海

賦
「
賊
」
盛
有
之
、
冠
船
御
召
列
之
武
官
井
兵
之
儀
も
調
部
方
入
念
候
様
、

詔
意
之
趣
御
座
候
由

二
る
、
申
冠
船
遊
撃
之
場
二
副
将
、
都
司
之
場
二
参
将
被
仰
付、

其
外
千
総
壱
人

・
把
総
三
人
重
被
仰
付
、
兵
も
先
例
5
被
召
重
候
付
、
兵
外
之
人

数
ぇ
減
少
被
仰
付
度
旨
、

両
勅
使
ね
願
上
候
慮
、
兵
被
召
減
候
上、

吹
鞍

・
諸
細
エ

・
従
内

・
水
主
5
も
引

方
被
仰
付
候
得
共
、
惣
人
数
五
百
人
餘
二
及
、
評
憤
物
も
過
分
被
持
渡
、

買
取
方

一
涯
為
及
難
渋
由
、
戌
冠
船
二
も
右
一
件
稟
取
仕
立
、
撫
院
・
布
政
司
•
海
防
官

．
四
願
立
、

勅
使
．
四
も
御
内
意
申
上
候
付
、
渡
来
人
数
「
被
召
減
」
、
且
評
償
物
も
船
主
持
渡
候

太
荷
え
、
琉
球
近
年
災
殊
飢
饉
等
打
績
及
困
窮
候
間
、
御
定
数
15
も
格
別
相
減
、

惣
る
太
荷
代
銀
弐
百
貫
目
二
不
過
様
、且
太
荷
品
員
数
等
委
細
可
書
出
、
左
候
ハ
、

官
人
差
遣
調
部
方
可
被
仰
付
旨
、
総
撫
両
院
御
差
圏
之
上
、
海
防
官

二
る
取
締
仕

候
様
、
且
船
主
荷
物
之
儀
、
太
荷
可
持
渡
高
直
之
品
持
渡
候
儀
御
禁
止
被
仰
渡、

接
封
大
夫

月
日

濱
比
嘉
親
方

冨
川
親
雲
上
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萬
一
抜
荷
持
渡
致
押
賣
、
難
渋
仕
候
者
も
重
科
可
被
仰
付
段
、
度
；
告
示
を
以
厳

敷
御
取
締
被
仰
渡
、
積
荷
之
硼
ハ
構
之
官
人
衆
御
船
・
¢
御
乗
付
、
荷
物
改
方
之
儀

（密
）

ぇ
於
戸
部
之
前
、
斤
数
懸
グ
を
以
積
入
為
被
仰
付
由
候
慮
、
積
物
以
後
蜜
；
致
抜

積
、
評
償
物
千
貫
目
餘
之
品
物
被
持
渡
、
右
買
入
代
銀
及
不
足
、
さ
ん
物
方
5
拝

借
等
を
以
兎
哉
角
御
取
償
為
成
事
候
、
此
節
之
儀
跡
；
二
替
不
意
非
常
之
御
物
入
、

又
ハ
凶
歳
等
段
；
打
績
、
芳
以
御
蔵
方
を
始
国
中
一
統
極
；
及
難
渋
、
御
手
当
向

調
兼
候
得
共
、
格
別
成
御
封
爵
長
；
御
延
引
も
難
被
遊
、
去
秋
請
封
御
願
被
仰
上

置
御
事
候
条
、
右
之
趣
厚
得
心
被
致
、
何
れ
も
御
列
渡
人
、
又
ハ
評
慣
物
相
減
候

方
精
;
可
被
取
計
、
当
時
唐
浦
；
海
賊
致
蜂
起
居
候
由
候
得
え
、
若
哉
辰
冠
船
之

例
を
以
兵
丁
被
召
重
儀
も
候
ハ
ヽ
、
吹
鞍

・
諸
細
エ
・
従
内

・
水
主
等
ハ
御
見
合

を
以
被
召
減
度
、
屹
5
御
内
意
可
被
申
上
候
、
尤
惣
人
数
御
賦
方
ハ
福
州
督
撫
両

院
御
構
之
由
候
間
、
是
又
手
寄
を
求
、
成
丈
相
細
候
様
可
被
相
働
候
、

附
、
戌
冠
船
御
帰
帆
之
上
、
総
督
よ
り
冠
船
両
艘
之
評
償
物
御
定
数
外
、
琉
球

ね
持
渡
商
賣
為
有
之
哉
、
有
無
書
出
候
様
諭
帖
被
下
候
付
、
王
舅
・
勢
頭
・

大
夫
差
圏
之
上
、
御
定
数
外
商
賣
物
不
持
渡
趣
稟
相
調
為
差
出
段
、
存
留

申
越
之
書
留
有
之
事
二
る
、
戌
年
之
成
行
有
筋
申
上
候
る
ぇ
可
差
障
候
条
、

前
；
冠
船
之
時
評
慣
物
大
分
持
渡
候
儀
御
尋
共
候
ハ
ヽ
、
御
定
数
外
抜
荷

持
渡
、
於
琉
球
買
取
方
為
及
難
渋
儀
も
有
之
趣
を
以
、
御
都
合
能
御
返
答

可
被
申
上
候
、

一
冠
船
御
入
津
被
成
候
ハ
ヽ
、
唐
人
末
；
迄
早
速
6
飯
料
被
下
候
間
、
全
凜
給

・
半

凜
給
人
数
高
、

勅
使
ね
申
上
御
書
付
申
請
、
入
津
之
上
可
被
差
出
候
、
辰
冠
船
二
も
右
通
被
仰
渡

便
宜
も
候
ハ
、
可
被
申
越
候
、

勅
使
ね
度
；
為
申
上
由
候
得
共
、
御
障
無
御
座
由
二
る
御
渡
無
之
、
御
入
津
以
後

被
御
渡
、
戌
冠
船
二
も
右
同
断
被
仰
渡
、
阿
口
通
事
を
以

勅
使
相
公
致
相
談
候
慮
、
清
冊
之
儀
於
御
当
地
、

上
様
ね
差
上
候
先
例
5
申
、
是
又
御
入
津
以
後
御
渡
有
之
、
両
度
共
至
る
御
差
支
為

相
成
事
候
、
然
え
辰
冠
船
二
え
右
通
御
障
無
御
座
由
二
る
不
被
成
下
段
、
書
留
相

見
得
、
且
子
冠
船
之
節
も
勢
頭
・
大
夫
6
右
御
書
付
申
受
度
、

勅
使
御
方
ね
申
上
候
処
、
先
冠
船
之
時
何
役
ぇ
全
腐
給
、
何
役
ぇ
半
凜
給
5
差
分

之
古
帳
持
登
居
候
ハ
ヽ
、
可
被
差
出
段
被
仰
下
候
慮
、
其
時
右
古
帳
不
持
渡
人
数

御
取
が
難
被
成
候
付
、
於
琉
球
右
古
帳
御
見
合
を
以
御
書
付
御
渡
可
被
成
由
、
御

返
答
為
有
之
段
、
是
又
帳
留
相
見
得
候
付
る
え
、
必
御
当
地

二
る
被
御
渡
候
先
例

二
る
ぇ
有
之
間
敷
、
尤
清
冊
え
御
渡
来
之
上
御
渡
被
成
事
候
ハ
ヽ
、
写
二
る
も
い

つ
れ
人
数
帳
兼
る
申
請
無
之
候
る
不
叶
、
右
差
分
之
古
帳
写
相
渡
候
間
、

勅
使
福
州
御
下
着
被
成
候
ハ
、
右
之
趣
申
上
、
古
帳
写
も
掛
御
目
、
人
数
帳
申
受

持
渡
、
壱
通
ハ
接
貢
船
6
も
可
被
差
越
候
、
若
福
州

二
る
不
相
調
儀
も
候
ハ
ヽ
於

船
中
申
受
、
御
入
津
早
速
可
被
差
出
候
、
尤
右
之
段
末
;
唐
人
共
ね
相
聞
候
る
も

我
増
全
凜
給
被
召
加
候
様

二
5
御
内
意
申
込
候
儀
も
可
有
之
、
左
候
得
ぇ
口
月
根

相
成
筈
之
者
も
全
半
凜
給
罷
成
、
却
る
御
不
勝
手
可
相
成
候
間
、
右
様
之
儀
共
無

之
様
、
是
又
気
を
付
可
被
取
計
候
、

一
子
冠
船

二
ぇ
節
御
持
渡
龍
亭

・
彩
亭
兼
る
之
御
手
当
6
相
重
、
俄
二
調
方
差
支
候

付
、
申
辰
戌
冠
船
之
節
ぇ
前
以
其
手
当
有
之
、
節
御
持
渡
為
相
成
事
候
得
共
、
差

支
無
之
候
、
来
年
も
右
様
先
例
5
相
重
候
品
有
之
候
ハ
ヽ
、
防
様
調
方
等
委
承
合
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一
勅
使
御
乗
船
井
遊
撃
乗
船
之
儀
、
福
州
官
人
方
1
5
見
合
被
申
付
候
付
、
船
持
之
者

共
態
;
古
船
取
仕
出
、
御
当
地
二
る
作
事
替
さ
せ
可
申
5
之
所
巧
を
以
、
官
人
方

ね
段
;
致
遣
銀
、
御
乗
船
願
出
候
由
、
申
年
冠
船
之
節
ハ
新
作
事
之
船
5
御
渡
海

有
之
候
様
可
被
相
働
旨
被
仰
付
越
候
付
、

於
北
京
勢
頭

・
大
夫
5
呈
文
相
調
、
梁

上
國
頼
上
、

両
勅
使
ね
申
上
、
福
州
二
る
も
接
封
大
夫
1
5
総
督
・
撫
院
‘
¢
訴
申
上
、
海
防
官
船

御
見
分
之
靭
、
接
封
大
夫
二
も
見
分
被
仰
渡
、
古
存
留
・
船
頭
・
佐
事
・
水
主
召

列
見
分
之
上
被
仰
付
置
候
段
、
接
封
大
夫
5
問
合
有
之
候
慮
、
以
之
外
遊
撃
乗
船

之
儀
、
据
無
之
船
二
る
帰
帆
之
硼
、
冬
深
難
海
乗
渡
候
儀
、

勅
使
御
疑
相
付
候
付
、
御
当
地
船
御
借
船
等
之
筋
二
も
可
被
仰
付
哉
5
、
及
御
心

配
候
虞
、
大
修
補
仕
候
上
ハ
少
も
念
遣
無
之
段
、
證
文
等
差
上
相
済
候
、

辰
冠
船

之
節
も
新
作
事
之
船
5
御
渡
海
有
之
候
様
可
相
働
旨
、
御
達
相
成
候
付
、

於
北
京

勢
頭
・
大
夫
5
稟
帖
相
調
、
阿
口
通
事
差
遣
、

両
勅
使
ね
申
上
、
福
州

二
る
も
接
封
大
夫
5
兼
る
御
船
頭
・
ニ
号
船
；
頭
・
作
事
・

水
主
共
召
列
見
分
仕
、
新
作
事
弐
艘
相
調
部
、
諸
衡
門
ね
願
申
上
、
願
通
相
済
為

申
事
候
得
共
、
海
防
官
御
代
合
二
付
、
跡
御
役
5
頭
号
船
ぇ
被
相
替
、
船
作
事
「修

補
」
等
之
節
ハ
船
頭
・
佐
事
・
水
主
ね
も
差
越
見
分
仕
候
腐
、
武
官
御
詰
合

二
る

堅
固

二
被
申
付
、
右
船
5
御
渡
海
之
上
猶
又
両
艘
共
御
当
地

二
る
修
補
仕
、
御
乗

帰
相
成
、
去
戌
年
二
も
右
同
断
新
船
1
5
御
渡
海
有
之
候
様
可
相
働
旨
、
被
仰
付
越

候
付
、
接
封
大
夫
5
古
存
留
井
頭
号
船
・
ニ
号
船
；
頭
・
佐
事

・
水
主
召
列
、
御

乗
船
可
相
成
船
兼
る
致
見
分
、
稟
取
仕
立
船
;
寄
書
取
添
、
海
防
官
．
巳
麒
申
上
候

虞
欽
差
御
乗
船
之
儀
、
證
部
5
及
言
上
総
督
・
撫
院
れ

調
部
被
仰
付
、
御
決
定

丑
秋
走

接

封

大

夫

渡

唐

役

者

中

月
日

濱
比
嘉
親
方

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

御
船
作
事
等
有
之
候
る
ぇ
別
る
差
支
可
申
候
条
、

候
得
え
、
大
夫
1
5
相
調
部
願
出
候
儀
、
例
違
之
由
二
る
被
差
帰
、
段
；
手
便
を
求

ミ
子
細
承
合
候
慮
、
古
船
所
持
之
者
5
向
；
に
掛
号
銀
差
遣
、
海
防
官
に
御
内
意

申
上
候
付
、
古
船
之
所
ハ
押
隠
、
欽
差
御
乗
船
相
應
可
仕
段
、
海
防
官
15布
政
司

ね
為
被
申
上
由
承
候
付
、
右
船
も
古
船
二
る
遠
海
致
往
還
候
儀
、
別
る
無
心
元
候

間
御
差
除
、
餘
之
商
船
5
御
見
合
被
仰
付
、
御
船
御
調
部
之
勧
え
琉
人
ね
も
見
分

被
仰
付
度
、
稟
を
以
布
政
司
衛
門
ね
願
立
候
付
、
兼
る
見
付
置
候
船
ね
被
仰
付
、

船
修
補
も
被
入
御
念
、
海
防
官
ね
被
仰
渡
、
船
主
御
差
引
二
る
堅
固
二
修
補
被
仰

付
、
右
船
5
御
渡
海
之
上
是
又
両
艘
共
於
御
当
地
致
修
補
、
御
乗
帰
為
相
成
事
候
、

（作）

来
年
右
様
古
船
又
ぇ
艇
無
之
船
6
御
渡
海
、
依
時
佐
事
替
等
之
筋
申
出
可
及
難
渋

儀
も
難
計
候
、
封
王
使
御
招
請
之
儀
、
大
分
之
御
物
入
、
殊
二
国
中
繁
多
之
剃
、

勅
使
御
乗
船

・
遊
撃
乗
船
共
新
造
之
船
5
御
賦
付
被
仰
付
候
様
、
御
内
意
相
働
、

御
船
見
分
之
節
ハ
能
；
入
念
、
左
候
る
御
掃
帆
之
節
修
補
等
不
及
御
乗
船
可
相
成

段
、
船
主
證
文
請
取
、
於
妥
元
少
も
難
渋
之
儀
共
無
之
様
、
精
；
可
被
相
働
候
、

右
之
通
、
去
秋
進
貢
御
使
者
に
も
被
仰
渡
置
候
間
、
渡
唐
之
上
諸
事
申
談
、
宜

被
致
調
達
候
、

此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

一
冠
船
之
節
、

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

-40 -



一
評
償
物
之
儀
、
右
銀
高
之
分
被
持
渡
候
る
も
高
直
又
も
不
益
之
品
買
取
候
儀
ハ
甚

迷
惑
相
成
事
候
条
、
別
冊
勝
手
相
成
候
品
:
不
「
被
」
持
渡
候
様
可
被
相
働
候
、

尤
右
之
段
ハ
下
；
之
者
共
ね
も
委
ク
申
渡
置
、
自
然
唐
人
15
問
尋
有
之
候
ハ
ヽ
‘

別
冊
之
品

;
持
渡
可
宜
段
申
達
候
様
、
堅
可
被
申
渡
候
、

候、

一
肉
豆
冠

一
石
黄

一
没
薬

一
乳
香

右
品
之
儀
、
持
渡
候
る
可
然
候

一
滑
石

一
胴
脂

一
蘇
木

一
進
貢

．
接
貢
船
15
国
用
之
品
ハ
買
求
用
事
相
達
候
処
、
評
慣
物
大
分
被
持
渡
候
る

ぇ
至
極
可
及
難
渋
候
間
、
部
銀
相
込
四
百
貫
目
之
分
二
不
過
様
、
随
分
可
被
相
働

一
洋
青

一
兒
角

一
使
君
子

一
猪
苓

勅
使
御
召
列
之
人
数
、
康
煕
弐
卯
年

二
ぇ
三
百
七
拾
九
人
、
同
弐
拾
弐
亥
年
四
百

五
拾
三
人
、
同
五
拾
八
亥
年
六
百
四
拾
九
人
、
乾
隆
弐
拾
壱
子
年
四
百
五
拾
九
人
、

嘉
慶
五
申
年
五
百
四
人
、
同
拾
三
辰
年
五
百
拾
九
人
、
道
光
拾
八
戌
年
四
百
拾
七

人
御
列
渡
、
段
；
多
少
有
之
事
候
、
若
大
勢
御
召
列
有
之
候
る
ぇ
諸
事
難
調
、
別

る
差
支
可
相
成
候
間
、
随
分
減
少

二
る
被
召
列
候
様
、

勅
使
井
御
構
之
官
人
衆
．
こ
御
内
意
申
上
、
何
れ
之
筋
四
百
人
二
不
過
様
可
被
相
働

候、
一
康
煕
五
拾
八
亥
年
冠
船
之
節
え
、
測
童
官
御
両
人
御
渡
来
、
嘉
慶
拾
三
辰
年
二
え

副
将

・
参
将

・
弾
圧
官
之
外
千
総
一
人
・
把
総
三
人
相
重
御
渡
来
有
之
、
兼
る
用

意
も
無
之
候
慮
、
亥
年
二
え
漂
着
唐
人
送
届
候
楷
船
先
達
る
帰
帆
、
右
之
次
第
相

知
候
付
、
御
旅
飯
「
館
」
、
彼
是
夜
白
之
働
を
以
相
調
、
辰
年
二
ぇ
兼
る
不
相
知
、

別
る
差
支
為
申
事
候
、
右
様
之
御
人
鉢
御
渡
来
ハ
不
圏
之
事

二
る
、
来
寅
年
二
も

御
手
当
ハ
無
之
候
間
、
若
官
人
衆
相
重
御
渡
来
被
成
儀
も
候

ハ
ヽ

、
兼
る
不
相
知

候
る
ぇ
至
極
差
支
、
御
失
祠
二
も
相
成
事
候
間
、
随
分
承
合
便
宜
も
候
ハ
ヽ
、
先

達
る
可
被
申
越
候
、

一
稽
香

一
連
翻

一
児
茶

一
黄
底

一
阿
膠

一
砂
仁

計
開

月
日

右
之
趣
具
二
被
得
其
意
、
宜
致
調
達
候
、
御
当
地
之
儀
、
頃
年
段
；
御
物
入
打
紺

至
る
御
当
迫
之
勧
、
金
銀
諸
物
古
来
未
聞
之
高
料
成
立
、
此
節
冠
船
御
入
料
銀
御

先
例
之
三
四
増
倍
程
相
重
、
至
も
及
難
渋
候
付
、
去
秋
勢
頭

・
大
夫
れ
も
分
ヶ
る

申
渡
置
候
間
、
渡
唐
之
上
萬
反
申
談
、
随
分
詮
立
候
様
可
被
取
計
候
也
、

候
ハ
、
先
達
る
可
被
申
越
候

接
封
大
夫

丑
秋
走渡
唐
役
者
中

一
封
王
使
生
国

・
姓
名

・
官
位
等
御
国
元
ね
可
及
御
届
候
間
、
委
承
合
、
便
宜
有
之

三
司
官
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一
銀
株

一
紅
花

一
獣
珊
猪

心
配
「
之
」
御
事
候
、
右
二
付
ぁ
ぇ
第
一
評
償
物
相
減
不
申
候
る
不
叶
、
部
銀
相

込
四
百
貫
目
不
過
、
品
柄
も
高
直
又
ぇ
不
益
之
物
不
持
渡
様
可
相
働
旨
、
委
細
別

一
蛾
珊
腹

一
峨
珊

ニ
砥
瑠
脚

右
品
之
儀
、
至
め
僅
之
遣
高
二
る
候
間
可
成
程
不
持
渡
様

一
来
年
冠
船
御
渡
来
二

付
ぁ
ぇ
大
分
之
御
入
料
二
め
、
御
手
当
向
及
御
不
足
、
甚
以

一
杜
仲

一
白
粛

月
日

一
大
苗
香

一
大
腹
皮

右
無
用
之
品
二
る
候
間
、

一
土
袂
苓

一
蒼
粛

右
国
中
当
用
二
め
候
間
、
持
渡
候
様

一
斌
珊
器
具
玩
物

一
犀
角
器
皿
玩
物

一
沈
香
玩
物

一
金
木
石
磁
奇
巧
人
物
玩
物
各
等
器
一
切
不
持
渡
様

一
大
黄

一
甘
草

一
傘

右
品
之
儀
、
及
銀
高
候
間
不
持
渡
様

一
白
糖

一
茶
油

一
西
洋
各
色
布
類

一
清
明
茶

一
春
水

嗚

一
羽
毛

一
官
香

一
短
香

一
唸
剛
虎

一
嘩
岐

一
棉
袋
紙

一
砲
早
紙

一
孵
香

一
燕
窟

一
海
南
葛

一
白
邊
紙

一
肉
桂

一
鹿
葺

一
桐
板
綺

一
阿
南
綺

一
厚
粉

一
山
東
繭
網

一
桐
板
経
緯
苧
絲

一
高
麗
人
参

一
本
人
参

一
條
人
参

一
西
洋
棉
紗

一
棉
花

一
硼
砂

一
木
香

一
血
喝

一
碗
薬

一
水
銀

一
象
牙

一
尺
桂

一
山
薬

一
沈
香

一
虫
絲

一
酸
棗
仁

一
良
姜

一
充
文
片

一
犀
角

一
木
瓜

一
白
姜
蚕

一
長
条
洋
山
面

一
統
洋
山

-42 -



紙
を
以
被
仰
渡
置
通
二
候
、
然
共
「
え
」
申
冠
船
二
え

勅
使
御
乗
船
；
頭
漢
那
親
雲
上
口
内
；
被
仰
含
越
、
評
償
物
大
荷
勝
持
渡
さ
せ
、

且
標
官
5
申
唐
人
御
当
地
ね
列
渡
候
ハ
ヽ
、
御
用
之
御
為
二
も
可
相
成
5
相
考
、

彼
父
子
渡
海
為
致
度
申
進
候
得
共
、
仕
廻
料
差
支
候
由
二
る
相
断
候
付
、
自
分
銀

借
相
渡
、
父
子
共
正
使
内
二
る
為
致
渡
海
候
故
、
評
慣
物
加
下
又
ぇ
六
ヶ
敷
儀
共

標
官
を
以
、

「
勅
使
ね
御
内
意
申
上
さ
せ
、
段
；
御
為
筋
為
相
成
由
、
辰
冠
船
二
も
評
憤
物
多

不
持
渡
様
可
相
働
旨
、
渡
唐
人
数
之
内
御
見
合
内
;
被
仰
含
越
候
得
共
、
其
儀
不

相
調
、
折
節
寅
秋
走
大
唐
船
唐
ね
越
年

二
る
脇
筆
者
仲
里
筑
登
之
親
雲
上

二
ぇ
正

勅
使
ね
も
参
謁
之
上
、
評
償
物
減
方
御
内
意
申
上
、
弥
清
冊
を
以
御
締
方
被
仰
渡

置
候
慮
、
冠
船
両
艘
多
人
数
乗
組
候
付
御
締
向
届
兼
、
千
貫
目
程
之
品
物
持
渡
、

御
手
銀
高
二
ぁ
ぇ
難
買
取
、
猶
又
仲
里
ね
訳
ヶ
る
被
仰
渡
、
右
之
林
氏
・
丁
氏
両

（密）

人
相
便
極
蜜
取
計
を
以
、
評
償
物
高
料
之
品
ハ
都
る
差
返
、
部
銀
も
加
四
加
三
及

筈
候
慮
、
是
又
相
働
加
二
相
下
ヶ
最
初
千
貫
め
程
之
評
慣
物
過
半
相
減
為
申
由
、

戌
冠
船
二
も
兼
め
係
人
渡
唐
被
仰
付
、
評
償
物
太
荷
勝
持
渡
、
高
直
之
所
「
品
」

不
持
渡
方
二
商
人
共
ね
細
；
頼
入
、
請
合
之
拠
書
等
請
取
来
、
猶
又
御
迎
大
夫
．n

も
被
仰
含
越
、
於
唐
相
働
候
付
官
所
5
も
御
取
締
被
仰
付
、
評
償
物
太
荷
勝
持
渡
、

高
直
之
品
持
渡
候
儀
御
禁
止
為
被
仰
付
由
、
然
慮
多
人
数
之
御
取
締
向
届
兼
候
哉
、

既
二
御
渡
来
之
上
ぇ
千
貫
め
餘
之
品
物
相
及
、
右
買
入
代
銀
及
不
足
、
さ
ん
物
方

5
拝
借
等
を
以
兎
哉
角
御
取
韻
為
相
成
事
候
、
此
節
之
儀
不
意
非
常
之
御
物
入
凶

歳
等
打
績
、
芳
以
御
蔵
方
を
始
国
中
一
統
極
；
及
難
渋
候
上
、
「
さ
ん
物
方
も
金
子

使
御
方
林
氏

・
丁
氏
兼
る
心
安
致
取
合
、
右
両
人
手
寄
を
以
」

丑
秋
走

接

封

大

夫

渡

唐

役

者

中

月
日

濱
比
嘉
親
方

冨
川
親
雲
上

御
格
護
無
之
事
二
る
、
差
当
御
手
当
銀
及
相
違
候
る
も
右
様
御
取
餓
方
難
被
成
、

至
る
及
御
差
支
候
儀
案
中
二
る
、
何
れ
」
評
慣
物
相
減
不
申
も
不
叶
、
其
方
共
ね

ね
差
園
之
上
随
分
相
働
、
且
標
官
又
ぇ
林
氏

・
丁
氏
様
成
唐
人
共
丁
寧
二
取
合
、

勅
使
御
方
杯
¢
相
付
、
渡
海
為
致
、
御
用
向
彼
是
御
為
筋
相
成
候
様
可
被
取
計
候
、

上
聞
被
仰
渡
候
条
、
右
之
件
得
5
汲
受
、
此
涯
尽
心
力
可
被
相
働
旨
、
御
差
圏
ニ

る
候
、
以
上
、

当
間
筑
登
之
親
雲
上

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
萬
反
致
差
圏
、
尤
唐
人
槌
成
人
鉢
各
二
も
承
合
、

勅
使
内
二
る
渡
海
さ
せ
御
当
地
御
為
筋
相
成
候
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
ニ

る
候
、
以
上
、

月
日

評
偵
方
中
取

玉
那
覇
筑
登
之
親
雲
上

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
渡
唐
之
面
；
、
唐
人
6
不
致
借
銭
様
二

5
之
儀
え
、
跡
;
6
堅
御
禁
止
被
仰
渡
置
、

猶
又
去
戌
冠
船
前
分
ヶ
る
被
仰
渡
趣
有
之
候
付
る
も
、
聯
緩
せ
之
儀
ぇ
有
之
間
敷

候
得
共
、
先
年
冠
船
之
節
唐
人
5
致
借
銀
候
者
罷
在
、
段
;
及
御
礼
方
二
御
咎
め

左
候
る
働
之
程
合
二
應
し
其
御
見
合
被
仰
付
筈
候
、
此
旨
被
達

評
償
方
御
用
係
被
仰
付
候
間
、
渡
唐
候
ハ
、
勢
頭

・
大
夫

・
接
封
大
夫

・
役
者
中
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一
海
鼠
・
飽
之
儀
、
当
時
御
く
に
元
高
直
之
上
才
覚
も
六
ヶ
敷
有
之
、
来
年
冠
船
之

節
評
債
用
意
申
請
御
取
止
相
成
候
慮
、
此
中
渡
唐
船
ち
い
り
＜
・
飽
類
年
；
大
分

為
持
渡
由
候
得
も
、
来
年
唐
人
共
右
品
類
二
品
替
之
考
を
以
評
償
物
大
分
可
持
渡

授
難
計
事
候
条
、
渡
唐
之
上
唐
人
共
ね
時
宜
都
合
次
第
い
り
＜
・
飽
之
儀
、
国
産

ハ
縦
計
二
る
、
多
分
宝
嶋
持
渡
「
来
」
候
を
買
取
候
虞
、
近
年
出
所
高
直
之
由

ニ

？
廣
不
持
渡
、
求
方
至
る
六
ヶ
敷
有
之
、
唐
人
¢
馳
走
用
意
迄
を
漸
相
調
、
評
慣

用
ぇ
昆
布

・
干
藻
・
鮫
鰭
等
手
当
有
之
趣
を
以
申
聞
、
唐
人
共
評
慣
品
多
不
持
渡

様
、
精
；
可
被
相
働
候
、

接
封
大
夫

月
日

渡
唐
役
者
中

濱
比
嘉
親
方

被
仰
付
置
候
、
来
年
右
鉢
之
者
と
も
有
之
、
唐
人
共
催
促
方
難
渋
之
儀
共
申
立
候

る
え
、
其
身
之
罪
科
も
不
申
及
、
御
難
題
二
も
相
成
事
候
条
、
借
銀
有
之
方
ハ
急

度
致
返
済
、
借
状
取
返
置
候
様
可
申
渡
旨
、
去
辰
年
以
来
渡
唐
役
者
ね
被
仰
渡
置

候
得
共
、
猶
又
桐
敷
相
龍
シ
、
若
致
借
銀
居
候
者
も
候
ハ
ヽ
此
節
銀
致
返
済
、
借

状
取
返
さ
せ
、
左
候
る
向
後
兼
る
被
仰
渡
置
趣
堅
相
守
、
少
辿
も
唐
人
5
致
借
間

候
条
、
右
之
趣
渡
唐
末
；
之
者
迄
堅
可
被
申
渡
候
、
尤
役
者
15
右
之
首
尾
方
取
扱

候
筋
唐
人
ね
相
聞
候
る
ぇ
却
る
難
渋
之
儀
共
可
致
出
来
候
間
、
渡
唐
之
上
勢
頭
・

大
夫
申
談
、
随
分
不
事
立
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
二
も
候
、
以
上
、

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

敷
候
、
乍
此
上
借
銀
取
隠
置
唐
人
渡
海
之
上
催
促
於
有
之
ハ
、
屹
5
可
及
御
沙
汰

ハ
ヽ
、
罪
科
不
軽
段
も
頭
二
可
被
申
聞
置
事
、

一
戌
冠
船
之
節
、
評
償
用
之
昆
布
百
斤
二
蕃
銭
六
枚
二
る
相
彿
置
候
、
其
比
ハ
於
唐

昆
布
百
斤
蕃
銭
拾
五
六
枚
以
上
二
も
彿
方
相
成
候
付
、
評
慣
用
も
右
代
成
二
る
買

取
為
申
筈
候
得
共
、
当
時
於
唐
昆
布
代
百
斤
二
蕃
銭
五
六
枚
相
立
候
由
候
得
え
、

評
償
用
如
何
程
下
直
二
可
申
懸
も
難
計
事
二
る
、
昆
布
地
代
及
高
料
候
次
第
兼
も

唐
人
共
に
相
噺
落
着
さ
せ
置
不
申
ハ
、
至
其
期
二
代
立
一

件
致
難
渋
、
御
損
成

ニ

も
可
相
及
候
間
、
是
又
前
条
同
断
及
高
直
候
趣
を
以
、
折
次
第
可
被
相
達
候
、

一
御
当
地
唐
品
及
高
料
候
次
第
唐
人
ね
相
知
候
る
ハ
、
評
償
物
直
組
六
ヶ
敷
可
及
難

渋
候
間
、
於
麿
一

切
右
之
致
取
沙
汰
間
敷
、
尤
高
料
相
成
候
次
第
響
合
候
ぁ
唐
人

相
尋
候
儀
も
候
ハ
ヽ
、
成
程
一
往
ぇ
相
應
之
直
成
為
相
彿
事
候
得
共
、
国
中
二
る

え
禿
ハ
少
、
多
分
ハ
宝
嶋
人
共
買
取
、
日
本
国
ね
持
渡
致
交
易
事
候
慮
、
近
年
彼

之
国
ね
西
洋
諸
国
之
船
;
渡
着
、
唐
物
類
手
廣
致
交
易
、
利
潤
無
之
由

二
る
買
取

不
申
、
夫
故
当
夏
進
貢
船
・
口
持
渡
之
品
；

不
買
「
賣
」

捌
候
上
、
下
直

二
相
成
候

段
、
致
返
答
候
様
可
被
相
心
得
候
、

一
此
節
渡
唐
末
；
之
者
共
若
哉
唐
人
名
前
を
借
、
自
分
之
品
物
評
慣
方
ね
賣
上
候
所

巧
取
企
候
者
も
可
致
出
来
哉
、
且
又
接
貢
船
帰
帆
船
間
唐
人
に
賣
渡
候
款
、

又
ぇ

唐
人
之
頼
を
承
、
諸
品
物
接
貢
船
5
積
来
者
も
可
有
之
哉
、
且
唐
人
ね
銀
子
品
物

等
致
借
渡
、
於
御
当
地
返
弁
請
取
候
働
取
企
候
者
も
可
致
出
来
哉
、
縦
令
末
;
之

者
二
る
も
強
右
様
之
心
底

ハ
有
之
間
敷
候
得
共
、
萬
―
―
己
之
利
欲
二
迷
ひ
不
正

之
企
い
た
し
評
慣
物
多
持
渡
候
も
え
、
当
御
時
節
至
る
御
差
支
可
相
成
「
ハ
」
案

中
二
る
、
別
る
御
念
遣
之
事
候
条
堅
致
取
締
、
自
然
右
鉢
取
企
候
旅
「
族
」
も
候

右
え
来
年
冠
船
御
渡
来
之
節
、
評
償
物
多
持
渡
直
段
及
高
料
候
賊
、

又
ぇ
此
方
5
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接
封
大
夫

月
日

冨
川
親
雲
上

賣
渡
候
品
;
直
段
引
下
、
且
渡
唐
球
「
琉
」
人
共
不
正
筋
之
儀
共
於
有
之
ハ
、
甚

御
難
題
可
成
立
事
候
条
、
此
節
渡
唐
末
;
二
至
り
具
二
申
聞
、
各
も
萬
反
気
を
付

一
本
文
数
ヶ
条
之
趣
ハ
、
従
之
者
共
井
五
主

・
船
方
中
人
別
堅
申
聞
、
仰
渡
通

可
相
守
段
請
取
、
首
尾
可
被
申
出
候
、

一
渡
唐
之
上
ぇ
在
唐
人
数
ね
も
委
細
可
被
申
渡
候
、

附

渡
唐
役
者
中

安
室
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

一
来
年
冠
船
御
渡
来
付
、
評
償
物
多
不
持
渡
様
可
被
相
働
5
之
趣
ハ
、
先
達
ぁ
被
仰

渡
置
候
得
共
、
戌
冠
船
之
節
渡
来
為
致
唐
人
、
評
償
之
様
子
能
存
居
候
者
共
罷
在

由
候
付
、
評
償
物
押
；
過
分
持
渡
候
儀
も
可
有
之
哉
、
当
時
唐
物
御
取
締
桐
敷
被

仰
渡
候
付
、
御
免
品
外
ぇ
容
易
賣
捌
方
不
罷
成
、
其
上
御
時
節
柄
御
用
意
銀
高
校

調
兼
、
至
る
御
難
渋
之
御
事
二
る
商
人
共
兼
る
品
柄
等
手
組
不
致
内
、
於
御
当
地

交
易
振
之
向
合
等
細
；
申
諭
、
評
償
銀
高
相
細
、
品
柄
等
も
其
見
合
を
以
持
渡
候

様
無
之
候
る
不
叶
、
去
秋
評
債
方
係
人
之
内
「
渡
」
唐
付
、
右
御
用
係
被
仰
付
、

於
唐
評
償
物
相
減
候
一
件
、
商
人
共
細
と
，
頼
入
、
請
合
之
拠
書
等
請
取
来
候
得
共
、

商
人
之
慣
し
致
反
覆
候
も
難
計
、
此
節
も
評
償
中
取
玉
那
覇
筑
登
之
親
雲
上

・
当

間
筑
登
之
親
雲
上
致
渡
唐
候
付
、
評
償
一
件
之
御
用
兼
務
被
仰
付
、
別
紙
唐
人
等

不
持
渡
方
可
然
5
之
趣
可
申
諭
候
、

ね
應
答
心
得
書
取
添
被
仰
渡
候
間
、
勢
頭

・
大
夫
相
合
、
精
；
加
下
知
随
分
詮
立

候
様
可
被
取
計
候
、
尤
時
宜
次
第
冠
船
御
手
当
向
之
様
子
相
尋
候
儀
も
可
有
之
、

其
場
返
答
振
交
；
「
相
成
候
あ
え
、
右
應
答
之
趣
意
不
実
之
形
二
被
取
受
」
却
る

故
障
筋
可
致
出
来
不
実
之
形
被
取
受
候
間
、
何
欺
御
手
当
之
様
子
尋
有
之
候
ハ
ヽ
‘

別
紙
之
趣
を
以
致
返
答
、
又
ぇ
都
合
次
第
不
屹
5
立
様
噺
成
等
二
る
細
;
申
諭
候

様
、
役
者
以
下
五
主
・船
方
・従
之
者
共
人
別
相
達
、
渡
唐
之
上
在
唐
人
数
ね
も
委

細
「
可
被
」
申
渡
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

渡
唐
役
者
中

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

唐
人
ね
應
答
之
心
得

一
琉
球
之
儀
不
自
由
之
小
国
、
金
銀
一
切
出
産
無
之
、
宝
嶋
人
日
本
国
15
求
来
候
を

買
取
候
慮
、
近
年
彼
之
国
ね
西
洋
諸
国
之
船
；
渡
着
致
交
易
、
金
銀
求
方
前
；
之

様
不
相
達
由
二
る
、
進
貢

．
接
貢
料
銀
も
乍
漸
相
求
候
振
合
故
、
冠
船
料
銀
干
今

全
不
相
調
、
且
昆
布
•

海
鼠
・

飽
等
之
品
;
国
産
ハ
緩
計
二
る
、
多
分
宝
嶋
人
持

渡
候
を
買
取
候
処
、
是
又
近
来
出
所
高
直
之
由
二
る
廣
不
持
来
、
右
通
之
次
第
故

渡
唐
之
面
；
金
子
「
一
切
」
不
持
渡
、
昆
布

・
飽
「
等
」
之
品
；
も
以
前
15
持
渡

高
引
入
居
候
次
第
二
る
、
評
憤
物
大
分
持
渡
候
る
ぇ
悉
買
取
候
儀
不
相
叶
、
持
戻

候
外
無
之
、
蟷
5
迷
惑
可
致
候
間
、
其
心
得
を
以
仕
廻
方
相
細
、
高
代
之
品
柄
等

接
封
大
夫

濱
比
嘉
親
方

月
日

冨
川
親
雲
上

差
引
可
被
致
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、
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月
日

濱
比
嘉
親
方

濱
比
嘉
親
方

一
唐
人
6
此
節
冠
船
之
儀
、
前
；
之
例
5
ぇ
格
別
年
数
相
延
候
付
る
ハ
夫
丈
廻
安
、

諸
手
当
向
相
届
為
申
筈
候
慮
、
前
条
通
之
申
分
落
着
難
成
杯
5
申
事
候
ハ
ヽ
、
此

以
前
異
国
船
繁
；
来
着
、
夷
人
も
交
；
逗
留
段
；
不
意
非
常
之
入
費
及
大
分
、
且

近
年
風
旱
飢
饉
等
打
績
、
芳
之
所
15
国
中
一
統
及
困
窮
、
諸
手
当
向
思
様
不
相
調

段
可
相
答
候
、

一
右
通
国
中
困
窮
付
る
ぇ
封
王
使
御
渡
来
被
成
候
儀
却
る
大
粧
可
致
5
申
候
ハ
ヽ
‘

封
王
使
申
請
之
儀
、
無
此
上
大
典
、
殊
ニ

勅
使
御
渡
海
王
爵
被
致
頂
戴
候
ハ
ヽ
、
蒙

御
徳
化
お
の
つ
か
ら
国
運
到
来
豊
饒
可
相
成
5
上
下
萬
民
深
願
仕
居
候
段
、
返
答

一
冠
船
御
渡
来
之
節
、
罷
渡
候
阿
口
通
事
之
儀
、
謝
衝
井
渇
爺
事
人
鉢
宜
、
此
両
人

（采）

渡
来
有
之
候
ハ
、
御
用
弁
宜
、
且
阿
口
通
事
筆
者
王
康
謙
も
人
鉢
相
應
有
之
、

勅
使
御
側
用
二
る
罷
渡
候
ハ
ヽ
、
評
償
一
件
其
外
御
内
意
向
等
格
別
御
為
筋
可
相

成
候
間
、
右
三
人
致
渡
来
候
様
被
仰
付
度
旨
、
久
米
村
方
井
御
方
被
申
出
趣
遂
披

勅
使
福
州
御
下
着
被
成
候
ハ
ヽ
、
屹
5
御
内
意
申
上
い
つ
れ
も
右
者
共
被
列
渡
、

安
室
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

月
日

冨
川
親
雲
上

諸
御
用
向
宜
相
弁
候
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

露
、
其
通
被
仰
付
候
条
、
渡
唐
之
上
勢
頭
・
大
夫
ね
も
被
申
談
、
面
；
申
達

月
日

可
致
候
、

一
冠
船
御
滞
留
中
、
傾
城
共
引
彿
被
仰
付
候
段
ハ
別
紙
を
以
被
仰
渡
置
通

二
候
、
然

ぇ
戌
冠
船
之
時
、
布
政
司
ら
御
取
締
被
仰
渡
候
御
書
付
写
二
、

勅
使
御
召
列
人
数
随
分
国
法
を
守
、
身
分
を
安
し
於
琉
球
少
も
難
渋
仕
間
敷
、
若
酒

色
を
好
、
賭
博
・
喧
唖
・
ロ
論
又
ぇ
傾
城
慰
等
い
た
し
候
者
ぇ
無
調
法
之
品
「
應

し
」
罪
科
可
被
仰
付
5
之
趣
相
見
得
、
既

勅
使
御
渡
海
之
上
、
傾
城
共
館
屋
近
邊
徘
徊
、
兵
役
人
等
令
懇
惑
候
段
被
聞
召
、

（密）

厳
密

二
相
改
追
返
候
様
二

5
、
那
覇
官
ね
被
仰
渡
、
末
；
唐
人
等
れ
も
段
；
御
取

締
被
仰
付
、
右
外
琉
球
国
志
略
等
二
傾
城
一
件
御
取
締
被
仰
渡
置
御
事
も
候
得
共

「
え
」
、
兎
角
来
年
も
右
例
を
以
お
の
つ
か
ら
御
取
締
可
被
仰
付
賦
候
得
共
、
前
;

冠
船
之
節
え
、
唐
人
共
傾
城
附
合
さ
せ
、
至
此
節
被
召
留
殊
二
此
跡
渡
唐
之
者
15

傾
城
罷
渡
「
在
」
候
段
、
相
噺
置
候
も
有
之
由
候
得
え
、
当
分
傾
城
不
罷
居
段
相

達
候
ハ
ヽ
、
異
国
人
二
拘
取
繕
候
形
二
唐
人
共
相
察
、
来
年
渡
唐
之
上
、
女
人
ね

差
障
候
も
難
計
、
至
極
御
念
遣
之
御
事
候
条
、
於
唐
勢
頭
・
大
夫
．
P

も
申
談
、

勅
使
福
州
御
下
着
被
成
候
ハ
ヽ

、
時
宜
御
都
合
次
第
別
紙
被
仰
渡
置
候
趣
を
以
、

傾
城
不
罷
居
次
第
通
上
、
末
；
唐
人
等
心
得
違
無
之
様
御
取
計
被
下
度
御
内
意
申

上
、
猶
又
官
所
¢
も
手
寄
を
求
、
桐
敷
御
取
締
被
仰
渡
候
方
相
働
、
唐
人
共
渡
来

之
上
律
儀
有
之
候
様
可
被
取
計
候
、
此
旨
御
差
園
二
る
候
、
以
上
、

接
封
大
夫

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上
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月
日

濱
比
嘉
親
方

以
上

一
御
当
地
傾
城
之
儀
、
異
国
人
等
二
射
し
不
罷
居
「
段
」
御
達
相
成
候
付
、
冠
船
御

渡
来
之
節
、
唐
人
共
傾
城
附
合
さ
せ
候
る
え
、
異
人
等
に
響
合
相
成
、
又
え
冠
船

御
滞
留
中
異
国
船
来
着
、
異
人
等
目
二
懸
候
ハ
ヽ
、
至
る
御
故
障
筋
出
来
、
是
以

御
国
難
之
端
不
容
易
儀
5
深
被
及
御
吟
味
、
冠
船
御
滞
留
中
ハ
傾
城
引
彿
被
仰
付

候
間
、
此
節
渡
唐
之
面
；
唐
人
共
れ
、
御
当
地
此
以
前
異
国
船
繁
；
来
着
、
異
人

等
逗
留
住
家
等
作
立
永
久
之
姿
相
見
得
候
付
、
傾
城
共
致
驚
怖
方
；
ね
遊
去
、
且

飢
饉
打
組
諸
民
一
統
及
難
儀
、
傾
城
附
合
候
も
無
之
、
右
者
共
素
立
方
不
罷
成
、

至
当
分
ハ
不
罷
居
段
、
折
次
第
相
達
、
尤
此
中
渡
唐
末
；
之
者
5
傾
城
罷
在
候
段

相
噺
置
候
狡
可
有
之
、
右
之
趣
唐
人
5
申
掛
候
ハ
ヽ
、
虚
説
之
成
二
相
達
、
前
文

通
当
文
「
分
」
不
罷
居
段
幾
重
二
も
申
張
、
令
落
着
候
様
可
被
取
計
候
、
有
間
敷

事
二
ぇ
候
得
共
、
萬
一
傾
城
罷
在
候
段
、
実
形
唐
人
‘
口
相
噺
候
る
え
、
来
年
渡
来

之
上
傾
城
在
所
相
尋
候
辿
致
方
；
、
至
る
御
故
障
筋
可
致
出
来
ハ
案
中
二
る
、
甚

御
念
遣
之
御
事
候
条
、
件
之
趣
具
二
得
其
意
、
此
涯
傾
城
一
件
、
唐
人
共
ね
申
触

様
不
行
届
候
ハ
ヽ
、
御
難
題
二
も
相
懸
候
訳
合
厚
心
肝
銘
し
、
前
文
之
趣
を
以
何

れ
二
校
唐
人
令
落
着
候
様
、

五
主

・
船
方

・
従
之
者
迄
人
別
堅
申
渡
、
其
首
尾
可

被
申
出
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

安
室
親
雲
上

冨
川
親
雲
上

接
封
大
夫

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上

（密）

附
、
渡
唐
之
上
ぇ
在
唐
人
鉢
「
数
」
ね
も
本
文
之
趣
、
細
蜜
可
申
渡
候

渡
唐
役
者
中

「
本
文
、
九
月
十
日
馬
艦
船
那
覇
致
入
油
、
勅
答
汝
閏
五
月
十
六
日
相
下
候
段
、
承
候
事
」

一
去
秋
進
貢
便
5
請
封
御
願
被
仰
上
、
弥
御
願
通
相
済
候
段
、
早
；
御
承
知
被
成
候

得
共
、
御
手
当
彼
是
手
都
合
有
之
候
間
、
右
一
件
早
；
申
越
候
方
可
被
取
計
段
ハ
、

勢
頭

・
大
夫
渡
唐
前
被
仰
渡
置
候
付
、
唐
着
早
速
6
段
；
相
働
候
得
共
、
帰
唐
船

勅
答
不
相
下
、
慄
着
馬
艦
船
出
帆
相
拍
さ
せ

勅
使
相
下
次
第
帰
帆
可
申
付
段
、
勢
頭
・
大
夫
申
越
有
之
候
慮
、
今
以
帰
着
無
之
、

（
待
力
）

至
る
御
持
兼
被
成
候
、
布
政
司
5
接
封
大
夫
差
渡
方
を
始
、
諸
手
当
向
等
都
る
先

例
通
可
取
計
旨
、
為
被
仰
渡
由
候
得
え
、
御
願
通
相
済
候
儀
お
の
つ
か
ら
之
事
候

勅
答
御
承
知
被
成
候
得
共
「
え
」
、
猶
以
御
安
心
可
有
御
座
候
間
、
漂
着
馬
艦
船
子

今
致
滞
船
居
候
ハ
ヽ
、
来
春
日
和
見
合
早
；
帰
帆
さ
せ
候
様
可
被
取
計
候
、
依
御

差
園
此
段
申
達
候
、
以
上
、

言
上
写

安
室
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

一
今
月
七
日
、
当
秋
渡
唐
人
数
に
御
茶
飯
可
被
下
事
、

接
封
大
夫

月
日

得
共
、

出
帆
涯
迄

接
封
大
夫

冨
川
親
雲
上

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上
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一
阿
口
通
事
共
に
従

附
、
当
日
御
注
進
次
第
、

佐
敷
御
殿

田
場
筑
登
之
親
雲
上

此
段
致
御
通
達
候
、
以
上

是
又
前
条
同
断
可
被
相
働
候
、

右
之
通
言
上
相
済
候
間
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、

御
評
定
所
筆
者

瀬
名
波
里
之
子
親
雲
上

真
栄
里
親
雲
上

一
冠
船
御
入
津
之
時
、
従

上
様
於
通
堂
御
迎
之
手
本
差
上
候
得
え
、

勅
使
様
御
下
船
被
遊
候
御
先
例
候
間
、

勅
使
様
よ
り
之
新
儀
注
い
つ
れ
二
も
福
州
二
る
乞
下
ヶ
、
先
達
も
相
届
候
様
、
精

;
可
被
相
働
候
、

一
全
半
魔
給
、
口
月
根
差
分
を
以
入
津
早
速
5
飯
料
被
相
渡
筈
候
間
、
右
差
分
清
冊

一
萬
寿
之
儀
、
冠
船
之
時
於
御
当
地
被
祝
上
置
候
御
先
例
候
間
、
能
；
聞
合
を
以
可

被
申
越
事
、

一
冠
船
付
、
表
御
方
5
被
仰
渡
条
;
‘
其
外
二
も
右
一
件
二
付
可
習
受
儀
共
ハ
、
諸

事
気
を
付
習
受
可
被
申
越
事
、

上
様
被
成
下
候
御
返
答
「
礼
」
物
之
儀
、
大
宿
方
何
賊
不
正
之
儀
共
有
之
由
不
宜
候

間
、
渡
方
之
靭
え
各
を
始
、
新
・
古
存
留
役
者
中
二
も
出
張
拝
受
可
被
致
候
、

附
、
儀
者
積
間
も
進
貢
大
夫
儀
者
同
様
二
る
候
由
、
承
候
事
、

聞
得
大
君
御
殿

覚
右
二
付
、
今
日
五
ツ
前
登
城
、
例
之
通
相
勤
候
事
、

八
月
七
日

丑
八
月
朔
日

丑
八
月
朔
日

輿
儀
筑
登
之
親
雲
上

右
条
；
萬
反
気
を
付
被
罷
居
、
尤
可
申
越
儀
共
有
之
候
ハ
ヽ
、
便
宜
次
第
早
；
可

被
申
越
候
、
以
上
、

冨
山
通
事
親
雲
上

国
場
親
雲
上

私
渡
唐
帰
帆
積
間
之
儀
、
戌
年
之
例
通
渡
唐
之
時
進
貢
大
夫
同
様
、
帰
帆
之
時
進

貢
大
夫
之
三
分
壱
被
成
下
候
、
尤
割
方
之
儀
渡
唐
「
え
」
オ
府
以
下
五
主
・
船
方

一
御
願
出
次
第
親
雲
上
御
使
を
以
、
御
餞
被
成
下
候
間
、
三
日
前
御
申
出
可
被
成
候
、

真
栄
里
親
雲
上

八
月
七
日

附
、
三
日
前
可
被
申
出
候
、

一
願
出
次
第
親
雲
上
以
御
使
、
御
餞
被
成
下
候
間
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、

八
月
七
日

迄
、
帰
帆
ハ
勢
頭
・
大
夫
5
五
主
・
船
方
中
迄
割
府
為
致
由
、
承
候
事
、

御
迎
大
夫

真
栄
里
親
雲
上

天
願
親
方

月
日
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右
、
従

八
月
廿
六
日

上
様 右
、
従

一
国
分
多
葉
粉
六
拾
把

進
な
く
八
ツ
時
分
御
下
被
成
度
、
是
又
申
上
候
事
、

来
ル
廿
二
日
、
御
餞
被
成
下
度
旨
、
御
書
院
井
御
近
習

八
月
十
八
日

聞
得
大
君
御
殿
参
上
、
大
親
御
取
次
美
拝
申
上
、
罷
在
「
下
」
候
事
、

聞
得
大
君
加
那
志
様

昨
日
、
従

真
栄
里
親
雲
上

八
月
十
九
日

八
月
廿
二
日

一
今
日
従

上
様
、
御
書
院
当
御
使
、
従

拝
領
物
左
之
通

一
白
麻
五
束

一
白
麻
弐
束
完

聞
得
大
君
御
殿

一
尺
幾
せ
る
拾
五
対

一
練
蕉
布
三
反

一
国
分
多
葉
粉
弐
拾
把
ツ
ヽ

八
月
七
日

濱
比
嘉
里
之
子
親
雲
上

聞
得
大
君
御
殿
参
上
相
伺
候
処
、
弥
其
通
被
仰
付
候
段
、
「
被
仰
聞
候
付
」
当
日
御
注

聞
得
大
君
加
那
志
様

佐
敷
按
司
加
那
志
様
、
親
雲
上
御
使
を
以
御
餞
被
成
下
候
事
、

八
月
廿
三
日

上
様
、
御
書
院
当
、
従

佐
敷
按
司
加
那
志
様
、
親
雲
上
御
使
を
以
御
餞
被
成
下
候
、
美
拝
為
可
申
上
、
今
日
登

城
、
御
書
院
井
御
近
習
御
取
次
美
拝
申
上
、
左
候
る

八
月
十
八
日

一
乗
船
之
儀
、
被
申
出
候
通
、
来
ル
廿
八
日
相
済
候
間
、
此
段
致
問
合
候
、
以
上
、

渡
唐
役
者
中

澤
祗
親
雲
上

今
般
唐
ね
被
差
上
候
御
状
、
明
日
於
上
之
天
后
宮
相
渡
候
間
、
同
日
四
ツ
時
分
罷

出
可
被
請
取
候
、
此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、

真
栄
里
親
雲
上

冨
山
通
事
親
雲
上

国
場
親
雲
上

佐
敷
御
殿
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都
合
六
人
差
卸
、
戌
冠
船
二
え

一
右

二
付
、
今
日
四
ツ
時
分
、
上
之
天
后
宮
ね
罷
出
、
左
之
通
請
「
取
」
候
事
、

一
為
恭
迎
欽
差
之
杏
壱
通

右
、
勅
使
様
ね
差
上
用

一
為
恭
迎
綸
恩
欽
差
之
杏
壱
通

右
、
布
政
司
ね
差
上
用

一
次
口
之
空
道

一
次
口
皮
空
道

八
月
廿
七
日

今
日
五
ツ
時
分
、
登

上
様
に
御
書
院
当
、

聞
得
大
君
御
殿
「
参
上
」
、
大
親
御
取
次
を
以
右
同
断
申
上
候
事
、

一
勅
使
御
入
津
儀
注
写
壱
さ
つ

一
先
冠
船
之
時
人
名
清
冊
写
壱
さ
つ

右
、
於
唐
見
合
用
と
／
久
米
村
考
方
、
筆
者
嘉
手
川
筑
登
之

5
請
取
候
事
、

一
前
；
冠
船
御
渡
来
之
節
ハ
、
御
当
地
船
方
よ
り
頭
号
船
・
¢
六
人
、
二
号
船
に
四
人

乗
合
被
仰
付
、
御
帰
帆
之
節
;
ハ
頭
号
船
；
頭
申
出
之
趣
有
之
、
唐
御
船
頭

•

水

主
共
船
功
之
者
二
る
無
之
訳
を
以
、
頭
号
船
ハ
船
方
拾
四
人
相
重
、
都
合
弐
拾
人

乗
付
被
仰
付
候
慮
、
辰
冠
船
御
帰
帆
之
時
ハ
船
間
関
合
候
付
、
佐
事
井
従
之
内
15

佐
敷
按
司
加
那
志
様
ね
御
近
習
御
取
次
、
御
暇
乞
申
上
、

同
廿
七
日

城

冨
川
親
雲
上

副
勅
使
二
号
船
15
御
帰
帆
被
成
二
付
、
是
又
当
頭
号
船
同
様
弐
拾
人
乗
付
置
候
、

当
時
船
方
共
不
進
相
成
、
定
式
之
船
方
さ
へ
持
「
揃
」
兼
候
鉢
候
得
え
、
来
年
冠

船
御
帰
帆
之
節
重
乗
付
候
儀
も
候
も
え
、
船
柄
之
者
揃
兼
可
申
哉
5
、
御
念
遣
之

御
事
候
間
、
右
之
趣
頭
二
号
船
両
艘
船
頭
共
ね
具
二
申
聞
、
渡
唐
之
上
ハ
各
船
主

相
逢
、
冠
船
御
往
還
共
日
和
乗
前
等
相
互

二
致
吟
味
、
入
念
相
働
候
儀
ハ
を
の
つ

か
ら
之
事
候
得
共
、
第
一
唐
御
船
頭
・
水
主
共
船
柄
相
揃
不
申
ハ
、
於
船
中
働
方

思
様
不
行
届
可
差
支
候
間
、
御
船
頭
井
水
主
共
船
柄
見
合
方
、
分
ヶ
る
入
念
候
様
、

右
両
艘
船
主
共
に
令
相
談
、
何
れ
も
船
柄
相
揃
候
様
可
被
取
計
候
、
尤
唐
船
方
共

先
例
四
拾
八
人
之
由
候
得
共
、
若
哉
「
琉
」
船
方
共
手
弱
有
之
候
杯
5
申
、
唐
人

重
乗
付
候
儀
も
難
計
事
候
間
、
能
；
気
を
付
聞
繕
、
自
然
右
鉢
「
様
」
之
模
様
も

候
ハ
ヽ
、
手
寄
を
求
屹
5
御
内
意
申
上
、
戌
冠
船
之
時
、
布
政
司
5
撫
院
．
¢
被
御

申
上
候
趣
も
辰
冠
船
二
ぇ
一
艘
向
二
船
頭
•
水
主
四
拾
八
人
乗
合
候
慮
、
山
東
往

来
之
商
船
ぇ
水
主
弐
拾
四
人
乗
合
全
致
往
還
候
間
、
欽
差
御
乗
船
水
主
ハ
今
六
人

重

都
合
三
拾
人
乗
付
候
ハ
ヽ
、
差
支
候
儀
ハ
無
御
座
候
間
、
右
人
鉢
「
数
」
乗

合
被
仰
付
度
旨
被
申
上
候
慮
、
船
主
共
5
船
中
不
人
足
二
も
え
船
取
扱
方
不
行
届

候
間
、
水
主
も
先
例
通
一
艘
四
拾
八
人
乗
付
候
様
、
海
防
官
ね
願
立
、
其
通
為
被

仰
付
段
、
御
迎
大
夫
申
出
之
書
付
、
帳
留
相
見
得
候
間
、
右
之
行
成
「
も
」
御
都

合
次
第
二
ぇ
御
内
分
5
申
上
、
何
れ
先
例
通
一
艘
向
二
四
拾
八
人
二
不
過
、
渡
来

有
之
候
様
可
可
被
相
働
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
、

八
月
廿
六
日

安
室
親
雲
上

濱
比
嘉
親
方

古
堅
親
雲
上

勝
連
親
雲
上
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八
月
廿
六
日

乾
隆
皇
帝
様
斃
御
被
遊
候
慮
、
封
王
使
被
御
遣
、
且
朝
鮮

・
安
南
国
二
も
三
年
之
喪

内
王
爵
を
以
頂
戴
被
致
候
例
有
之
由

二
る
、
此
節
も
去
秋
之
請
封
御
願
被
仰
上
候

付
、
為
御
迎
被
差
渡
候
段
申
上
、
尤

（
待
力
）

勅
使
御
相
持
向
一
件
何
様
相
心
得
候
哉
5
、
御
尋
共
候
ハ
ヽ
‘

勅
使
御
取
「
相
」
持
之
儀
、
被
為
射

天
朝
不
軽
御
事
二
る
、
諸
事
御
先
例
通
「
致
」
手
当
置
候
得
共
、
兎
角
御
渡
海
之
上
、

萬
端
「
得
」
御
差
圏
取
行
申
筈
之
段
申
上
、
御
都
合
次
第
二
え
御
方
所
存
形
を
以
、

躍

・
火
花

・
爬
龍
舟
等
之
儀
、
何
様
有
之
可
然
哉
之
所
、
不
屹
立
様
被
習
受
、
何

分
便
宜
次
第
可
被
申
越
旨
、
御
差
園

二
る
候
事
、

一
来
年
御
渡
来
之
遊
撃
・
都
司

・
弾
圧
官
、
前
；
冠
船
之
時
渡
来
被
致
候
衆
5
官
上

二
も
候
ハ
ヽ
‘

上
様

・
摂
政

・
三
司
官
衆
6
御
禰
射
向
相
替
候
儀
も
可
有
之
哉
、
且
唐
之
儀
時
之
振

合
次
第
御
證
射
向
相
替
候
儀
も
難
計
事
候
間
、
渡
唐
之
上
勢
頭

・
大
夫
相
合
、
右

官
人
衆
官
位
又
も
当
時
之
禰
節
等
承
合
、
御
證
射
向
相
替
事
候
ハ
ヽ
、
功
者
之
方

時
も
前
年

勅
使
福
州
御
下
着
、
奉
得
御
封
顔
候
靭
え
、
御
当
地
国
喪
之
次
第
被
聞
召
、
右
一

件
え
御
尋
共
候
ハ
ヽ
、
去
臓

国
母
様
斃
御
為
被
遊
事
候
得
共
、
王
爵
御
頂
戴
ハ
無
此
上
御
大
典
二
る
、
申
冠
船
之

接
封
大
夫

一
古
銀

・
蕃
銭
、
十
分
銀

二
何
程
致
引
合
候
段
、
右
引
合
員
数
書
之
事
、

但
、
二
行
評
慣
中
取
玉
那
覇
筑
登
之
親
雲
上
・
当
間
筑
登
之
親
雲
上
被
仰
渡
置

一
評
償
物
品
員
数
井
地
代
且
惣
銀
高
之
事
、

九
月
二
日

一
勅
使
始
附
従
之
官
人
衆
、
生
国

・
姓
名

・
官
位
、
且
官
人
衆
井
全
凜
給

・
半
凜
給

一
龍
亭

・
彩
亭

二
可
載
御
品
、
戌
冠
船
5
相
重
候
ハ
、
筋
相
調
方
等
之
事
、

一
御
筆
御
拝
領
之
事
、

一
冠
船
御
入
津
之
当
日
、

同
治
皇
帝
様
御
代
相
成
候
付
、
御
先
例
之
通
儀
注
相
直
候
る
も
可
相
済
哉
、
且
天
使

（司）

館
御
棲
眠
床
懸
香
御
筋
一
件
、
且
来
年
御
渡
来
遊
撃

・
都
合

・
弾
圧
官
、
前
；
渡

来
被
致
候
衆
5
官
上
二
も
候
ハ
ヽ
、
御
蓋
到
向
一
件
習
受
被
仰
付
候
数
ヶ
条
之
事
、

咸
豊
皇
帝
様
御
名
同
音

二
る
、
祠
節
二
改
方
被
仰
付
置
候
得
共
、

先
皇
后
様
御
月
忌
御
差
当
候
節
、
路
次
楽
奏
し
候
儀
、
且
儀
注
之
二
字
ぇ

先
皇
帝
様

一
御
入
津
儀
注
之
事
、

其
外
御
召
列
人
数
高
之
事
、

覚 接
封
大
夫

濱
比
嘉
親
方

勝
連
親
雲
上

15
習
受
便
宜
次
第
可
被
申
越
候
、
此
旨
御
差
圏
二
る
候
、
以
上
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九
月

九
月
九
日

事、

之
候
ハ
、
致
才
覚
来
夏
可
被
持
渡
事
、

九
月
三
日

近
年
、
朝
鮮
国
ね
封
王
使
御
渡
海
為
被
成
「
由
」
噂
有
之
由
候
慮
、
右
ぇ
三
年
之

国
喪
内

二
る
ハ
有
之
間
敷
哉
、
阿
口
通
事
謝
爺
其
外
二
も
在
京
之
時
、
右
一
件
承

候
者
も
可
有
之
哉
、
渡
唐
之
上
内
；
聞
合
、
噺
承
居
候
者
罷
在
候
ハ
ヽ
、
国
喪
内

勅
使
御
相
待
向
何
様
為
被
召
行
哉
、
委
承
便
宜
次
第
可
被
申
越
候
、
且
又
朝
鮮
其

外
之
国
喪
内

勅
使
御
相
待
向
一
件
、
委
載
置
候
書
物
も
可
有
之
哉
、
是
又
被
相
尋
、
弥
右
書
有

共
気
を
付
可
被
問
越
旨
、
御
差
圏
二
る
候
事
、

候
間
、
右
両
人
ね
可
被
申
渡
候
、

右
条
;
ハ
御
手
当
向
「
二
」
相
懸
、
早
；
御
承
知
被
成
候
得
え
御
心
得
可
相
成
候
問
、

馬
艦
船
等
致
漂
着
儀
も
候
ハ
、
早
仕
出
を
以
、
右
条
A
>

其
外
も
御
心
得
可
相
成
儀

八
月
廿
八
日

一
今
日
、
乗
船
仕
候
事
、

一
右
二

付
、
今
日
五
ツ
時
分
役
者
中

・
御
船
頭

．
接
貢
船
船
頭
迄
才
府
田
里
筑
登
之

親
雲
上
宿
ね

相
揃
、
御
奉
行
様
・
御
役
;
衆
ね
口
上
書
名
札
を
以
御
暇
乞
申
上
候

一
今
日
、
重
陽
之
節
句
二
付
、
菩
薩
加
那
志
御
前
．
¢
御
三
味
物
備
上
、
例
之
通
御
拝

相
勤
候
事
、

附
、
御
三
味
物
之
儀
ハ
公
向
二
る
候
、
尤
調
方
之
儀
ハ
継
官
構
二
る
候
也
、

御
印
口
上
覚
印

乍
恐
申
上
候
、

同
治
四
年
乙
丑
八
月

勅
使
御
迎
大
夫
日
記

真
栄
里
親
方

接
貢
「
封
」
大
夫

‘
真
栄
里
親
雲
上

（
第
二
冊
）
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右
願
出
之
通
、
被
仰
付
度
奉
存
候
、
以
上
、

八
月

御
船
手
奉
行
喜
舎
場
里
之
子
親
雲
上

高
奉
行
安
谷
屋
親
雲
上

右
願
出
之
通
、
御
取
持
有
御
座
度
奉
存
候
、
以
上
、
御
迎
大
夫真
栄
里
親
雲
上

八
月

頭
号
船
船
頭
西
銘
筑
登
之
親
雲
上

勅
使
様
御
迎
佐
事

・
水
主
勲
功
之
儀
、
定
式
佐
事

・
水
主
「
共
」

15
倍
御
取
持
被
仰

付
候
御
先
例
之
由
、
内
;
承
知
仕
候
、
然
ぇ
船
方
之
儀
、
惣
も
困
窮
之
者
二
る
専

繰
合
之
餘
勢
を
以
、
父
母
妻
子
致
介
抱
候
慮
、
近
年
殊
之
外
唐
不
景
気
相
成
、
船

方
共
相
厭
候
付
、
去
年
進
貢
船
佐
事

・
定
加
子
ぇ
勲
功
倍
御
取
持
被
仰
付
、
水
主

も
銭
―
―
一
千
貫
文
ツ
、
拝
借
被
成
下
候
付
、
漸
請
合
相
勤
来
事
御
座
候
、
依
之
奉
訴

勅
使
様
為
御
迎
被
差
渡
候
付
、
何
れ
船
功
之
者
乗
附
候
様
取
計
不
申
ぇ
不
叶
事
二
る
、

折
角
人
鉢
見
合
お
か
す
仕
、
既
御
印
紙
等
相
済
候
処
、
勲
功
御
取
持
之
儀
、
御
先

規
通
二
る
ぇ
定
式
同
様
「
前
」
何
そ
不
相
替
事
二
る
、
何
れ
狡
相
厭
何
角
謂
を
構

断
可
申
出
え
案
中
二
る
、
至
極
心
配
仕
事
御
座
候
間
、
前
件
之
次
第
格
別
之
御
取

分
を
以
、
何
卒
此
節
御
迎
佐
事
勲
功
之
儀
、
去
年
定
式
佐
事
勲
功
b
倍
御
取
持
被

仰
付
、
且
水
主
共

二
校
定
式
足
佐
事

・
足
定
加
子
等
勤
居
候
方
5
見
合
、
殊
拝
借

願
も
不
申
上
次
第
御
座
候
間
、
定
式

・
水
主
四
旅
之
勲
功
御
取
持
被
仰
付
被
下
度

奉
願
候
、
左
様
御
達
被
下
候
ハ
、
何
れ
孜
難
有
奉
存
、
随
分
進
立
勤
向
出
精
仕
可

申
5
奉
存
、
此
段
奉
訴
事
御
座
候
条
、
此
等
之
趣
幾
重
二
放
宜
様
御
取
成
可
被
下

儀
奉
頼
候
、
以
上
、

候
儀
御
都
合
之
程
校
難
計
、
恐
多
御
座
候
得
共
、
右
佐
事

・
水
主
之
儀
、

十
月
朔
日

十
月
二
日

大
夫
ね
も
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

心
得
可
被
成
候
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上

十
月
二
日

小
波
津
親
方

勝
連
親
雲
上

大
宿

板
良
敷
親
雲
上

澤
祗
親
雲
上

一
接
貢
船
之
儀
、
来
ル
七
日
致
出
帆
候
付
、
衣
裳
包
井
船
中
野
菜
等
五
日
限
積
入
候

様
、
且
同
日
早
朝
役
者
中
沖
之
寺
ね
相
揃
候
様
、
高
奉
行
よ
り
被
仰
渡
候
間
、
其

一
産
物
方
御
商
法
品
拾
六
「
種
」
之
内
井
御
臨
時
御
注
文
品
之
儀
、
此
節
5
商
人
共

見
込
を
以
相
酎
注
文
、
又
え
勝
手
商
法
被
仰
付
候
段
、
御
く
に
元
5
被
仰
渡
趣
有

之
候
付
、
産
物
方
御
注
文
品
之
儀
、
何
様
可
被
仰
付
哉
之
旨
、
御
目
附
衆
相
伺
候

処
、
当
年
ハ
先
達
る
御
注
文
御
渡
相
成
候
通
、
調
達
方
被
仰
付
候
段
被
仰
渡
候
間
、

（
術
力
）

此
旨
得
其
意
、
抜
物
又
ぇ
買
過
買
不
不
足
等
無
之
、
御
注
文
通
全
可
買
来
候
、
此

旨
御
差
圏
二
も
候
、
以
上
、

冨
嶋
親
雲
上

崎
濱
親
雲
上

玉
城
親
方
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一
今
日
、
順
風
相
成
候
付
、
石
火
矢
三
筒
打
、
五
ツ
頭
時
分
私
井
役
者
中
・
儀
者
・

勤
学
迄
、
櫨
屋
之
上
着
座
、
三
司
官
衆
‘
¢
御
一
礼
、
追
る
大
口
乗
出
候
付
、
着
座

之
面
;
御
城
り
向
御
拝
仕
、
引
次
御
船
菩
薩
加
那
志
御
前
ね
御
拝
仕
候
事
、

一
大
口
乗
出
候
勧
、
石
火
矢
三
筒
打
候
也
、

一
帆
持
祝
と
し
て
四
合
瓶
壱
双
船
頭
方
ね
差
遣
候
也
、

附、 同
七
日

一
今
日
、
酉
頭
時
分
御
船
ね
乗
付
候
事
、

同
六
日

同
五
日

十
月
二
日

大
夫
ね
も
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

申
渡
候
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、

一
今
日
、
衣
裳
包
井
船
中
野
菜
等
乗
付
候
段
、
承
候
事
、

一
接
貢
船
之
儀
、
明
後
七
日
末
明
致
出
帆
候
間
、
明
日
酉
頭
時
分
「
乗
付
」
候
様
、

高
奉
行
5
被
仰
付
候
事
、

接
貢
船役
者
中

大
宿

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
被
得
其
意
、
抜
物
等
無
之
様
、
従
之
者
共
厳
重
取
締
可
被

承
候
也

一
屋
久
か
い
四
甲

附
、
御
花
米
ぇ
役
者
中
5
当
日
貫
、
御
五
水
ぇ
大
宿
5
差
足
置
、
後
日
致
割
府

の
ん
殿
内
井
同
所
嶽
;
致
参
詣
候
段
、
承
候
事
、

同
九
日

十
月
八
日

一
儀
者
ぇ
壱
合
瓶
壱
双
差
遣
候
段
、
承
候
也
、

一
今
日
七
ツ
過
時
分
、
慶
良
間
嶋
致
通
船
候
事
、

一
今
日
早
朝
、
久
米
嶋
致
通
船
候
慮
、
同
九
ツ
時
分
風
戌
亥
之
間
相
成
候
付
、
引
帰

し
酉
頭
時
分
慶
良
間
「
嶋
」
座
喜
味
間
切
阿
嘉
泊
．
g

致
汐
懸
候
也
、

一
今
日
、
三
日
祝
と
／
四
合
瓶
壱
射
船
頭
方
ね
差
遣
候
事
、

一
今
日
、
風
之
御
立
願
と
／
接
貢
船
船
頭
井
頭
号
船
船
頭
両
人
陸
卸

二
る
、
阿
嘉
村

候
段
、
承
候
事
、

右
ぇ
座
間
味

・
渡
嘉
敷
両
間
切
6
有
付
と
／
目
録
取
添
進
来
候
事
、

附
、
儀
者
ね
え
弐
申
、
右
同
断
二
も
進
来
候
由
、
承
候
事
、

一
当
所
津
口
ね
諸
船
汐
懸
之
節
え
、
船
中
5
ふ
た
壱
疋

・
御
花
・
御
五
水
・
仙
香
相

備
致
立
願
候
先
例
之
由
二
る
、
今
日
接
貢
船
船
頭
・
御
船
頭
両
人
、
佐
事
共
致
立

願
候
段
、
承
候
事
、

附
、
ふ
た
代
ぇ
接
貢
船
;
頭
5
差
出
、
餘
ぇ
帰
帆
之
上
船
方
中
致
割
府
候
由
、
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同
十
五
日
雨
天

同
十
四
日

一
今
日
、
針
筋
子
丑
之
間
、

同
十
二
日

一
今
日
、
風
子
之
方
相
成
候
付
、
針
筋
寅
卯
之
間
、
七
ツ
時
分
粟
国
嶋
致
通
船
候
慮
、

漸
；
風
根
相
下
、
卯
辰
之
間
相
成
候
付
、
夜
四
ツ
時
分
針
筋
酉
戌
之
間
、

十
月
十
三
日

一
今
日
、
風
子
丑
之
間
、
針
筋
右
同
断

二
る
五
ツ
時
分
久
米
嶋
致
通
船
候
事
、

一
今
日
、
小
雨
、
風
寅
之
方
、
針
筋
酉
戌
之
間

二
る
候
処
、
夜
中
風
根
段
；
相
替
候

付
、
右
二
應
し
針
筋
取
直
し
致
通
船
候
事
、

一
今
日
、
風
亥
子
之
方
、
針
筋
申
酉
之
間
、
風
波
荒
立
候
付
御
船
菩
薩
加
那
志
御
前

竺
二
百
篇
経
讀
上
、
御
立
願
仕
候
事
、

一
夜
入
候
る
よ
り
風
波
猶
又
荒
立
候
付
、
御
船
菩
薩
加
那
志
御
取
次
、
恰
山
院
井
宮

同
十
一
日

一
今
日
、
風
卯
之
方
相
成
候
付
、
八
ツ
時
分
当
所
出
帆
、
入
相
時
分
久
米
嶋
通
船
、

夜
弐
更
迫
針
筋
酉
戌
之
間
、
三
更
5
針
筋
子
丑
之
間
、

十
月
十
日

之
上
菩
薩
加
那
志
に
大
御
三
味
之
御
結
願
仕
候
段
、
御
立
願
仕
候
事
、

一
今
日
、
風
波
静
相
成
、
風
子
之
方
、
針
筋
酉
戌
之
間
、

一
今
日
、
風
子
丑
之
方
、
針
筋
酉
戌
之
間
、
五
ツ
頭
時
分
と
ん
瀬
5
申
外
山
見
懸
、

夜
七
ツ
時
分
錠
海
ね
錠
を
卸
候
事
、

一
今
日
未
明
、
片
平
城
ね
存
留
6

「
之
」
報
相
届
候
付
、
早
速
兵
船
弐
艘
差
出
、
引

港
と
／
唐
人
壱
人
被
乗
付
候
付
、
同
日
五
ツ
時
分
同
所
出
帆
、
七
ツ
過
時
分
恰
山

院
致
参
着
候
事
、

一
今
日
、
恰
山
院
菩
薩
加
那
志
御
前
．¢
大
御
三
味
備
上
御
結
願
二
付
、
私
始
役
者
中

色
衣
儀
者

・
勤
学
人

・
船
頭

・
御
船
頭

・
佐
事

・
五
主

・
船
方
中
衣
色
冠
帽
子
ニ

、、る、
恰
山
院
廟
参
詣
、
三
脆
九
叩
頭
相
勤
候
事
、

一
間
安
鎮
御
改
之
儀
、
阿
口
通
事
「
井
」
古
存
留
罷
出
不
申
候
付
、
無
「
御
」
改
相
済
候

様
取
計
度
旨
、
存
留
上
運
天
里
之
子
親
雲
上
15
同
所
通
事
相
頼
候
慮
、
弥
願
通
無

十
月
廿
日

同
十
九
日

同
十
八
日

同
十
七
日

十
月
十
六
日
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一
今
日
、
安
挿
二
付
可
致
出
勤
之
虞
御
用
繁
多
二

付
、
内
；
館
屋
下
「
卸
」
い
た
し

居
候
段
申
上
、

御
暇
乞
仕
、
左
候
る
安
挿
相
済
役
者
中
御
船
6
罷
帰
「候

二
付
」
私

狡
色
衣
冠
二
る
宮
之
上
ね
罷
出
、
大
菩
薩
加
那
志
御
前
井
土
地
君
・
琉
位
牌
之
御

同
廿
七
日

十
月
廿
六
日

大
夫
g
も
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

一
明
日
、
封
堵
弥
盤
被
仰
付
候
段
、
阿
口
通
事
申
来
候
間
、
下
館
之
面
；
御
船
ね
乗

付
、
御
改
之
靭
無
手
抜
様
可
被
申
渡
候
、
此
段
致
問
合
候
、
以
上
、

古
存
留楚
南
里
之
子
親
雲
上

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

右
之
通
有
之
候
間
、
此
段
致
通
達
候
、
以
上
、

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

一
於
琉
館
屋
住
居
所
之
儀
、
新
四
棚
「
中
」
表
弐
棚
相
往
居
候
事
、

一
撮
花
壱
射

一
中
山
王
府
小
牌
壱
封

一
正
議
大
夫
小
牌
壱
酎

一
冊
封
恭
迎
大
牌
壱
封

一
赤
涼
傘
壱
本
栄
共

一
赤
笠
五
ツ
鳥
羽
共

覚

（四）

一□

人
輻
壱
通
、
幕
井
雨
履
共

十
月
廿
六
日

大
宿

十
月
廿
六
日

俄
者高
良
筑
登
之

御
改
相
済
候
段
有
之
候
付
、
今
日
五
ツ
時
分
恰
山
院
6
廻
船
、
同
日
七
ツ
時
分
林

浦
致
参
着
候
事
、

一
今
日
、
身
廻
相
卸
、
私
始
役
者
中
館
屋
下
り
「
卸
」
い
た
し
候
事
、

、、

一
右
二
付
、
都
浦
新
港
ね
左
之
通
進
物
差
遣
候
也
、

一
扇
子
弐
本
ッ
、

一
白
麻
二
帖
ッ
、

前
ね
赤
蟻
燭
壱
封
ツ
ヽ
・
御
香
・
御
焼
紙
備
上
、
菩
薩
御
前
ぇ
三
詭
九
叩
頭
、
土

一
接
封
大
夫
追
る
参
官
被
仰
付
筈
候
間
、
乗
輻
井
行
列
道
具
之
儀
、
進
貢
大
夫
之
例

十
月
廿
七
日

を
以
被
相
調
、
此
方
様
子
次
第
可
被
相
渡
候
、
「
此
段
致
問
合
候
」
、
以
上
、

儀
者高
良
筑
登
之

一
頭
号
船

・
ニ
号
船
可
相
成
船
調
部
方
、
頭
号
船

・
ニ
号
船
船
頭
共
申
付
候
事
、

右
ぇ
布
政
司
ね
之
杏
文
差
出
候
硼
、
取
次
之
馬
夫
ね
懸
号
銀
と
／
槌
二
如
斯
御
座

候
、
以
上
、

十
月
廿
七
日

一
銀
子
八
匁
半
天

請
取

一
小
鰹
三
節
ッ
、

大
宿

同
廿
＿
日

地
君

・
位
牌
「
廟
」
ぇ
一
脆
三
叩
頭
仕
、
罷
帰
候
事
、
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候
間
、
五
主
中
ぇ
大
宿
ね
、
従
之
者
ぇ
各
拘
主
、
船
方
ぇ
詰
佐
事
二
る
可

十
一
月
六
日

大
夫
ね
表
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

被
御
勤
候
、
此
段
御
通
達
い
た
し
候
、
以
上
、

十
一
月
六
日

大
宿

事、

一
朱
ぬ
り
捧
壱
射

一
輌
夫
衣
裳
五
枚

右
之
通
御
迎
大
夫
参
官
之
時
入
用
有
之
候
間
、
進
貢
大
夫
之
例
を
以
調
方
被
御
申

十
月
廿
七
日

右
諸
道
具
相
調
候
ハ
ヽ
、
儀
者
請
取
書
を
以
相
請
取
候
事
、

一
銀
子
百
七
拾
三
匁
半
天

右
参
官
之
時
、
掛
号
銀
井
手
本
代
と
／
、
儀
者
請
取
書
を
以
大
宿
15
請
取
、
長
班

役
ね
相
渡
候
事
、

十
月
廿
八
日

一
今
日
、
例
之
通
阿
口
通
事
弐
人

・
同
筆
者
弐
人

・
長
班
役
壱
人
相
招
、
杏
文
両
通

相
調
部
さ
せ
、
布
政
司
．
口
之
杏
文
、
阿
口
通
事
二
る
差
上
「
さ
せ
」
候
事
、

附
、
調
部
方
之
硼
、
琉
菓
子
致
馳
走
候
事
、

十
一
月
三
日

一
明
日
冬
至
二
付
、
於
大
堂
御
規
式
有
之
候
間
、

五
ツ
前
色
衣
冠
帽
子
二
る
、
例
之

通
可
被
相
勤
候
、
此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、

附
、
佐
事
・
五
主

・
士
・
無
系
之
位
衆
迄
色
衣

・
帽
子
二
ぁ
罷
出
候
先
例
二
る

被
相
達
候
、
以
上
、

渡
、
此
方
様
子
次
第
可
被
相
渡
候
、
以
上
、

儀
者高
良
筑
登
之

承
候
也
、

一
今
日
冬
至
二
付
、

い
つ
れ
孜
相
揃
、

菓
子
致
馳
走
候
事
、

大
夫
俄
者高
良
筑
登
之

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

子
之
方
井
琉
球
ね
之
朝
拝
等
先
例
通
相
勤
候

一
同
日
九
ツ
時
分
、
阿
口
通
事

・
同
筆
者
・
長
班
役
謝
相
エ
罷
出
、
於
大
堂
例
通
琉

球
ね
向
御
拝
相
勤
、
「
済
る
」
為
祝
儀
私
棚
ね
罷
出
候
付
、
色
衣
冠
二
る
相
逢
、
茶

附
、
存
留
棚
二
る
右
唐
人
共
ね
御
物
調
を
以
十
二
碗
之
料
理
馳
走
有
之
候
段
、

一
明
後
八
日
、
諸
術
門
参
官
被
仰
付
候
間
、
同
日
五
ツ
時
分
例
之
通
色
衣
冠
二
る
可

十
一
月
七
日

一
明
「
日
」
諸
術
門
参
官
之
日
柄
相
済
候
間
、

可
被
成
候
、
此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、

十
一
月
七
日

五
ツ
時
分
大
堂
．
口
御
揃
例
之
通
御
勤

同
四
日

十
一
月
三
日

大
夫
れ
も
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之
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十
一
月
七
日

小
文
国
吉
里
之
子
親
雲
上

一
唐
日
用
四
人

右
、
明
日
参
官
二
付
、
野
菜
入
阿
第
¢
相
達
、
相
頼
候
事
、

一
明
日
、
御
迎
大
夫
参
官

二
付
、
五
主
壱
人
例
之
通
行
列
相
賦
置
候
間
、
同
日
五
更

時
分
罷
出
、
此
方
引
合
を
以
相
勤
候
様
可
被
御
申
渡
候
、
以
上
、

儀
者

高
良
筑
登
之

+
＿
月
八
日

一
今
日
、
諸
術
門
参
官

二
付
、
私
井
才
府
・
大
通
事
・
官
舎
・
存
留
迫
色
衣
冠
、
儀

一
同
弐
人
輻
共

覚
方
引
合
を
以
相
勤
候
様
可
被
御
申
渡
候
、
以
上

但
、
色
衣
・
帽
子
・
小
帯
・
蛙
着
二
る
、

一
佐
事
壱
人

但
、
色
衣
・
帽
子
・
大
帯
・
鞘
着
二
る
、

一
水
主
拾
四
人

十
一
月
七
日

安
慶
名
親
雲
上

覚

才
府
田
里
筑
登
之
親
雲
上

儀
者高
良
筑
登
之

右
御
迎
大
夫
参
官
二
付
、
例
之
通
行
列
相
賦
置
候
間
、
同
日
五
更
時
分
罷
出
、
此

行
列
左
記

諸う冶汁萎臣
互l

諸う湘汁翠円
回l

諸'7~圧ビ廿
画

君うま田三廿
互

諸汁迄器混圭
缶決

涯汁固紺毘車
涛咲

拇閤薗
団咲

拇詣避
出、決

者
・
小
姓
供
、
色
衣
・
帽
子
・
大
帯
、
下
供
‘
四
ぇ
色
衣
・
小
帯
二
る
、

五
ツ
時
分

大
堂
‘
¢
相
揃
、
阿
口
通
事
・
長
班
役
案
内
者
二
る
撫
院
術
門
参
上
、
土
地
君
廟
ね

相
拍
、
阿
口
通
事
を
以
私
共
参
官
之
段
申
上
、
手
本
差
上
さ
せ
、
夫
5
継
督
衡
門
・

布
政
司
街
門
参
上
、
最
前
之
通
手
本
差
上
さ
せ
、
私
共
ぇ
直
帰
館
、
餘
之
衛
門
ね

も
存
留
・
阿
口
通
事
両
人
参
館
、
手
本
差
上
さ
せ
候
事
、
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嘩苓浩洞
、、＇
津吋
「榊咲」

$-,j鐸>--泄曲森

嘩が中咄
穿→

一
今
日
、
菩
薩
加
那
志
御
下
船
二
付
、
例
之
通
相
勤
候
事
、

+
＿
月
十
四
日

十
一
月

右
き
一
号
船
；
頭
二
る
候
処
、
佐
事
「
唱
」
二
る
ぇ
射
唐
人
、
御
都
合
向
不
宜
、

剰
佐
事
・水
主
共
二
孜
諸
事
気
請
薄
下
知
方
届
兼
候
儀
孜
可
有
御
座
5
奉
存
候
間
、

那
覇
川
乗
届
候
迫
之
間
船
頭
5
唱
申
様
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

古
存
留楚
南
里
之
子
親
雲
上

嘩熔廿
宰吋

印
勢
頭

印
大
夫

印
御
迎
大
夫

覚

一
右
之
人
数
井
唐
日
用
ぇ
店
ち
ん
と
／
銭
拾
弐
貫
文
ツ
、
相
輿
候
事
、

冊臣

溶う
-Ni5~ 圏

aB m面鰈>-且

津う
中芭洛圏

喋滸誹＞
幸→

一
海
防
衛
門

一
行
列
之
佐
事

・
五
主

・
雇
供
致
帰
館
候
ハ
、
‘

致
馳
走
候
事
、

西
銘
筑
登
之
親
雲
上

一
防
道
衝
門

一
水
師
衛
門

慨序

一
根
捕
術
門

一
根
道
術
門

一
理
事
底
衛
門

一
都
院
衝
門

蓉こ各沖
冊咲

苓こも沖
榊咲•

一
福
州
府
術
門

一
守
城
衛
門

袴蔀沸
柑咲

一
都
堂
衝
門

一
案
察
司
術
門

一
将
軍
衛
門

一
布
政
司
衝
門

譴`

譴回

一
総
督
衝
門

諸
術
門
左
記

一
撫
院
衡
門

か
ら
肴

・
「
四
ツ
」

碗
之
物

・
焼
酎
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之
儀
共
無
之
様
可
相
嗜
事
、

以
上

一
大
堂
浮
道
左
右
用
「
天
」
甕
之
儀
、
火
用
心
之
為
居
置
候
間
、
右
甕
ね
き
り
•
あ

一
唐
人
取
合
方
之
儀
、
上
下
共
律
儀
可
相
嗜
候
、
勿
論
喧
糀
・
ロ
論
等
仕
出
候
ハ
ヽ
‘

一
平
日
我
身
之
行
跡
正
敷
、
中
間
中
睦
敷
相
交
、
就
中
尊
卑
之
礼
儀
相
軋
、
国
土
之

一
無
益
之
所
ね
致
徘
徊
候
も
え
其
身
之
名
折
迫
二
も
無
之
、
依
鉢
え
御
外
聞
二
校
可

相
及
候
間
、
屹
5
可
差
止
候
、
用
事
有
之
候
ハ
ヽ
、
日
帰
之
外
差
越
間
敷
事
、

一
下
；
者
共
、
分
限
を
不
顧
、
無
益
之
費
有
「
之
」
、
帰
帆
前
差
懸
、
借
銀
又
ぇ
買
物

人
5

「借
銀
」
不
致
様

二
5
之
儀
ぇ
跡
：

B
堅
被
仰
渡
置
趣
狡
有
之
候
間
、
右
鉢

代
銀
等
致
不
首
尾
、
段
;
及
難
渋
候
者
狡
有
之
由
相
聞
へ
、
甚
不
可
然
事
候
、
唐

十
一
月
十
八
日

存
留
上
運
天
里
之
子
親
雲
上

御
風
格
宜
敷
相
見
得
候
様
可
心
懸
事
、

一
溜
池
之
儀
、
火
用
心
之
為
被
作
立
候
虞
、
間
二
ぇ
塵
芥
投
込
、
或
ぇ
諸
道
具
杯
洗

右
條
；

、
無
緩
疎
可
相
守
旨
、
渡
唐
早
速
勢
頭
・
大
夫
6
被
申
渡
事
候
処
、
此
節

十
一

月
十
八
日

一
来
ル
廿
四
日
、
宮
之
上
菩
薩
加
那
志
井
御
船
菩
薩
加
那
志
．
¢
御
結
願
二
付
被
成
候

付
、
同
廿
日
5
菩
薩
経
讀
上
候
間
、
此
段
致
問
合
候
、
以
上
、

総
官奥
間
里
之
子
親
雲
上

右
之
通
有
之
候
間
、
明
後
廿
日
ち
菩
薩
経
讀
取
候
日
迫
、
各
四
ツ
時
分
色
衣
冠
・

帽
子
二

る
於
宮
之
上
、
菩
薩
御
前
御
拝
礼
可
被
成
候
、
此
段
御
通
達
い

た
し
候
、

甚
御
難
題
可
成
立
候
条
、
此
儀
能
;
可
致
勘
弁
事
、

上
京
被
為
「
成
」
居
候
付
、
私
5
存
留
ね
申
付
、
厳
重
取
締
申
渡
候
事
、

く
た
投
入
間
敷
旨
、
供
中
手
叶
唐
人
共
¢
可
申
付
事
、

候
る
え
浅
之
基
不
可
然
事
候
条
、
無
左
様
取
締
可
致
事
、

一
夜
廻
之
儀
、
無
緩
疎
厳
重
相
働
候
様
可
申
付
事
、

棚
:
行
燻
可
相
消
事
、

一
燈
墟
之
儀
、

は
あ
き
や
塗
井
紙
張
之
外
品
柄
見
合
懸
置
、
就
中
消
跡
見
届
可
入
念

一
棚
；
戸
口
用
水

二
水
桶
居
置
、
満
水
入
通
候
様
可
申
付
事
、

一
館
屋
立
入
之
商
人
、
「
且
」
棚
;
手
叶
唐
人
共
、
二
更
之
加
鞍
打
限
各
宿
元
ご
差
帰
、

一
御
用
物
又
も
渡
唐
之
者
共
交
易
之
和
産
・
唐
産
、
異
国
人
に
差
知
候
ぁ
ぇ
至
る
御

（障）

故
膀
可
成
立
事
候
間
、
館
屋

二
ぁ
ぇ
勿
論
、
荷
物
積
入
卸
荷
之
勧
校
格
護
可
入
念

一
字
紙
之
儀
、
無
用
相
成
候
ハ
、
則
；
あ
ふ
り
収
、
庭
杯
ね
散
置
候
を
見
付
候
ハ
ヽ
‘

其
格
護
可
入
念
事
、

事、

一
油
紙
井
蟻
引
合
羽
之
類
、
畳
不
置
様
堅
取
締
可
致
事
、

事、

一
館
中
棚
:
用
事
外
、
猥
二
致
出
入
間
敷
事
、

一
火
用
心
可
入
念
事
、

条
、
能
；
可
相
慎
事
、

一
渡
唐
之
面
:
於
琉
球
被
仰
渡
置
候
旨
趣
、
聯
無
緩
疎
可
相
守
事
、

覚

（
設
力
）

一
酒
之
儀
、
礼
式
迫
を
取
は
や
し
、
猥
朋
輩
中
出
會
酒
宴
を
投
候
儀
、
堅
可
令
禁
止

候
、
酒
宴
ヶ
間
敷
他
所
之
障
二
相
成
候
者
狡
候
ハ
ヽ
、
屹
5
其
沙
汰
可
被
仰
付
候
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十
一
月
廿
六
日

同
廿
四
日

十
一
月

大
夫
ね
表
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

+
＿
月
廿
＿
日

ヶ
る
致
通
達
候
、
以
上
、

一
今
日
、
御
結
願
二
付
、

四
ツ
時
分
色
衣
冠
帽
子
二
る
相
揃
、
例
之
通
相
勤
候
事
、

公
司

+
l
月
廿
日

一
今
日
、
於
宮
之
上
菩
薩
経
讀
上
二
付
、
色
衣
冠
二
る
五
ツ
時
分
出
勤
経
壱
篇
讀
上
、

一
今
日
、
布
政
司
5
開
館
御
免
之
告
示
被
下
候
段
、
承
候
事
、

一
接
貢
船
之
儀
、
芭
種
之
時
節
二
る
致
出
帆
候
様
表
御
方
5
被
仰
渡
趣
有
之
候
付
る

え
、
い
つ
れ
右
時
節
出
帆
不
致
候
る
不
叶
、
公
用
「
司
」
御
買
物
三
月
中
相
仕
廻
、

四
月
二
日
報
竣
申
出
候
考
二
る
候
間
、
各
内
證
聞
井
従
・
五
主

・
船
方
末
;
追
‘

右
日
限
内
二
る
仕
廻
取
「
候
様
」
領
主
頭
立
候
方
5
毎
度
可
被
申
付
候
、
此
段
分

一
同
廿
一
日
5
三
日
迫
御
用
繁
多
二
付
、
宮
之
上
出
勤
致
御
暇
乞
候
事
、

私
え
暇
乞
二
る
罷
帰
候
事
、

十
一
月
廿
八
日

大
夫
¢
表
可
申
上
候

ヽ

高
良
筑
登
之

存
留上
運
天
里
之
子
親
雲
上

附、 同
十
五
日

一
今
日
、
文
武
把
門
官
井
阿
口
通
事
、
其
外
琉
球
懸
之
面
;
ね
例
之
通
進
物
差
遣
候

一
今
日
、
従

十
二
月
七
日

一
今
日
、
欽
差
御
乗
船
井
遊
撃
乗
船
早
め
御
調
部
被
仰
付
、
御
見
分
之
靭
ぇ
私
共
ニ

校
見
分
被
仰
付
度
、
稟
差
出
候
事
、

一
今
日
、
欽
差
御
召
列
人
数
減
少
、
評
償
物
多
不
持
渡
、
且
高
代
之
品
不
持
渡
様
、

且
唐
人
共
於
琉
球
借
銭
催
促
方
難
渋
ヶ
間
敷
儀
共
御
取
締
被
仰
付
度
、
稟
取
仕
立

差
出
候
事
、

十
二
月
廿
三
日

一
今
日
、
根
銀
被
成
下
候
美
拝
と
／
、
大
堂
子
之
方
‘
四
憂
筋
、
私
・
古
存
留
両
人
色

衣
冠
二
る
、
例
之
通
相
勤
候
事
、

一
正
月
元
日
於
大
堂
御
規
式
有
之
候
間
、
色
衣
冠
・帽
子
二
る
例
之
通
可
被
相
勤
候
、

此
段
致
御
通
達
候
、
以
上
、

上
様
、
阿
口
通
事
共
こ
御
返
礼
物
相
渡
候
段
、
承
候
事
、

同
廿
八
日

事、
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十
二
月
廿
九
日

一
歳
之
夜
二
付
、
菩
薩
加
那
志
•
土
地
君
・
「
琉
」
位
牌
之
御
前
ね
年
玉
餅
御
防
、
新

古
存
留
・
勤
学
人
罷
出
、
例
之
通
御
拝
相
勤
候
段
、
首
尾
有
之
候
事
、

附
、
年
玉
餅
調
方
ぇ
古
存
留
・
継
官
構
二
る
候
由
、
承
候
也

一
今
日
、
元
日
二
付
子
之
方
井
琉
球
ね
之
朝
拝
等
、

例
之
通
相
勤
候
事
、

正
月
二
日

一
諸
街
門
ね
年
頭
之
為
御
祝
儀
、
例
之
通
帖
相
調
差
上
候
段
、
存
留
1
5
首
尾
承
候
事
、

一
今
日
、
初
起
之
為
御
祝
儀
、
頭
号
船
棚
元
ね
左
之
通
焼
酎
差
遣
候
事
、

一
四
合
錫
壱
双
、

一
儀
者
ぇ
壱
合
瓶
壱
劉
差
遣
候
段
、
承
候
也
、

―
二
号
船
棚
元
ね
え
古
存
留
6
差
遣
候
段
、
承
候
也
、

同
治
五
年
丙

寅
正
月
朔
日

十
二
月
廿
八
日

大
夫
ね
汝
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

一
佐
事
・
五
主
井

「士

・
従」

・
無
系
之
筑
登
之
座
敷
迫
、
御
規
式
有
之
候
間
、

罷
出
相
勤
候
様
各
拘
主
5
可
被
相
達
候
、

一
御
規
式
相
済
、
引
次
菩
薩
加
那
志
御
前
ね
勧
進
銀
井
目
録
備
上
候
様
「
間
」
、

是
又
御
拝
可
被
相
勤
候
、

上
運
天
里
之
子
親
雲
上

同
十
六
日

附
、
子
之
方
ね
之
勤
方
ハ
無
之
候
也
、

か
ら
肴
六
ツ

・
焼
酎
致
馳
走
候
事
、

一
今
日
、
年
頭
之
礼
と
／
阿
口
通
事
・
同
筆
者
・
長
班
役
迫
罷
出
候
付
、
吸
物
壱
ツ
・

正
月
十
五
日

一
今
日
、
例
之
通
於
大
堂
琉
球
ね
之
朝
拝
井
都
る
之
勤
方
元
旦
同
断
相
勤
候
事
、

一
今
日
、
琉
人
墓
所
為
見
廻
、
役
者
以
下
手
配
を
以
差
越
致
焼
香
候
段
、
承
候
事
、

一
欽
差
御
乗
船
井
遊
撃
乗
船
之
儀
、
前
；
之
通
此
方
6
内
；
相
調
部
差
付
願
書
候
ぁ

ぇ
可
差
障
段
、
阿
口
通
事
共
井
李
班
申
付
候
付
、
兼
る
福
宝
玉

・
金
振
茂
之
両
船

相
調
部
為
申
事
二
ぇ
候
得
共
、
先
以
隠
置
御
乗
船
早
め
御
調
部
被
仰
付
、
御
見
分

之

ooぇ
私
共
二
孜
見
分
被
仰
付
度
、
此
間
願
出
置
候
虞
、
今
迫
為
何
御
返
事
も
無

御
座
候
付
、
手
便
を
求
内
；
承
合
候
得
え
、
海
防
官
御
調
部
御
決
定
之
上
、
御
返

事
被
下
候
御
含
二
る
候
由
承
、
至
極
驚
入
、
右
銘
;
ね
授
委
敷
申
談
、
福
宝
玉

・

金
振
茂
之
両
船
新
佐
事
程
来
放
宜
敷
有
之
候
段
、
船
方
共
内
；
見
及
居
申
候
間
、

右
両
艘
御
調
部
被
仰
付
、
御
見
分
之
籾
ぇ
私
共
二
校
見
分
被
仰
付
度
旨
、
稟
取
仕

立
、
今
日
願
出
候
事
、

正
月
廿
八
日

一
今
日
、
海
防
官
5
御
用
有
之
候
付
、
阿
口
通
事
凋
爺

・
同
筆
者
王
乗
謙
・
頭
号
船

同
五
日
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;
頭
召
列
、
彼
衝
門
参
上
仕
御
封
顔
を
得
候
慮
、
船
構
之
者
5
船
；
書
出
候
者
其

方
共
願
出
候
両
艘
ぇ
差
除
、
新
掠
豊
船

・
邸
大
順
船

・
新
興
福
船
・
金
萬
全
船

・

金
徳
盛
船

・
新
徳
盛
船
之
六
艘
申
出
、
其
内
邸
大
順
ハ
戌
冠
船
之
二
号
船
二
も
候

慮
、
皆
共
調
部
方
之
上
、
右
両
艘
願
出
候
哉
5
被
仰
下
候
付
、
前
件
習
受
候
通
兼

も
相
調
部
置
候
段
、
実
形
申
上
候
る
も
御
都
合
向
不
宜
、
右
邸
大
順
え
戌
年
以
後

修
補
之
節
;
多
;
は
ぢ
延
、
至
当
分
ぇ
船
程
格
別
太
ク
相
成
「
居
」
候
付
、
い
つ

れ
此
船
ぇ
差
除
不
申
「
候
る
」
不
叶
事
候
慮
、
福
州
府
閤
縣
15
段
；
御
内
意
被
成

候
由
承
居
候
付
、
先
以
御
返
答
之
趣
え
、
御
当
地
船
;
琉
人
6
直
二
見
分
仕
候
る

ぇ
憚
多
御
座
候
故
、
い
ま
た
見
分
も
不
仕
候
得
共
戌
冠
船
之
二
号
船
邸
大
順
ぇ
不

（作）

達
者
、
其
上
古
佐
事
二
る
欽
差
御
乗
船
御
願
難
申
上
、
右
両
艘
ぇ
今
「
先
」
日
稟

を
以
申
上
置
候
通
、
格
別
宜
敷
船
5
船
方
之
者
共
内
；
見
及
候
付
、
御
願
為
申
上

次
第
申
上
候
虞
、
彼
是
被
聞
召
分
、
重
る
被
仰
下
候
え
、
右
六
艘
い
ま
た
見
分
不

致
候
ハ
ヽ
、
琉
船
方
共
申
付
得
5
相
調
部
さ
せ
、
実
形
之
次
第
申
出
候
様
、
左
候

ハ
ヽ
、
私
共
二
校
見
分
御
構
之
向
；
．
四
申
上
相
済
可
申
5
被
仰
下
候
付
、
大
切
成

御
乗
船
調
部
方
船
方
迫
二
ぁ
ぇ
如
何
敷
御
座
候
間
、
私
井
存
留
二
る
船
方
共
召
列

見
分
仕
候
上
申
上
度
、
尤
御
存
知
之
通
当
年
ぇ
節
入
相
早
り
候
「
付
」
る
え
、

つ
れ
四
月
十
五
日
比
致
川
下
、
五
月
初
比
順
風
次
第
致
出
帆
候
様
無
之
候
る
不
叶
、

御
乗
船
御
調
部
相
済
候
ハ
ヽ
、
船
修
補
孜
大
抵
壱
ヶ
月
程
日
数
を
込
、
夫
5
積
荷

彼
是
二
孜
日
込
相
成
申
事
御
座
候
間
、
芳
御
取
分
を
以
道
そ
早
め
御
調
部
被
仰
付

度
申
上
、
罷
帰
候
事
、

正
月
廿
九
日

し)

一
右
二
付
、
今
日
古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上

・
阿
口
通
事
凋
爺

・
同
筆
者
王
乗
謙
、

頭
号
船
こ
頭
•

佐
事
共
召
列
、
新
掠
豊
「
船
」・
新
福
興
船
・
金
萬
全
船
・
金
徳
盛

船

・
新
徳
盛
船
見
分
船
方
共
申
付
、
す
い
ミ
ニ
め
船
底
迫
見
届
さ
せ
候
慮
、
五
艘

之
内
新
徳
盛
船
壱
艘
も
新
作
事
、
程
来
校
大
抵
琉
球
進
貢
船
同
様
相
見
得
、
船
具

校
相
揃
申
候
慮
、
鋸
之
儀
ハ
半
分
有
之
、
其
餘
ぇ
多
分
古
作
事
、
其
上
鋸
無
之
候

付
、
直

二
海
防
官
衛
門
参
上
仕
候
慮
、
御
他
行

二
る
御
逢
不
被
成
候
付
、
右
之
成

行
掌
案
共
ね
申
含
、
罷
帰
候
事
、

一
明
日
、
海
防
官
井
間
縣
御
両
人
船
;
御
見
分
可
被
成
候
間
、
私
共
二
孜
四
ツ
時
分

船
元
ご
差
越
候
様
、
阿
口
通
事
申
来
候
事
、

二
月
朔
日

一
今
日
、
古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上
・
阿
口
通
事
凋
爺
・
同
筆
者
王
乗
謙

・
ニ
号

船
；
頭
・
作
事
共
召
列
船
元
．
こ
差
越
居
候
慮
、
海
防
官
・
閤
縣
御
両
人
も
追
付
御

出
被
成
、
御
同
伴
二
る
「
新
擁
豊
船
は
」
差
越
御
見
分
、
此
船
如
何
5
御
尋
有
之

候
付
、
作
事
宜
敷
候
得
共
、
餘
船
二
替
り
程
来
表
大
ク
有
之
、
琉
球
於
港
「
出
入
」

可
差
支
、
殊
二
鋸
無
之
候
付
る
え
遠
海
往
還
難
成
段
申
上
候
慮
、
船
構
之
者
5
裾

有
之
段
申
候
処
、
鋸
無
之
候
哉
5
被
仰
下
候
付
、
鋸
之
有
無
御
疑
二
る
候
ハ
ヽ
‘

船
方
共
す
い
ミ
ニ
る
「
船
底
」
見
分
仕
さ
せ
度
申
上
、
早
速
見
届
さ
せ
候
慮
、
右

申
上
置
候
通
弥
裾
無
之
段
申
候
付
、
其
通
申
上
候
慮
、
被
成
御
落
着
、
左
候
る
戌

冠
船
之
二
号
船
御
見
分
、
船
程
丈
尺
さ
せ
右
二
号
船
一
件
え
御
無
沙
汰
被
成
、
中

同
舟
日

-63 -



一
今
日
、
海
防
官
、
館
屋
¢
御
出
被
成
候
段
、
阿
口
通
事
申
来
候
付
、
色
衣
冠
二
も

大
堂
¢
相
揃
候
虞
御
出
被
成
、
欽
差
御
乗
船
之
儀
、
其
方
共
願
立
通
福
宝
玉
•
金

振
茂
両
艘
ね
可
被
仰
付
候
間
、
左
様
可
相
心
得
旨
被
仰
下
、
「
土
地
君
廟
・
位
牌
殿
、

其
外
棚
;
追
御
見
分
」
、
御
帰
被
成
候
事
、

同
十
日

夫
相
成
可
宜
段
申
上
、
御
同
伴
二
る
罷
帰
候
事
、

宝
玉
船
「
宜
敷
」
有
之
候
得
共
、
庫
理
へ
り
少
様
相
見
得
候
間
、
「
へ
り
」
数
重
さ

せ
候
る
ぇ
如
何
可
有
之
哉
5
被
成
下
候
付
、
左
様
御
取
計
被
下
候
ハ
ヽ
、
猶
;
上

同
筆
者
王
乗
謙
召
列
、
先
達
る
差
越
居
候
虞
、
追
「
る
」
御
見
分
之
被
成
、
此
福

奥
四
居
合
之
金
振
茂
船
ね
御
差
越
御
見
分
被
成
、
其
方
共
申
出
通
金
振
茂
「
船
」

宜
敷
船
二
る
候
間
、

道
そ
官
頭
‘
¢
罷
在
候
福
宝
玉
「
船
も
」
此
所
ね
御
召
寄
御
見
分
被
成
下
度
申
上
候

付
、
近
日
中
御
召
寄
御
見
分
可
被
成
段
御
返
答
被
下
、
御
帰
被
成
候
付
、
私
共
ニ

校
致
帰
棚
候
事
、

正
「
二
」
月
六
日

一
官
頭
二
罷
在
候
福
宝
玉
船
中
奥
ね
致
参
着
居
候
付
、
明
日
海
防
官
・
閤
縣
御
両
人

御
見
分
御
差
越
可
被
成
候
間
、
私
共
二
授
致
見
分
候
様
、
阿
口
通
事
申
来
候
事
、

正
「
二
」
月
七
日

一
右
二
付
、
今
日
古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上
・
頭
二
号
船
船
頭
・
阿
口
通
事
凋
爺
．

一
先
喜
悦
之
筈
5
御
取
請
宜
敷
御
容
鉢
二
る
被
仰
下
候
付
、

三
月
三
日

一
明
日
、
撫
院
・
布
政
司
・
根
道
・
塩
道
・
福
州
府
・
問
縣
、
船
御
見
分
二
御
差
越

一
右
二
付
、
今
日
古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上
・
阿
□

通
事
凋
爺
・
鄭
爺

・
同
筆
者

王
乗
謙
・
頭
二
号
船
船
頭
召
列
、
戸
封
之
官
顧
ね
差
越
拍
居
候
慮
、
布
政
司
・
根

道
・
福
州
府
・
海
防
官
・
候
官
縣
御
出
候
付
、
御
礼
到
相
済
、
左
候
る
金
振
茂
船

¢
御
差
越
御
見
分
被
成
、
布
政
司
5

金
振
茂
船
•
福
宝
玉
船
ぇ
如
何
5

私
¢
御
「
尋
」

有
之
候
付
、
金
振
茂
船
授
宜
敷
有
之
候
得
共
、
福
宝
玉
船
え
作
事
別
る
堅
固
有
之
、

格
別
宜
敷
船
5
見
及
候
段
申
上
候
虞
、
根
道
被
仰
下
候
え
、
其
方
共
宜
敷
船
5
見

及
候
ハ
、
弥
可
宜
5
被
申
、
追
る
福
宝
玉
船
こ
御
差
越
御
見
分
被
成
、
其
方
共
願

出
通
、
頭
号
船
福
宝
玉
、

二
号
船
金
振
茨
「
、
四
」
可
被
仰
付
段

「
被
成
下
、
左
候

（
被
力
）

る
」
当
月
廿
日
比
二
ぇ
欽
差
御
下
向
可
□

遊
候
間
、
其
内
船
修
補
上
夫
相
調
置
候

様
、
布
政
司
5
海
防
官
ね
被
仰
渡
、
海
防
官
ち
馬
夫
二
る
船
主
共
ね
堅
御
申
付
さ

一
今
日
5
頭
号
・
ニ
号
船
修
補
取
附
候
段
、
承
候
事
、

一
欽
差
御
乗
船
御
修
補
相
始
候
付
、
頭
号
船
・
ニ
号
船
佐
事
・
水
主
、
御
船
元
ね
毎

月
六
日

せ
、
芳
相
済
御
帰
被
成
候
付
、
私
共
狡
館
屋
に
罷
帰
候
事
、

同
四
日

可
被
成
候
間
、
私
共
二
授
差
越
居
候
様
、
阿
口
通
事
申
来
候
事
、

附
、
御
茶
御
菓
子
私
方
5
差
出
、
御
馳
走
仕
候
也
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覚
右
、
頭
号
船
水
主
二
め
渡
唐
仕
居
申
候
虞
、
腰
書
之
通
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

頭
号
船
i
頭
西
銘
筑
登
之
親
雲
上

二
月 右
頭
碇

右
何
「
阿
」
班

ヽ

覚
三
月
十
四
日

頭
号
船

・
ニ
号
船

佐

事

水

主

中

二
月
六
日

日
差
越
候
間
、
公
司
番
井
加
封
「
番
」
可
被
差
免
候
、
此
段
致
問
合
候
、
以
上
、

御
迎
大
夫
儀
者

高
良
筑
登
之

古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上

一
頭
号
船

・
ニ
号
船
御
修
補
中
、
公
司
番
井
加
鞍
番
御
免
被
仰
付
候
間
、
此
段
申
渡

候
、
以
上
、

一
右
二
付
、
頭
号
船

・
ニ
号
船
船
方
共
、
左
之
通
致
通
達
候
事
、

接
貢
船公
司

二
月
六
日

西
村
平
良
之
仁
王
大
嶺

汀
志
良
次
村
四
男

国
吉
筑
登
之
親
雲
上

御
迎
大
夫
儀
者

高
良
筑
登
之

古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上

附
、
持
参
之
馬
夫
ね
苦
労
銀
相
進
候
也

三
月
十
四
日

大
夫
．
口
孜
可
被
申
上
候

高
良
筑
登
之

右
之
通
二
号
船
水
主
二
る
渡
唐
仕
申
候
間
、
腰
書
之
通
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

二
号
船
；
頭

三

月

西

銘

筑

登

之

親

雲

上

右
之
通
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
、
以
上
、

存
留
上
運
天
里
之
子
親
雲
上

一
接
貢
船
之
儀
、
仕
廻
方
差
急
進
貢
使
下
京
不
致
候
る
孜
来
月
廿
日
比
離
騨
登
船
仕

候
様
、
海
防
官
5
被
仰
渡
趣
有
之
候
、
右
二
付
る
え
来
月
十
日
内
報
竣
仕
、
若
勢

（待）

頭

・
大
夫
御
下
京
間
二
逢
不
申
候
ハ
ヽ
、
同
十
五
日
御
船
相
下
、
御
下
京
持
方
候

方
二
阿
口
通
事
共
申
談
置
候
間
、
其
御
心
得
を
以
御
仕
廻
方
可
被
差
急
候
、
「
此
段
」

致
御
通
達
候
、
以
上
、

三
月
十
五
日

一
於
水
口
、

勅
使
様
御
迎
差
越
候
阿
口
通
事
、
凋
爺
．
？
被
仰
付
、
且
私
従
井
凋
爺
従
氏
名
歳
付

清
冊
早
；
可
差
出
段
、
布
政
司
5
被
仰
付
候
諭
帖
、
今
日
同
所
馬
夫
持
来
候
事
、

右
頭
碇

右
何
「
阿
」
班

ヽ

古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上

座
間
味
間
切
慶
良
間
村

大
城
筑
登
之
親
雲
上

知
念
間
切
久
高
嶋
外
間
村

内
間
筑
登
之
親
雲
上
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同
廿
六
日

拝
請
罷
掃
候
事
、

一
今
日
、
布
政
司
御
方
6
御
用
有
之
候
付
、
凋
爺
召
列
彼
街
門
参
上
、
於
水
口
両
勅

使
様
ね
之
公
文
壱
通
井
私
列
之
者
・
阿
口
通
事
従
名
面
書
紅
批
壱
枚
被
相
渡
候
付
、

同
廿
五
日

勅
使
様
為
御
迎
、
水
口
に
差
越
候
様
、
布
政
司
御
方
諭
帖
を
以
被
仰
付
候
事
、

一
明
後
廿
六
日
、

一
頭
号
船
・
ニ
号
船
6
乗
合
之
面
;
え
接
貢
船
．
¢
配
当
有
之
候
付
も
え
、
両
艘
に
大

荷
物
又
ぇ
細
物
類
迎
授
曽
る
積
入
間
敷
候
、
尤
身
廻
之
儀
、
船
中
用
「
迄
」
至
る

手
軽
積
入
、
柳
庫
理
懸
硯
帳
箱
杯
ぇ
各
御
乗
船
振
合
次
第
積
入
候
る
可
然
「
候
」
、

自
然
多
人
数
関
合
積
入
方
不
相
調
候
ハ
ヽ
、
風
呂
敷
包
二
る
着
用
之
衣
類
計
積
入
、

唐
人
共
見
分
宜
様
可
相
嗜
候
、
帰
琉
之
上
ぇ
琉
球
懸
役
;
5
荷
物
一
;
明
改
被
仰

付
事
候
条
、
此
旨
各
頭
役
5
分
ヶ
め
厳
重
可
被
申
渡
候
、
以
上
、

三
月
廿
一
日

古
存
留楚
南
里
之
子
親
雲
上

頭
号
船
；
頭

西
銘
筑
登
之
親
雲
上

二
号
船
；
頭

西
銘
筑
登
之
親
雲
上

三
月
廿
四
日

同
廿
＿
日

真
栄
里
親
雲
上

置
候
、

り
候
事
、

同
廿
八
日

井
賄
方
被
下
置
候
段
、
書
留
相
見
得
候
付
、
今
年
授
兼
る
布
政
司
ね
願
出

且
水
口
滞
留
中
自
分
賄
二
る
候
由
候
慮
、
去
辰
戌
両
度
共
依
訴
、
船
「
賃」

一
今
日
、
於
水
口

勅
使
様
御
迎
起
身
二
付
、
宮
之
上
菩
薩
井
土
地
君
・
琉
位
牌
御
前
御
拝
相
勤
、
済

一
同
酉
頭
時
分
、
伴
送
官
被
参
候
事
、

附
、
前
;
ぇ
洪
山
橋
5
水
口
迄
伴
送
官
・
阿
口
通
事
・
私
乗
船
琉
球
よ
り
差
出
、

候
付
、
往
還
共
河
舟
御
物
15
被
差
出
、
且
水
口
滞
留
中
日
二
弐
度
八
碗
之

御
賄
被
下
、
従
之
者
．
¢
ハ
六
碗
被
下
候
、
尤
往
還
中
ぇ
自
分
賄

二
る
候
也
、

三
月
廿
七
日

一
今
日
四
ツ
時
分
、
伴
送
官
乗
船
、
巡
捕
官
余
柾
「
兄
」
彰
履
亭
乗
船
、
布
政
司
掌

案
•
海
防
掌
案
乗
船
、
私
乗
船
、
都
合
四
艘
一
同
洪

山
橋
出
船
、
入
相
時
分
右
四

艘
閤
清
5
申
所
．
¢
着
船
仕
候
事
、

一
今
日
未
明
、
同
所
出
船
い
た
し
、
同
日
七
ツ
時
分
水
口
参
着
、
早
速
公
館
ね
相
移

附
、
御
当
地
之
儀
、
此
節
御
欠
略

二
付
、
阿
口
通
事
乗
船
放
私
5
同
船
被
仰
付

届
候
事
、

る
四
ツ
時
分
杏
文
箱
捧
、
阿
口
通
事
凋
爺
召
列
陸
地
罷
通
、
四
ツ
時
分
洪
山
橋
相
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一
銀
子
八
拾
め
半
天

覚
之
御
前
御
拝
相
勤
候
事
、

（
術
力
）

一
勅
使
様
今
日
陸
地
6
水
口
ね
御
下
向
被
遊
候
付
、
同
所
土
「
公
」
館
御
門
「

二
於」

脆
二
る
御
迎
、
公
館
御
光
駕
被
遊
候
付
、
阿
口
通
事
召
列
参
上
、
布
政
司
b
之
公

文
、
海
防
官
5
之
紅
批
、
大
爺
取
次
差
上
、
道
そ
奉
得
御
拝
顔
度
申
上
候
付
、
御

重
る
奉
得
御
拝
顔
申
度
、
御
暇
乞
申
上
、
同
日
七
ツ
時
分
伴
送
官
阿
口
通
事
一
同
、

先
達
も
罷
帰
候
事
、

四
月
廿
一
日

一
今
日
七
ツ
時
分
、
水
口
15
至
館
二
付
、
宮
之
上
菩
薩
加
那
志

・
土
地
君

・
琉
位
牌

右
え
乗
船
之
時
、
阿
口
通
事
乗
船
壱
艘
、
接
「
封
」
大
夫
乗
船
壱
艘
、
古
存
留
乗

前
被
召
寄
、

一
詭
三
叩
頭
仕
、
済
る
伴
送
官
6
私
召
列
、
先
達
ぁ
罷
帰
城
於
公
館
、

同
六
日

一
右
二
付
、
御
銘
;
6
御
見
廻
之
手
本
御
到
来
有
之
候
事
、

四
月
朔
日

三
月
廿
九
日

一
今
日
、
阿
口
通
事
召
列
伴
送
官
井
手
本
上
之
官
人
、
古
田
縣
御
方
御
見
廻
之
手
本

差
上
候
事
、

附
、
新
根
道
北
京
b
水
口
「
公
」
館
御
参
着

二
付
、
御
見
廻
之
手
本
差
上
候
事
、

名
い
力）

船
壱
艘
、
船
頭

・
佐
事

・
水
主
乗
船
壱
艘
、
都
合
四
艘
之
質
銀
と
／
大
宿
15
渡
申

様
、
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

一
銀
子
四
百
め

右
阿
口
通
事
凋
爺
、
御
迎
大
夫
．
¢
相
附
、

勅
使
様
御
迎
水
口
ね
被
差
越
候
付
、
路
次
銀
拝
借
之
願
申
出
有
之
候
間
、
先
例
之

通
大
宿
b
渡
申
様
、
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
、

附
、
返
上
方
之
儀
え
、
来
年
被
成
下
候
年
例
銀
引
当
之
證
文
取
入
置
申
候
、

俄
者高
良
筑
登
之

一
火
抱
百
弐
拾
結

勅
使
様
御
乗
船
井
二
号
船
て
ら
し
打
用
と
／
槌
二
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

像
者高
良
筑
登
之

四
月
廿
二
日

一
今
日
四
ツ
時
分
、
城
「
公
」
館
．¢
伺
公
、
七
ツ
時
分
、

勅
使
様
公
館
御
光
駕
被
遊
候
付
伺
御
機
嫌
、
罷
帰
候
事
、

大
宿
四
月

右
請
取
四
月

覚 四
月

半
天

俄
者高
良
筑
登
之

-67 -



致
相
談
、
鰭
こ
お
り
二
こ
お
り
ね
相
住
「
居
」
候
也
、

同
十
二
日

一
今
日
、
古
存
留
井
私
乗
船
二

付、

宮
之
上
菩
薩
・

土
君
地
・
琉
位
牌
之
御
前
、
赤

蛾
燭
灯
上
御
拝
相
勤
、
済
る
九
ツ
時
分
杏
文
箱
水
主
ね
捧
、
阿
口
通
事
一
同
水
汲

所
5
河
舟
二
も
乗
船
仕
、
御
船
菩
薩
加
那
志
御
前
御
香

・
蠍
燭
・
御
紙
焼
上、

御

拝
相
勤
候
事
、

附
、
私
井
御
船
「
頭
」

・
佐
事
・水
主
共
住
居
所
之
儀
、
兼
る
船
頭
二
る
船
主
為

同
十
三
日

一
頭
号
船

・
ニ
号
船
菩
薩
加
那
志
御
乗
船
之
段
、
承
候
事
、

同
八
日

一
今
日
、

勅
使
様
ね
評
憤
物
井
人
数
減
少
、
且
於
琉
球
借
銀
催
促
方
御
禁
止
被
仰
付
度
旨
願

上
度
、
公
館
参
上
仕
候
虞
、
御
逢
不
被
成
候
付
、
罷
帰
候
事
、

五
月
三
日

一
今
日
、
右
願
申
上
度
重
る
参
上
仕
候
虞
、
師
爺
共
口
能
二
る
御
逢
候
様
不
罷
成
候

付
稟
計
差
出
、
直
二
遊
撃

・
都
司

・
弾
圧
官
御
逢
、
右
願
事
井
傾
城
一
件
等
取
添

願
申
上
、
罷
帰
候
事
、

同
廿
八
日

同
十
七
日

同
十
六
日

附
、
二
号
船
ぇ
無
事
二
致
廻
船
候
也
、

九
ツ
時
分
御
案
内
之
上
、
私
共
え
館
屋
ね
罷
帰
、

勅
書
井

勅
使
様
御
乗
船
二

付
、
阿
口
通
事
井
古
存
留

・
私
伝
間
ね
一
列
二
立
、

一
今
日
七
ツ
時
分
、

欽
差
御
乗
船
之
勧
、

五
月
十
四
日

一
詭
二
る
御
迎
仕
候
事
、

一
今
日
、
戸
部
之
前
錠
を
起
、
致
川
下
候
慮
、
引
港
共
溝
違
二
る
頭
号
船
尾
敬
5
申

（
揚
力
）

所
之
浅
地
ね
走
上
、
同
夜
二
更
時
分
5
致
関
湯
候
付
、
積
荷
物
取
卸
、
同
十
五
日

両
勅
使
様
井
官
人
衆
ぇ
両
江
會
館

こ`
御
留
館
「
被
遊
候
事
」
、

一
今
日
、
福
州
府

・
税
官
御
両
人
5
大
爺
御
使
、
阿
口
通
事
筆
者
王
乗
謙
ね
被
仰
下

候
え
、
欽
差
御
乗
船
之
儀
、
総
督
御
所
持
之
戦
船
火
輪
船
ね
被
仰
付
筈
候
処
、
琉

人
共
二
も
落
着
二
も
候
哉
、
故
障
有
無
之
所
委
細
相
尋
、
御
返
答
申
上
候
様
有
之

段
、
王
乗
謙
申
来
候
付
、
至
極
驚
入
、
古
存
留
楚
南
里
之
子
親
雲
上
相
合
、
火
輪

船
ね
御
乗
合
一
件
、
渡
唐
前
分
ヶ
る
被
仰
渡
置
候
御
趣
意
二
基
、
右
．
四
御
乗
船
被

仰
付
候
ぁ
ぇ
琉
球
至
る
難
渋
成
立
可
申
候
間
、
道
そ
御
先
例
通
唐
船
ね
御
見
合
被

仰
付
度
、
申
上
さ
せ
候
事
、
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欽
差
琉
球
御
下
着
被
遊
候
ハ
、

一
今
日
、
海
防
官
b
私
御
用
有
之
候
付
、
阿
口
通
事
凋
爺

・
同
筆
者
王
乗
謙
召
列
参

上
、
得
御
封
顔
申
候
慮
、
昨
日
福
州
府

・
税
官
如
御
尋
、
火
輪
船
ね
御
乗
船
被
仰

付
候
る
放
可
相
済
哉
5
、
被
仰
付
「
下
」
候
付
、
右
同
断
御
返
答
申
上
候
慮
、
海

防
官
被
仰
下
候
え
、
私
共
二
も
琉
国
之
故
障
二
相
成
候
段
ぇ
能
存
居
候
付
、
御
乗

船
之
儀
、
戌
冠
船
之
二
号
船
邸
大
順
相
賦
置
候
虞
、
欽
差
5
屹
5
火
輪
船
相
賦
候

様
、
御
申
付
有
之
、
御
心
配
之
段
被
仰
下
候
付
、
道
そ
大
老
爺
二
る
も
宜
敷
御
取

計
被
下
度
、
御
頼
申
上
候
慮
、
随
分
御
取
計
被
下
候
段
御
返
答
承
、
罷
帰
候
事
、

五
月
十
八
日

一
今
日
、
欽
差
5
私
御
用
有
之
候
付
、
又
候
右
両
人
召
列
参
上
、
奉
得
御
射
顔
候
慮
、

乗
船
之
儀
火
輪
船
ハ
琉
国
故
障
之
訳
合
有
之
候
付
、
邸
大
順
相
賦
置
候
段
、
福
州

府
5
問
合
有
之
候
、
右
火
輪
船
之
儀
、
総
督
御
所
持
之
船
火
加
減
等
取
扱
さ
せ
候

為
夷
人
等
三
人
ハ
頼
切
二
る
乗
付
置
、
異
国
船
5
ハ
訳
合
相
替
居
候
慮
、
右
式
ニ

る
も
差
障
可
申
哉
5
被
仰
渡
候
付
、
福
州
府
・
海
防
官
ね
御
返
答
申
上
置
候
通
、

上
様
那
覇
ね

御
光
駕
、
其
外
七
宴
之
御
規
式
等
御
直
二
御
執
行
被
為
遊
御
事
、
且
評
慣
物
致
取

引
候
儀
共
異
人
等
目
二
懸
候
ハ
ヽ
、
を
の
つ
か
ら
彼
国
者
共
ね
響
合
相
成
、
至
る

難
題
成
立
可
申
、
且
琉
球
港
之
儀
、
狭
浅
二
有
之
、
尤
毎
度
異
国
船
港
内
ね
乗
入

、
、
、

難
成
、
尤
毎
度
大
風
之
夏
有
之
候
付
、
沖
懸
辿
も
不
罷
成
、
芳
以
差
支
申
事
御
座

候
間
、
火
輪
船
ハ
御
取
止
、
道
そ
御
先
例
通
唐
船
5
御
渡
海
被
遊
候
様
被
仰
付
被

下
度
申
上
候
慮
、
i

亡
種
夏
至
以
後
二
も
琉
球
．
口
之
順
風
可
有
之
哉
、
決
る
有
無
之

欽
差
ね
件
之
通
申
上
さ
せ
候
慮
、
火
輪
船
之
儀
、
琉
球
方
故
障
之
段
ハ
先
達
る
御

所
申
出
候
様
被
仰
渡
候
付
、
六
七
月
二
も
順
風
有
之
事
二
ぇ
候
得
共
、
時
宜
次
第

之
事
二
る
決
る
有
之
筋
二
ぇ
難
申
上
段
申
上
候
慮
、
其
方
事
適
私
共
迎
之
為
被
差

渡
候
慮
、
時
分
柄
琉
球
ね
之
順
風
無
覚
束
5
ぇ
乍
申
、
火
輪
船
5
之
渡
海
も
相
断

候
儀
、
甚
落
着
難
成
、

皇
帝
同
前
二
る
、
此
段
ハ
能
存
知
之
筈
候
間
、
彼
是
得
5
弁
別
早
;
火
輪
船
ね
乗
船

相
賦
候
様
、
福
州
府
．
n
願
立
首
尾
可
申
出
、
自
然
此
上
断
申
出
候
ハ
ヽ
、
右
之
成

行
二
る
琉
球
ね
渡
海
難
成
段
、

可
致
様
無
御
座
帰
館
仕
、
海
防
官
御
方
ね
王
乗
謙
差
遣
、
右
之
芳
申
上
、
習
請
さ

せ
候
慮
、

内
分
5
官
人
衆
御
取
合
、
今
通
邸
大
順
ね
被
仰
付
候
方
御
取
計
被
成
下
候
段
被
仰

下
候
付
、
道
そ
御
助
成
被
成
下
度
御
頼
申
上
、
夫
5
福
州
府
御
方
参
上
、
前
件
通

御
乗
船
御
取
替
願
立
候
様
、

欽
差
5
仰
渡
御
座
候
段
、
委
細
之
成
行
申
上
さ
せ
候
慮
、
邸
大
順
一
件
ぇ
既
二
向

;
御
案
内
相
済
候
「
付
」
る
え
、
今
更
御
取
替
之
願
、
其
方
共
井
私
5
ハ
難
申
上

欽
差
二
る
布
政
司
・
按
察
司

・
根
道

・
塩
道
御
相
談
之
上
、
御
取
替
被
遊
候
様
可

申
上
旨
、
被
仰
下
候
付
、
直
二
両
江
會
館
参
上
、

聞
達
被
成
候
間
、
海
渡
之
上
ハ
異
人
等
陸
卸
召
留
、
且
渡
海
早
速
右
船
可
差
帰
、

「
レ
」

候
間
、

欽
差
右
之
御
申
付
二
も
候
ハ
ヽ
‘

一
先
御
機
嫌
應
し
稟
差
出
候
様
、
左
候
ハ
、
御

皇
帝
様
．
¢

奏
聞
仕
可
申
5
、
至
極
御
怒
立
御
容
鉢
二
る
御
退
座
被
遊
候
付
、
何
共

欽
差
之
命
え
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一
今
日
、
福
州
府
・
涸
防
官
御
方
．
こ
差
出
候
事
、

同
廿
一
日

五
月
廿
日

尤
最
初
火
輪
船
相
断
候
も
其
方
共
5
願
立
置
候
付
る
え
、
此
節
も
其
方
「
共
」
1
5

願
立
、
屹
5
取
替
候
様
、
別
紙
写
之
趣
二
る
稟
相
調
可
差
出
旨
被
仰
渡
、
此
上
御

断
申
上
候
る
も
御
機
嫌
を
傷
、
如
何
御
難
題
二
歎
相
及
可
申
哉
、
海
防
官
御
内
談

孜
仕
置
申
事
候
得
え
、
稟
差
出
候
上
、
働
方
仕
候
儀
可
宜
5
吟
味
仕
、
布
政
司
衝

門
之
李
寄
共
ね
も
申
談
候
慮
、
其
通
二
る
可
宜
段
申
上
候
付
、
稟
相
調
候
事
、

五
月
十
九
日

一
右
二
付
、
稟
持
参
二
る
両
江
會
館
参
上
、
備

御
覧
候
慮
、
御
添
消
被
遊
候
付
、
右
李
班
入
調
部
申
候
慮
、
稟
之
起
二
仰
渡
相
受

候
る
此
方
願
意
之
趣
、
綴
立
置
候
付
る
ぇ
乍
不
安
被
押
付
、
願
立
候
段
ハ
為
差
知

事
二
る
、
琉
球
方
為
筋
付
る
弥
以
可
宜
5
申
、
所
;
取
直
呉
り
候
付
、
早
速
清
書

さ
せ
候
事
、

一
右
二

付
、
又
以
備

同
廿
三
日

御
覧
申
候
虞
、
重
る
御
添
消
被
遊
候
付
、
清
書
替
さ
せ
候
事
、

一
今
日
、
総
督
1
5
欽
差
御
方
に
御
乗
船
之
儀
、
此
間
御
賦
通
邸
大
順
ね
可
被
仰
付
5

之
御
問
合
御
差
遣
被
成
候
段
、
承
候
事
、

湧
致
通
船
候
、
尤
二
号
船
ぇ
五
六
里
程
先
相
成
候
事
、

一
今
日
、
風
未
之
方
相
成
候
付
、
二
号
船
一
同
未
明
五
虎
門
出
帆
い
た
し
、
同
九
ツ

（
沙
力）

時
分
1
5
風
午
之
方
、
針
「
筋
」
辰
之
間
、
同
時
竿
塘
通
船
、
同
七
ツ
時
分
東
砂
東

但
、
夜
中
風
針
筋
同
断
、

同
九
日

一
今
日
、
同
所
錠
を
起
、
同
日
壺
口
錠
を
卸
候
事
、

六
月
八
日

同
五
日
勅
使
様
御
乗
船
二
付
、
都
る
最
初
御
乗
船
之
時
同
断
、
相
働
候
事
、

同
四
日

一
今
日
、
私
共
致
乗
船
候
事
、

六
月
三
日

五
月
廿
五
日

一
来
月
四
日
、
御
乗
船
之
日
柄
相
究
候
段
、
承
候
事
、

一
今
日
、

一
今
日
二
号
船
一

同
林
浦
之
前
錠
を
起
、
所
;
汐
懸
二
る
、
同
七
日
恰
山
院
錠
を
卸

勅
使
様
菩
薩
御
拝
相
済
、
同
日
官
頭
参
「
着
」
い
た
し
候
事
、
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六
月
十
四
日

一
今
日
、
風
未
之
方
、
針
筋
辰
之
間
、
同
七
ツ
時
分
半
架
山
5
申
所
見
懸
致
通
船
候

但
、
夜
中
同
断
、

（釣）

一
今
日
風
午
之
方
、
針
筋
卯
辰
之
間
、
同
酉
頭
時
分
魚
的
通
船
、
同
夜
初
更
時
分
久

場
嶋
通
船
、
同
二
更
時
分
5
風
巳
午
之
方
、
針
筋
寅
卯
之
間
、

一
今
日
風
午
未
之
方
、
針
筋
卯
辰
之
間
、
同
九
ツ
時
分
風
巳
午
之
方
、
針
筋
寅
卯
之

「
間
」
、
同
八
ツ
過
時
分
久
米
赤
嶋
致
通
船
候
、
同
七
ツ
時
分
、
風
力
少
相
成
候
付
、

両
勅
使
様
菩
薩
加
那
志
御
前
に
御
立
願
被
遊
候
事
、

但
、
夜
中
風
根
同
断
二
る
候
得
共
、
風
力
少
;
強
相
成
候
事
、

同
十
三
日

一
今
日
風
カ
一
ゑ
ん
無
之
、
潮
之
満
干
二
随
ひ
致
通
船
候
事
、

但
、
日
中
二
る
遊
撃
5
三
度
、
同
夜
初
更
時
分

事、

両
勅
使
様
5
壱
度
、
菩
薩
加
那
志
御
前
ね
御
立
願
被
遊
候
付
、
同
二
更
時

分
5
風
丑
之
方
5
吹
出
候
付
、
針
筋
卯
辰
之
間
、

六
月
十
二
日

同
十
一
日

同
十
日

同
十
八
日

候
事
、

一
今
日
、
風
寅
卯
之
方
、
針
筋
巳
午
之
間
、
七
ツ
時
分
久
米
嶋
は
ん
ね
崎
拾
里
程
近

寄
、
石
火
矢
打
候
得
共
、

小
舟
不
寄
来
候
慮
、
近
辺
．
こ
罷
在
候
釣
舟
壱
艘
漕
来
候

付
、
挽
舟
寄
方
致
問
合
候
処
、
八
ツ
時
分
数
拾
艘
寄
来
候
付
、
同
夜
三
更
時
分
は

ん
ね
崎
内
表
ね
挽
入
、
錠
を
卸
候
事
、

六
月
十
七
日

一
今
日
、
五
ツ
時
分
兼
城
泊
前
表
．
四
挽
入
候
慮
、
七
ツ
時
分
風
未
申
之
方
相
成
候
付
、

同
所
致
出
帆
候
処
、
酉
時
分
5
風
カ
一
ゑ
ん
無
之
、
夜
中
嶋
端
5
潮
之
儘
致
流
行

一
右
二
付
、
今
日
五
ツ
時
分
石
火
矢
三
筒
打
候
慮
、
挽
舟
共
寄
来
候
付
、
右
嶋
．
¢
挽

入
度
折
角
相
働
候
得
共
潮
引
強
有
之
、
挽
舟
共
之
カ
二
る
ハ
中
;
難
乗
行
、
漸
;

南
表
．
四
被
持
流
候
付
、
時
分
柄
萬
一
此
所
二
る
風
波
荒
立
候
儀
共
候
ハ
ヽ
、
大
船

ハ
相
凌
可
申
候
得
共
、
挽
舟
共
ハ
可
及
失
命
儀
案
中
二
る
、
道
そ
差
免
呉
り
度
、

挽
舟
「
者
」
共
申
立
有
之
候
付
、
御
案
内
之
上
、
夜
三
更
時
分
5
挽
舟
共
相
免
候

同
十
六
日

一
今
日
、
風
卯
之
方
6
針
筋
辰
巳
之
間
、
五
ツ
時
分
久
米
嶋
見
懸
候
事
、

同
十
五
日

一
今
日
、
風
丑
之
方
、
針
筋
卯
辰
之
間
、
夜
中
同
断
、
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同
廿
＿
日

同
廿
日

「
気
力
を
起
」
又
以
如
久
米
嶋
通
船
仕
候
事
、

一
今
日
八
ツ
時
分
、
久
米
嶋
南
表
ね
弐
三
拾
里
程
被
持
流
、
如
何
可
成
行
哉
5
至
極

致
世
話
居
候
慮
、
七
ツ
時
分
15
風
午
末
之
方
15
少
吹
出
候
付
、

い
つ
れ
も
気
を
付

、、

、

一
今
日
風
根
最
通
候
模
様
相
見
得
候
付
、
直

二
如
那
覇
川
乗
行
、
七
ツ
過
時
分
久
米

嶋
通
船
い
た
し
候
事
、

一
今
日
未
明
、
慶
良
間
嶋
座
間
味
間
切
近
ク
寄
候
虞
、
風
力
少
又
以
被
持
流
候
鉢
相

見
へ
候
付
、
早
速
挽
舟
相
雇
さ
せ
挽
方

二
る
通
船
、
九
ツ
時
分
5
順
風
吹
出
候
付
、

酉
頭
時
分
那
覇
へ
致
御
入
津
候
事
、

同
十
九
日

乗
行
候
共
、
御
案
内
之
上
両
様
之
間
時
宜
二
応
し
取
計
可
致
含
二
る
阿
口

両
勅
使
様
移
上
同
嶋
に
御
上
陸
為
遊
候
欺
、
又
え
挽
舟
二
る
直
二
如
琉
球

附
、
本
文
通
大
船
ハ
挽
方
不
容
易
、
小
舟
「
小
振
之
船
も
」
致
挽
方
や
す
く
可

、、

有
之
候
間
、
少

二
も
放
風
力
相
起
候
ハ
、
琉
球
15
同
嶋
ね
到
着
之

通
事
共
二
も
内
談
仕
置
候
処
、
風
力
同
篇
二
も
候
故
、
漸
；
被
持
流
候
事
、

事、

上
使
御
乗
船
之
馬
艦
船
召
寄
、
右
船
ね

六
月
廿
三
日

届
船
頭
召
列
参
上
仕
申
候
、
此
旨
宜
様
御
披
露
奉
頼
候
、
以
上
、

□

上

慮
、
唐
麻
疹
相
時
行
居
候
付
、
明
日
被
召
延
置
候
事
、

一
今
日
、

両
勅
使
様
御
下
船
被
遊
候
付
、
於
迎
恩
亭

上
様
美
迎
井
諸
事
御
先
例
通
相
済
候
事
、

一
右
二
付
、
天
使
館
迄
供
夫
「
奉
」
仕
、
夫
5
仮
里
主
所
参
上
、

上
様
奉
伺
御
機
嫌
、
致
帰
宅
候
事
、

一
今
日
、
私
井
存
留
・
儀
者
・
勤
学
人
、
頭
号
船
・
ニ
号
船
船
頭
共
召
列
、
御
書
院・

聞
得
大
君
御
殿
・
按
司
・
三
司
官
御
宅
迄
参
上
、
帰
帆
之
御
届
可
申
上
候
先
例
候

同
廿
三
日

一
今
日
、
御
船
頭
召
列
城
間
ね
差
越
、
御
奉
行
様
・
御
役
；
衆
．
P

口
上
書
名
札
を
以

御
届
、
御
見
舞
申
上
候
事
、

御
奉
行
様
弥
御
勇
健
被
成
、
御
勤
務
弥
重
御
儀
奉
存
候
、
然
ぇ
私
事
頭
号
船
竺
乗

合
、
今
月
九
日
二
号
船
一
同
五
虎
門
出
帆
、
去
廿
一
日
那
覇
入
津
仕
申
候
、
為
御

一
銀
子
百
七
拾
三
匁
半
天

但
、
私
井
才
府
参
官
之
時
掛
号
銀
手
本
代

真
栄
里
親
方

右
通
致
遣
銀
候
慮
、
戌
年
之
例
無
之
由
を
以
所
添
「
彿
」
帳
二
不
足
被
相
抜
候
、

六
月
廿
二
日
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辰
年
ぇ
其
例
有
之
、
此
節
之
大
宿
役
者
校
私
．
巳
渡
方
之
御
印
紙
相
済
、
帳
面
勘
定

等
相
遂
、
尤

両
勅
使
様
ね
御
用
御
取
次
之
巡
捕
・
書
辮
・
純
官
・
門
遣
拾
人
ね
差
遣
候
掛
号
銀

ぇ
、
先
例
弐
百
九
拾
目
二
る
候
慮
、
私
帳
ぇ
百
九
拾
目

二
る
、
百
め
ぇ
立
不
足
候

間
夫
二
る
相
補
帳
面
差
通
候
様
、
自
然
其
儀
不
罷
成
「
候
ハ
、
」
戌
年
之
例
二
る

差
通
度
、
構
之
申
口
方
筆
者
相
談
仕
候
得
共
、
御
座

・
奉
行
所
御
案
内
等
相
済
居

候
付
、
重
る
申
上
候
儀
不
相
成
段
「
有
之
」
、
無
是
非
不
足
被
相
抜
候
事
、
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室
楊
氏
員
蒲
戸
嘉
慶
二
十
年
乙
亥
六
月
二
十
三
日
生
道
光
二
十
九
年
己
酉
十
二
月

十
七
日
死
享
年
三
十
五
葬
子
波
上
兼
宮
墓

長
女
慎
鶴
道
光
十
四
年
甲
午
三
月
二
十
三
日
辰
時
生

長
男
蘭
芽

次
男
蘭
芳

三
男
蘭
腹

四
男
蘭
言

継
室
察
氏
慎
嘉
戸
道
光
六
年
丙
戌
正
月
二
十
九
日
生

二
女
慎
牛
咸
豊
二
年
壬
子
六
月
十
七
日
生
同
治
二
年
癸
亥
十
二
月
二
十
五
日
死
享

年
十
二
葬
子
波
上
兼
宮
墓

五
男
蘭
皐

三
女
武
樽
金
咸
豊
六
年
丙
辰
十
二
月
初
二
日
生

六
男
蘭
菰

官

爵

母
毛
氏

十
世
乗
衡
童
名
松
金
字
平
如
行
二
嘉
慶
十
九
年
甲
戌
正
月
初
九
日
午
時
生
因
兄
乗
鉤
病
故

道
光
十
六
年
丙
申
十
一
月
十
六
日
請
命
為
嫡
子

父
良
弼

鄭
姓
家
譜

〔
参
考
史
料
〕

道
光
五
年
乙
酉
二
月
十
九
日
為
若
秀
才

道
光
八
年
戊
子
二
月
二
十
三
日
結
敲
響
為
秀
才

道
光
十
七
年
丁
酉
十
二
月
初
一
日
擢
通
事
陸
若
里
之
子

道
光
十
八
年
戊
戌
十
二
月
初
一
日
頂
戴
黄
冠

道
光
二
十
一
年
辛
丑
十
二
月
初
一
日
陸
嘗
座
敷

道
光
二
十
六
年
丙
午
十
二
月
初
一
日
擢
（
都
）
通
事
陸
座
敷

同
治
二
年
癸
亥
五
月
初
五
日
陸
中
議
大
夫

同
治
四
年
乙
丑
二
月
十
三
日
陸
正
議
大
夫

同
治
四
年
乙
丑
四
月
十
五
日
陸
申
口
座

同
治
五
年
丙
寅
八
月
二
十
八
日
恭
値
冊
封
大
慶
陸
紫
金
大
夫

動

庸

道
光
十
七
年
丁
酉
七
月
為
冊
使
臨
國
事
奉
命
為
御
前
御
宮
仕
兼
書
簡
所
鰐
荏
塁

道
光
十
八
年
戊
戌
三
月
為
讀
書
習
證
事
奉
憲
令
為
勤
學
隧
謝
封
北
京
大
通
事
魏
學

源
牧
志
里
之
子
親
雲
上
坐
駕
頭
琥
貢
船
十
二
日
在
那
覇
港
輿
封
舟
一
齊
開
洋
二
十

日
到
間
就
師
習
業
十
二
月
十
三
日
隧
紫
金
大
夫
楊
徳
昌
村
山
親
方
上
京
翌
年
三

月
初
五
日
届
京
四
月
初
四
日
由
京
起
程
到
通
州
張
家
湾
登
舟
七
月
二
十
三
日

回
到
福
州
庚
子
三
月
因
接
回
謝
恩
國
使
大
通
事
王
得
オ
新
崎
里
之
子
親
雲
上
病
死

奉
謝
恩
使
憲
令
為
署
大
通
事
五
月
十
六
日
坐
駕
其
船
五
虎
開
洋
十
九
日
蹄
國
復

命

道
光
二
十
四
年
甲
辰
六
月
因
夷
人
等
逗
溜
天
久
寺
為
重
通
事
二
十
七
年
丁
未
五
月
事

竣
退
職

咸
豊
元
年
辛
亥
三
月
因
夷
人
留
在
護
國
寺
為
其
通
事
十
一
月
二
十
七
日
方
以
退
職

咸
豊
三
年
癸
丑
十
月
為
教
授
官
話
薩
州
人
事
恭
奉
憲
令
充
為
其
師
瓢
麟
霞
疇
麟

従
時
蕨
後
毎
日
厚
教
園
田
仁
右
衛
門
典
大
窪
八
太
郎
至
八
年
戊
午
六
月
職
竣
退
任
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園
田
仁
右
衛
門
干
本
年
二
月
習
完
回

國
大
窪
八
太
郎
子
其
七
月
習
完
回
國

咸
豊
八
年
戊
午
六
月
有
倭
人
岩
下
新
之
丞
者
為
習
官
話
事
来
到
本
國
因
此
再
奉

令
充
為
其
師
疇
麟
翌
年
八
月
職
務
全
竣

同
治
二
年
乙
丑
五
月
初
五
日
為
護
送
山
東
登
州
府
黄
縣
難
人
杜
柏
茂
等
事
奉
命
為

大
通
事
九
月
八
日
那
覇
開
船
十
三
日
牧
泊
海
壇
竹
嶼
口
地
方
二
十
六
日
惨
遭
艇
匪

将
本
船
牽
至
野
馬
山
欄
礁
損
漏
捨
劫
貨
物
幸
衡
等
在
子
該
山
遇
救
得
生
由
陸
送
省

荷
蒙
沿
途
地
方
官
賞
給
棉
布
衣
服
競
供
應
飯
食
夫
償
十
月
初
六
日
送
至
閤
省
随
将

該
難
人
等
照
例
送
官
翌
年
五
月
初
四
日
離
騨
登
舟
二
十
八
日
五
虎
門
開
船
六
月
初

三
日
回
國
復
命

同
治
四
年
乙
丑
二
月
十
三
日
為
迎
接
天
使
事
奉
命
為
正
議
大
夫
坐
駕
接
貢
船
十

月
初
七
日
那
覇
開
船
初
八
日
到
馬
歯
山
候
風
十
日
該
山
放
洋
十
七
日
到
定
海
鷺
泊

十
八
日
到
恰
山
院
二
十
一
日
安
挿
舘
騨
次
年
丙
寅
三
月
二
十
六
日
為
迎
接
冊
使

事
奉
布
政
司
牌
令
起
身
二
十
八
日
到
水
口
騨
伺
候
四
月
二
十
日
冊
封
正
使
趙

大
人
嗜
副
使
干
大
人
輝
疇
由
陸
駕
到
水
口
騨
乗
衡
同
伴
送
官
土
通
事
等
恭
接

雨
位
大
人
即
将
王
世
子
杏
文
併
布
政
司
公
文
海
防
紅
批
奉
上
子
正
使
趙
大

人
此
時
伴
送
官
請
命
勅
使
率
同
夷
官
先
到
城
中
公
舘
候
待
尊
顔
自
此
諸
凡
公

務
勘
精
妊
辮
五
月
十
三
日
先
登
頭
琥
封
舟
雨
位
大
人
亦
登
封
舟
此
時
乗
衡
同
土

通
事
下
坐
杉
板
恭
迎
節
詔
勅
一
同
登
舟
十
四
日
戸
部
起
掟
引
程
誤
失
至
尾
激
地

方
掴
浅
損
漏
赳
緊
卸
貨
十
五
日
請
命
干
勅
使
回
到
舘
騨
勅
使
及
官
員
等
亦
蹄

留
雨
江
會
舘
五
月
二
十
三
日
改
換
船
隻
六
月
初
七
日
恰
山
院
起
掟
初
九
日
輿
二
琥

封
舟
一
齊
五
虎
門
開
洋
二
十
一
日
同
到
那
覇
港
次
日
衡
等
眼
随
冊
使
下
船
上
岸

而
到
仮
里
主
公
騨
奉
候
王
上
聖
顔
後
日
進
城
復
命
従
時
蕨
後
毎
逢
雨
位
大

人
出
外
必
有
眼
隧
焉
璽
衡
在
閤
之
時
凡
選
欅
封
舟
酌
減
弁
兵
減
少
貨
物
禁
索
薔
欠

併
請
辟
改
換
火
輪
船
等
事
皆
已
有
票
蒙
所
具
之
票
及
各
衛
門
所
示
批
文
倶
載
在
公 憲

案
同
治
六
年
丁
卯
七
月
二
十
日
因
賜
褒
章
整
物
件
其
所
賜
褒
章
記
左

覚
写
（
原
文
草
害
）

一
掛
物
一
幅

一
丁
子
風
呂
一
通

一
嶋
紬
二
端

真
榮
里
親
方

右
ぇ
接
封
大
夫
二
る
渡
唐
之
硼
、
評
慣
物
多
不
持
渡
人
参
井
肉
桂

・
窮
香
其
外
高

直
之
品
；
持
渡
無
之
、
且
唐
人
共
於
琉
球
借
銀
催
促
不
致
様
可
相
働
旨
申
渡
候
慮
、

御
構
之
向
；
ね
段
；
御
内
意
申
上
候
付
、
評
償
物
減
少
二
る
持
渡
方
且
於
琉
球
借

銀
催
促
法
外
之
事
不
仕
出
様
、
夫
；
告
示
を
以
厳
重
御
締
方
被
仰
渡
置
且

勅
使
様
御
乗
船
井
二
琥
船
之
儀
、
新
作
事
小
振
之
等
5
御
見
合
有
之
候
様
、
是
又

可
相
働
旨
申
渡
候
付
、
渡
唐
早
速
頭
二
琥
船
可
致
相
應
船
佐
事
共
．
巳
見
分
さ
せ
候

虜
、
居
合
船
；
之
内
両
艘
え
新
作
事
程
合
校
大
抵
渡
唐
船
同
様
相
見
得
候
段
申
出

候
付
、
阿
口
通
事
井
布
政
司
衛
門
之
掌
案
共
申
談
右
両
艘
ね
御
賦
付
被
仰
付
度
趣

を
以
海
防
官
御
方
．
巳
願
立
段
；
御
内
意
等
申
上
候
付
願
之
通
御
賦
被
仰
付
、
且
頭

（楊）

琥
船
之
儀
致
川
下
候
靭
、
引
港
共
溝
違
二
る
浅
目
ね
走
揚
致
関
湯
候
付
、

勅
使
様
5
総
督
御
取
持
之
戦
船
火
輪
船
ね
御
繰
替
之
方
二
御
申
立
有
之
、
其
通
ニ

る
綬
可
相
済
哉
、
琉
人
共
ね
相
尋
御
返
答
可
申
上
旨
福
州
府
税
官
5
阿
口
通
事
筆

者
王
乗
謙
ね
御
達
有
之
、
猶
又

勅
使
様
5
孜
屹
5
火
輪
船
．
竺
乗
船
可
願
立
旨
御
直
御
達
有
之
候
虞
、
其
通
二
る
え

異
人
孜
乗
合
申
由
二
る
於
琉
球
段
；
故
障
筋
差
見
得
候
付
、
唐
船
5
御
渡
海
被
遊

候
方
是
又
段
；
相
働
、
願
通
唐
船
ね
御
乗
船
被
仰
付
候
由
、
且
長
毛
賊
共
海
路
相

妨
候
校
難
計
事
候
付
、

勅
使
御
召
列
之
武
官
遊
撃
之
場
ぇ
副
将
、
都
司
之
場
え
恭
将
被
仰
付
、
且
千
線
把

総
両
人
宛
重
御
渡
海
被
仰
付
度
布
政
司
街
門
之
師
爺
共
内
；
取
企
候
由
承
、
副
将
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真
榮
里
親
方

同
治
五
年
丙
寅
九
月
十
日
奉

寵

榮

同
治
四
年
乙
丑
二
月
十
三
日
為
接
封
大
夫
其
秋
臨
行
之
時
恭
蒙

麻
五
束
姻
管
十
五
酎
姻
草
六
十
把
練
蕉
布
三
端
又
蒙
國
高
祖
母
及

膿
賜
白
麻
各
二
束
姻
草
各
二
十
把

同
治
五
年
丙
寅
八
月
二
十
八
日
陸
紫
金
大
夫
恭
蒙
王
上
及
國
高
祖
母

遣
官
賀
賜
御
玉
貫
一
雙

同
治
五
年
丙
寅
十
一
月
二
十
六
日
恭
蒙
聖
主
遣
下
庫
理
営
官
賜
諭
書
曰
冊
封
之
時

凡
事
證
心
善
完
一
世
一
次
之
大
典
誠
為
歓
作
由
是
於
皇
上
賞
賜
緞
疋
之
内
頒
賜

一
緞
是
誠
家
門
榮
光
也

卯
七
月
廿
一
日

命
為
署
総
理
司

右
之
通
言
上
相
済
候
問
、
明
廿
二
日
登

城
頂
戴
可
被
成
候
、
以
上

以
上

卯
七
月
廿
日

王
妃
各

王
上
遣
官
睦
賜
白

王
妃
遣
官

小
那
覇
里
之
子
親
雲
上

御
評
定
所
筆
者
屋
嘉
比
里
之
子
親
雲
上

恭
将
千
練
把
純
御
渡
海
被
成
候
ハ
、
附
随
之
者
共
大
分
相
重
及
御
物
入
事
二
る
、

戌
年
之
例
通
遊
撃
都
司
御
渡
海
之
方
二
右
師
爺
共
¢
段
；
内
意
申
込
其
通
相
済
、

畢
覚
御
用
之
程
厚
汲
受
一
涯
骨
折
相
働
候
故
、
夫
；
都
合
能
相
成
一
稜
之
働
御
座

候
間
為
御
褒
美
右
通
被

成
下
度
奉
存
候
事
、

地

采

咸
豊
元
年
辛
亥
七
月
十
九
日
因
承
父
家
統
績
授
高
嶺
間
切
仲
城
地
頭
職
麟
“
員

俸

禄

咸
豊
元
年
辛
亥
七
月
十
九
日
因
継
父
家
統
減
賜
知
行
高
四
十
石

同
治
五
年
丙
寅
九
月
十
日
拝
為
署
総
理
司
虹
鵡
麟
贋
芦
田

婚

嫁

長
女
慎
鶴
適
王
瑞
蘭
知
名
秀
才

長
男
蘭
芽
要
魏
學
賢
牧
志
里
之
子
親
雲
上
長
女
慎
鶴

次
男
蘭
芳
要
鄭
紹
業
古
波
蔵
里
之
子
親
雲
上
長
女
武
樽
金

四
男
蘭
言
要
梁
超
群
安
慶
名
親
雲
上
長
女
慎
鶴

（
『
那
覇
市
史

資
料
篇
第
1
巻
6

家
譜
資
料
二
』

七

0
0＼
七
〇
二
頁
、
一
九
八

0
年）
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